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（１） 短期大学制度恒久化までの経緯

（２） 短期大学制度の改革

　○　平成１７年１月２８日「我が国の高等教育の将来像」（中央教育審議会答申）

       ・ 短期大学の個性・特色の明確化

　　　・ 短期大学卒業者に対する学位「短期大学士」の創設　　等

　○　平成１７年１０月１日（平成１７年７月法律第８３号）　学校教育法の一部改正

　　  ・ 短期大学卒業者に対する「短期大学士」の学位授与制度の創設

（３） 短期大学制度の概要

①　目　　　的

②　修業年限

③　基本組織

④　授業形態

⑤　卒業要件単位

⑥　学　　　位

⑦　編  入  学

深く専門の学芸を教授研究し、職業又は実際生活に必要な能力を育成する

（大学・高専と異なる）

２年又は３年

学科

一部（昼間部、昼夜開講制）、二部（夜間部）、三部（昼間２交替制）

２年制：６２単位以上、３年制：９３単位以上（二部、三部は６２単位以上）

短期大学を卒業した者には、「短期大学士」の学位が授与される。

短期大学を卒業した者は、４年制大学に編入学することができる。

　　　 ・ 自己点検・自己評価の導入

　　　 ・ 短期大学卒業生に対する準学士の称号の創設

　　　 ・ 大綱化による制度の弾力化

　○　平成 ３ 年 ７ 月 １ 日(平成 ３ 年 ６ 月文部省令第２９号)短期大学設置基準の一部改正

　　　 ・ 学習機会の多様化

　　　 ・ 短期大学設置基準の大綱化、弾力化

　　　 ・ 短期大学卒業生に対する称号「準学士」の創設

　　　 ・ 自己点検・自己評価システムの導入　　等

　○　平成 ３ 年 ７ 月 １ 日（平成 ３ 年 ４ 月法律第２５号）　学校教育法の一部改正

　○　平成 ３ 年 ２ 月 ８ 日「短期大学教育の改善について」（大学審議会答申）

　　　 ・ 暫定的制度として発足 　学校数：１４９校（国立：０校、公立：１７校、私立：１３２校）

　　　 ・ 短期大学の恒久化を図り、専科大学と名称を変更し、実践的技術者養成の専門機関とする。

　○　昭和３３年　専科大学法案国会提出（第28回通常国会、第30回臨時国会、第31回通常国会）・・廃案

　○　昭和３９年 ６ 月１９日（昭和３９年 ６ 月法律第１１０号） 学校教育法の一部改正

　短　期　大　学　に　つ　い　て

　○　昭和２５年 ４ 月 １ 日（昭和２４年 ６ 月法律第１７９号） 学校教育法の一部改正

　　　 ・ 恒常的制度として発足　 学校数：３３９校（国立：２９校、公立：４０校、私立：２７０校）

　○　昭和５１年 ４ 月 １ 日（昭和５０年 ４ 月文部省令第２１号）　短期大学設置基準施行
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関 係 法 令

○教育基本法（平成１８年法律第１２０号）

（大学）

第七条 大学は、学術の中心として、高い教養と専門的能力を培うとともに、深

く真理を探究して新たな知見を創造し、これらの成果を広く社会に提供する

ことにより、社会の発展に寄与するものとする。

２ 大学については、自主性、自律性その他の大学における教育及び研究の特性

が尊重されなければならない。

○学校教育法（昭和２２年法律第２６号）

（大学）

第八十三条 大学は、学術の中心として、広く知識を授けるとともに、深く専門

の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を展開させることを目的

とする。

２ 大学は、その目的を実現するための教育研究を行い、その成果を広く社会に

提供することにより、社会の発展に寄与するものとする。

（学位）

第百四条 大学（第百八条第二項の大学（以下この条において「短期大学」とい

う。）を除く。以下この条において同じ。）は、文部科学大臣の定めるところ

により、大学を卒業した者に対し学士の学位を、大学院（専門職大学院を除

く。）の課程を修了した者に対し修士又は博士の学位を、専門職大学院の課程

を修了した者に対し文部科学大臣の定める学位を授与するものとする。

２ （略）

３ 短期大学は、文部科学大臣の定めるところにより、短期大学を卒業した者に

対し短期大学士の学位を授与するものとする。

４～５ （略）

（短期大学）

第百八条 大学は、第八十三条第一項に規定する目的に代えて、深く専門の学芸

を教授研究し、職業又は実際生活に必要な能力を育成することを主な目的と

することができる。

２ 前項に規定する目的をその目的とする大学は、第八十七条第一項の規定にか

かわらず、その修業年限を二年又は三年とする。

３ 前項の大学は、短期大学と称する。

４～８ （略）
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○

短
期
大
学
設
置
基
準

（
昭
和
五
十
年
四
月
二
十
八
日
文
部
省
令
第
二
十
一
号
）

最
終
改
正

平
成
二
二
・
六
・
一
五
文
科
令
一
五

目
次

第
一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
二
条
の
三
）

第
二
章

学
科
（
第
三
条
）

第
三
章

学
生
定
員
（
第
四
条
）

第
四
章

教
育
課
程
（
第
五
条
―
第
十
二
条
）

第
五
章

卒
業
の
要
件
等
（
第
十
三
条
―
第
十
九
条
）

第
六
章

教
員
組
織
（
第
二
十
条
―
第
二
十
二
条
）

第
七
章

教
員
の
資
格
（
第
二
十
二
条
の
二
―
第
二
十
六

条
）

第
八
章

校
地
、
校
舎
等
の
施
設
及
び
設
備
等
（
第
二
十
七

条
―
第
三
十
三
条
の
四
）

第
九
章

事
務
組
織
等
（
第
三
十
四
条
・
第
三
十
五
条
の

二
）

第
十
章

共
同
教
育
課
程
に
関
す
る
特
例
（
第
三
十
六
条
―

第
四
十
二
条
）

第
十
一
章

雑
則
（
第
四
十
三
条
―
第
四
十
五
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
趣
旨
）

第
一
条

短
期
大
学
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二

十
六
号
）
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
そ
の
省
令
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

２

こ
の
省
令
で
定
め
る
設
置
基
準
は
、
短
期
大
学
を
設
置
す
る

の
に
必
要
な
最
低
の
基
準
と
す
る
。

３

短
期
大
学
は
、
こ
の
省
令
で
定
め
る
設
置
基
準
よ
り
低
下
し

た
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
そ
の
水

準
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
教
育
研
究
上
の
目
的
）

第
二
条

短
期
大
学
は
、
学
科
又
は
専
攻
課
程
ご
と
に
、
人
材
の
養

成
に
関
す
る
目
的
そ
の
他
の
教
育
研
究
上
の
目
的
を
学
則
等
に
定

め
る
も
の
と
す
る
。

（
入
学
者
選
抜
）

第
二
条
の
二

入
学
者
の
選
抜
は
、
公
正
か
つ
妥
当
な
方
法
に
よ

り
、
適
切
な
体
制
を
整
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
章

学
科

（
学
科
）

第
三
条

学
科
は
、
教
育
研
究
上
の
必
要
に
応
じ
組
織
さ
れ
る
も
の

で
あ
つ
て
、
教
員
組
織
そ
の
他
が
学
科
と
し
て
適
当
な
規
模
内
容

を
も
つ
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

２

学
科
に
は
、
教
育
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
専
攻
課
程
を

置
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
章

学
生
定
員

（
学
生
定
員
）

第
四
条

学
生
定
員
は
、
学
科
ご
と
に
学
則
で
定
め
る
も
の
と
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
学
科
に
専
攻
課
程
を
置
く
と
き
は
、

専
攻
課
程
を
単
位
と
し
て
学
科
ご
と
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
昼
夜
開
講

制
を
実
施
す
る
と
き
は
、
こ
れ
に
係
る
学
生
定
員
を
、
第
三
十
六

条
の
規
定
に
よ
り
外
国
に
学
科
そ
の
他
の
組
織
を
設
け
る
と
き

は
、
こ
れ
に
係
る
学
生
定
員
を
、
そ
れ
ぞ
れ
明
示
す
る
も
の
と
す

る
。

３

学
生
定
員
は
、
教
員
組
織
、
校
地
、
校
舎
そ
の
他
の
教
育
上
の

諸
条
件
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

４

短
期
大
学
は
、
教
育
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
の
確
保
の
た
め
、
在

学
す
る
学
生
の
数
を
学
生
定
員
に
基
づ
き
適
正
に
管
理
す
る
も
の

と
す
る
。

第
四
章

教
育
課
程

（
教
育
課
程
の
編
成
方
針
）

第
五
条

短
期
大
学
は
、
当
該
短
期
大
学
及
び
学
科
の
教
育
上
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
授
業
科
目
を
自
ら
開
設
し
、
体
系

的
に
教
育
課
程
を
編
成
す
る
も
の
と
す
る
。

２

教
育
課
程
の
編
成
に
当
た
つ
て
は
、
短
期
大
学
は
、
学
科
に
係

る
専
門
の
学
芸
を
教
授
し
、
職
業
又
は
実
際
生
活
に
必
要
な
能
力

を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
幅
広
く
深
い
教
養
及
び
総
合
的
な
判
断

力
を
培
い
、
豊
か
な
人
間
性
を
涵
養
す
る
よ
う
適
切
に
配
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
教
育
課
程
の
編
成
方
法
）

第
六
条

教
育
課
程
は
、
各
授
業
科
目
を
必
修
科
目
及
び
選
択
科
目

に
分
け
、
こ
れ
を
各
年
次
に
配
当
し
て
編
成
す
る
も
の
と
す
る
。

（
単
位
）

第
七
条

各
授
業
科
目
の
単
位
数
は
、
短
期
大
学
に
お
い
て
定
め
る

も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
単
位
数
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
は
、
一
単
位
の
授
業
科

目
を
四
十
五
時
間
の
学
修
を
必
要
と
す
る
内
容
を
も
つ
て
構
成
す

る
こ
と
を
標
準
と
し
、
授
業
の
方
法
に
応
じ
、
当
該
授
業
に
よ
る

教
育
効
果
、
授
業
時
間
外
に
必
要
な
学
修
等
を
考
慮
し
て
、
次
の

基
準
に
よ
り
単
位
数
を
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

一

講
義
及
び
演
習
に
つ
い
て
は
、
十
五
時
間
か
ら
三
十
時
間
ま

で
の
範
囲
で
短
期
大
学
が
定
め
る
時
間
の
授
業
を
も
つ
て
一
単

位
と
す
る
。

二

実
験
、
実
習
及
び
実
技
に
つ
い
て
は
、
三
十
時
間
か
ら
四
十

五
時
間
ま
で
の
範
囲
で
短
期
大
学
が
定
め
る
時
間
の
授
業
を
も

つ
て
一
単
位
と
す
る
。
た
だ
し
、
芸
術
等
の
分
野
に
お
け
る
個

人
指
導
に
よ
る
実
技
の
授
業
に
つ
い
て
は
、
短
期
大
学
が
定
め

る
時
間
の
授
業
を
も
つ
て
一
単
位
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三

一
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
、
講
義
、
演
習
、
実
験
、
実
習
又

は
実
技
の
う
ち
二
以
上
の
方
法
の
併
用
に
よ
り
行
う
場
合
に
つ

い
て
は
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
応
じ
、
前
二
号
に
規
定
す
る
基

準
を
考
慮
し
て
短
期
大
学
が
定
め
る
時
間
の
授
業
を
も
つ
て
一

単
位
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
卒
業
研
究
、
卒
業
制
作
等
の
授

業
科
目
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
学
修
の
成
果
を
評
価
し
て
単
位

を
授
与
す
る
こ
と
が
適
切
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
に

必
要
な
学
修
等
を
考
慮
し
て
、
単
位
数
を
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
一
年
間
の
授
業
期
間
）

第
八
条

一
年
間
の
授
業
を
行
う
期
間
は
、
定
期
試
験
等
の
期
間
を

含
め
、
三
十
五
週
に
わ
た
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

（
各
授
業
科
目
の
授
業
期
間
）

第
九
条

各
授
業
科
目
の
授
業
は
、
十
週
又
は
十
五
週
に
わ
た
る
期

間
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
教
育
上
特
別
の
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必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
期
間
よ
り
短
い

特
定
の
期
間
に
お
い
て
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
授
業
を
行
う
学
生
数
）

第
十
条

一
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
同
時
に
授
業
を
行
う
学
生
数

は
、
授
業
の
方
法
及
び
施
設
設
備
そ
の
他
の
教
育
上
の
諸
条
件
を

考
慮
し
て
、
教
育
効
果
を
十
分
に
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
適
当
な
人

数
と
す
る
も
の
と
す
る
。

（
授
業
の
方
法
）

第
十
一
条

授
業
は
、
講
義
、
演
習
、
実
験
、
実
習
若
し
く
は
実
技

の
い
ず
れ
か
に
よ
り
又
は
こ
れ
ら
の
併
用
に
よ
り
行
う
も
の
と
す

る
。

２

短
期
大
学
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
前
項
の
授
業
を
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
高
度
に
利
用
し
て
、

当
該
授
業
を
行
う
教
室
等
以
外
の
場
所
で
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

３

短
期
大
学
は
、
第
一
項
の
授
業
を
、
外
国
に
お
い
て
履
修
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を

高
度
に
利
用
し
て
、
当
該
授
業
を
行
う
教
室
等
以
外
の
場
所
で
履

修
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

４

短
期
大
学
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
第
一
項
の
授
業
の
一
部
を
、
校
舎
及
び
附
属
施
設
以
外
の
場

所
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
成
績
評
価
基
準
等
の
明
示
等
）

第
十
一
条
の
二

短
期
大
学
は
、
学
生
に
対
し
て
、
授
業
の
方
法
及

び
内
容
並
び
に
一
年
間
の
授
業
の
計
画
を
あ
ら
か
じ
め
明
示
す
る

も
の
と
す
る
。

２

短
期
大
学
は
、
学
修
の
成
果
に
係
る
評
価
及
び
卒
業
の
認
定
に

当
た
つ
て
は
、
客
観
性
及
び
厳
格
性
を
確
保
す
る
た
め
、
学
生
に

対
し
て
そ
の
基
準
を
あ
ら
か
じ
め
明
示
す
る
と
と
も
に
、
当
該
基

準
に
し
た
が
つ
て
適
切
に
行
う
も
の
と
す
る
。

（
教
育
内
容
等
の
改
善
の
た
め
の
組
織
的
な
研
修
等
）

第
十
一
条
の
三

短
期
大
学
は
、
当
該
短
期
大
学
の
授
業
の
内
容
及

び
方
法
の
改
善
を
図
る
た
め
の
組
織
的
な
研
修
及
び
研
究
を
実
施

す
る
も
の
と
す
る
。

（
昼
夜
開
講
制
）

第
十
二
条

短
期
大
学
は
、
教
育
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

は
、
昼
夜
開
講
制
（
同
一
学
科
に
お
い
て
昼
間
及
び
夜
間
の
双
方

の
時
間
帯
に
お
い
て
授
業
を
行
う
こ
と
を
い
う
。
）
に
よ
り
授
業

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
章

卒
業
の
要
件
等

（
単
位
の
授
与
）

第
十
三
条

短
期
大
学
は
、
一
の
授
業
科
目
を
履
修
し
た
学
生
に
対

し
、
試
験
の
上
単
位
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
条

第
三
項
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
、
短
期
大
学
の
定
め
る
適
切
な

方
法
に
よ
り
学
修
の
成
果
を
評
価
し
て
単
位
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
履
修
科
目
の
登
録
の
上
限
）

第
十
三
条
の
二

短
期
大
学
は
、
学
生
が
各
年
次
に
わ
た
つ
て
適
切

に
授
業
科
目
を
履
修
す
る
た
め
、
卒
業
の
要
件
と
し
て
学
生
が
修

得
す
べ
き
単
位
数
に
つ
い
て
、
学
生
が
一
年
間
又
は
一
学
期
に
履

修
科
目
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
単
位
数
の
上
限
を
定
め

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

短
期
大
学
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
所
定
の
単
位
を

優
れ
た
成
績
を
も
つ
て
修
得
し
た
学
生
に
つ
い
て
は
、
前
項
に
定

め
る
上
限
を
超
え
て
履
修
科
目
の
登
録
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
他
の
短
期
大
学
又
は
大
学
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
等
）

第
十
四
条

短
期
大
学
は
、
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
学
生

が
短
期
大
学
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
他
の
短
期
大
学
又
は
大
学

に
お
い
て
履
修
し
た
授
業
科
目
に
つ
い
て
修
得
し
た
単
位
を
、
修

業
年
限
が
二
年
の
短
期
大
学
に
あ
つ
て
は
三
十
単
位
、
修
業
年
限

が
三
年
の
短
期
大
学
に
あ
つ
て
は
四
十
六
単
位
（
第
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
卒
業
の
要
件
と
し
て
六
十
二
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ

と
と
す
る
短
期
大
学
に
あ
つ
て
は
三
十
単
位
）
を
超
え
な
い
範
囲

で
当
該
短
期
大
学
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
に
よ
り
修
得
し
た

も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
学
生
が
、
外
国
の
短
期
大
学
又
は
大
学
に
留

学
す
る
場
合
、
外
国
の
短
期
大
学
又
は
大
学
が
行
う
通
信
教
育
に

お
け
る
授
業
科
目
を
我
が
国
に
お
い
て
履
修
す
る
場
合
及
び
外
国

の
短
期
大
学
又
は
大
学
の
教
育
課
程
を
有
す
る
も
の
と
し
て
当
該

外
国
の
学
校
教
育
制
度
に
お
い
て
位
置
付
け
ら
れ
た
教
育
施
設
で

あ
つ
て
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
も
の
の
当
該
教
育
課

程
に
お
け
る
授
業
科
目
を
我
が
国
に
お
い
て
履
修
す
る
場
合
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

（
短
期
大
学
又
は
大
学
以
外
の
教
育
施
設
等
に
お
け
る
学
修
）

第
十
五
条

短
期
大
学
は
、
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
学
生

が
行
う
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
の
専
攻
科
に
お
け
る
学
修

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
学
修
を
、
当
該
短
期
大
学

に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
と
み
な
し
、
短
期
大
学
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
単
位
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
に
よ
り
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
単
位
数
は
、
修
業
年
限
が

二
年
の
短
期
大
学
に
あ
つ
て
は
前
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
よ
り
当
該
短
期
大
学
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
単
位

数
と
合
わ
せ
て
三
十
単
位
、
修
業
年
限
が
三
年
の
短
期
大
学
に
あ

つ
て
は
前
条
第
一
項
に
よ
り
当
該
短
期
大
学
に
お
い
て
修
得
し
た

も
の
と
み
な
す
単
位
数
と
合
わ
せ
て
四
十
六
単
位
（
第
十
九
条
の

規
定
に
よ
り
卒
業
の
要
件
と
し
て
六
十
二
単
位
以
上
を
修
得
す
る

こ
と
と
す
る
短
期
大
学
に
あ
つ
て
は
三
十
単
位
）
を
超
え
な
い
も

の
と
す
る
。

（
入
学
前
の
既
修
得
単
位
等
の
認
定
）

第
十
六
条

短
期
大
学
は
、
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
学
生

が
当
該
短
期
大
学
に
入
学
す
る
前
に
短
期
大
学
又
は
大
学
に
お
い

て
履
修
し
た
授
業
科
目
に
つ
い
て
修
得
し
た
単
位
（
第
十
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
単
位
を
含
む
。
）
を
、
当
該
短
期

大
学
に
入
学
し
た
後
の
当
該
短
期
大
学
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履

修
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

２

短
期
大
学
は
、
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
学
生
が
当
該

短
期
大
学
に
入
学
す
る
前
に
行
つ
た
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
学

修
を
、
当
該
短
期
大
学
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
と
み
な
し
、

短
期
大
学
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
単
位
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

３

前
二
項
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
し
、
又
は
与
え
る
こ
と

の
で
き
る
単
位
数
は
、
転
学
等
の
場
合
を
除
き
、
当
該
短
期
大
学

に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
十
四
条

第
一
項
及
び
前
条
第
一
項
に
よ
り
当
該
短
期
大
学
に
お
い
て
修
得

し
た
も
の
と
み
な
す
単
位
数
と
合
わ
せ
て
、
修
業
年
限
が
二
年
の

短
期
大
学
に
あ
つ
て
は
、
三
十
単
位
、
修
業
年
限
が
三
年
の
短
期

4



大
学
に
あ
つ
て
は
、
四
十
六
単
位
（
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
卒

業
の
要
件
と
し
て
六
十
二
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
と
す
る
短

期
大
学
に
あ
つ
て
は
、
三
十
単
位
）
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
第
一
項
に
よ
り
当
該
短
期
大
学
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み

な
す
単
位
数
と
合
わ
せ
る
と
き
は
、
修
業
年
限
が
二
年
の
短
期
大

学
に
あ
つ
て
は
、
四
十
五
単
位
、
修
業
年
限
が
三
年
の
短
期
大
学

に
あ
つ
て
は
、
五
十
三
単
位
（
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
卒
業
の

要
件
と
し
て
六
十
二
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
と
す
る
短
期
大

学
に
あ
つ
て
は
四
十
五
単
位
）
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

（
長
期
に
わ
た
る
教
育
課
程
の
履
修
）

第
十
六
条
の
二

短
期
大
学
は
、
短
期
大
学
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
学
生
が
、
職
業
を
有
し
て
い
る
等
の
事
情
に
よ
り
、
修
業
年

限
を
超
え
て
一
定
の
期
間
に
わ
た
り
計
画
的
に
教
育
課
程
を
履
修

し
卒
業
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
旨
を
申
し
出
た
と
き
は
、
そ
の
計

画
的
な
履
修
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
科
目
等
履
修
生
等
）

第
十
七
条

短
期
大
学
は
、
短
期
大
学
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

当
該
短
期
大
学
の
学
生
以
外
の
者
で
一
又
は
複
数
の
授
業
科
目
を

履
修
す
る
者
（
以
下
「
科
目
等
履
修
生
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、

単
位
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

科
目
等
履
修
生
に
対
す
る
単
位
の
授
与
に
つ
い
て
は
、
第
十
三

条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

３

短
期
大
学
は
、
科
目
等
履
修
生
そ
の
他
の
学
生
以
外
の
者
（
次

項
に
お
い
て
「
科
目
等
履
修
生
等
」
と
い
う
。
）
を
相
当
数
受
け

入
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
十
二
条
、
第
三
十
条
及
び
第
三

十
一
条
に
規
定
す
る
基
準
を
考
慮
し
て
、
教
育
に
支
障
の
な
い
よ

う
、
そ
れ
ぞ
れ
相
当
の
専
任
教
員
並
び
に
校
地
及
び
校
舎
の
面
積

を
増
加
す
る
も
の
と
す
る
。

４

短
期
大
学
は
、
科
目
等
履
修
生
等
を
受
け
入
れ
る
場
合
に
お
い

て
は
、
一
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
同
時
に
授
業
を
行
う
こ
れ
ら
の

者
の
人
数
は
、
第
十
条
の
規
定
を
踏
ま
え
、
適
当
な
人
数
と
す
る

も
の
と
す
る
。

（
卒
業
の
要
件
）

第
十
八
条

修
業
年
限
が
二
年
の
短
期
大
学
の
卒
業
の
要
件
は
、
短

期
大
学
に
二
年
以
上
在
学
し
、
六
十
二
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ

と
と
す
る
。

２

修
業
年
限
が
三
年
の
短
期
大
学
の
卒
業
の
要
件
は
、
短
期
大
学

に
三
年
以
上
在
学
し
、
九
十
三
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
と
す

る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
卒
業
の
要
件
と
し
て
修
得
す
べ
き
単
位

数
の
う
ち
、
第
十
一
条
第
二
項
の
授
業
の
方
法
に
よ
り
修
得
す
る

単
位
数
は
、
修
業
年
限
が
二
年
の
短
期
大
学
に
あ
っ
て
は
三
十
単

位
、
修
業
年
限
が
三
年
の
短
期
大
学
に
あ
っ
て
は
四
十
六
単
位

（
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
卒
業
の
要
件
と
し
て
六
十
二
単
位
以

上
を
修
得
す
る
こ
と
と
す
る
短
期
大
学
に
あ
っ
て
は
三
十
単
位
）

を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

（
卒
業
の
要
件
の
特
例
）

第
十
九
条

夜
間
に
お
い
て
授
業
を
行
う
学
科
そ
の
他
授
業
を
行
う

時
間
に
つ
い
て
教
育
上
特
別
の
配
慮
を
必
要
と
す
る
学
科
（
以
下

「
夜
間
学
科
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
修
業
年
限
が
三
年
の
短
期

大
学
の
卒
業
の
要
件
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

短
期
大
学
に
三
年
以
上
在
学
し
、
六
十
二
単
位
以
上
を
修
得
す
る

こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
章

教
員
組
織

（
教
員
組
織
）

第
二
十
条

短
期
大
学
は
、
そ
の
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
、
学
科
の
規
模
及
び
授
与
す
る
学
位
の
分
野
に
応
じ
、
必
要

な
教
員
を
置
く
も
の
と
す
る
。

２

短
期
大
学
は
、
教
育
研
究
の
実
施
に
当
た
り
、
教
員
の
適
切
な

役
割
分
担
の
下
で
、
組
織
的
な
連
携
体
制
を
確
保
し
、
教
育
研
究

に
係
る
責
任
の
所
在
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
教
員
組
織
を
編
制
す

る
も
の
と
す
る
。

３

短
期
大
学
は
、
教
育
研
究
水
準
の
維
持
向
上
及
び
教
育
研
究
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
教
員
の
構
成
が
特
定
の
範
囲
の
年
齢
に
著

し
く
偏
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

４

短
期
大
学
は
、
二
以
上
の
校
地
に
お
い
て
教
育
を
行
う
場
合
に

お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
地
ご
と
に
必
要
な
教
員
を
置
く
も
の

と
す
る
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
地
に
は
、
当
該
校
地
に
お
け
る

教
育
に
支
障
の
な
い
よ
う
、
原
則
と
し
て
専
任
の
教
授
又
は
准
教

授
を
少
な
く
と
も
一
人
以
上
置
く
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の

校
地
が
隣
接
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
授
業
科
目
の
担
当
）

第
二
十
条
の
二

短
期
大
学
は
、
教
育
上
主
要
と
認
め
る
授
業
科
目

（
以
下
「
主
要
授
業
科
目
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
原
則
と
し

て
専
任
の
教
授
又
は
准
教
授
に
、
主
要
授
業
科
目
以
外
の
授
業
科

目
に
つ
い
て
は
な
る
べ
く
専
任
の
教
授
、
准
教
授
、
講
師
又
は
助

教
（
第
二
十
二
条
及
び
第
三
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
「
教
授

等
」
と
い
う
。
）
に
担
当
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

２

短
期
大
学
は
、
演
習
、
実
験
、
実
習
又
は
実
技
を
伴
う
授
業
科

目
に
つ
い
て
は
、
な
る
べ
く
助
手
に
補
助
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

（
授
業
を
担
当
し
な
い
教
員
）

第
二
十
一
条

短
期
大
学
に
は
、
教
育
研
究
上
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
授
業
を
担
当
し
な
い
教
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
専
任
教
員
）

第
二
十
一
条
の
二

教
員
は
、
一
の
短
期
大
学
に
限
り
、
専
任
教
員

と
な
る
も
の
と
す
る
。

２

専
任
教
員
は
、
専
ら
前
項
の
短
期
大
学
に
お
け
る
教
育
研
究
に

従
事
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
短
期
大
学
は
、
教
育
研
究
上
特

に
必
要
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
短
期
大
学
に
お
け
る
教
育
研
究
の

遂
行
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
短
期
大
学

に
お
け
る
教
育
研
究
以
外
の
業
務
に
従
事
す
る
者
を
、
当
該
短
期

大
学
の
専
任
教
員
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
専
任
教
員
数
）

第
二
十
二
条

短
期
大
学
に
お
け
る
専
任
教
員
の
数
は
、
別
表
第
一

イ
の
表
に
よ
り
当
該
短
期
大
学
に
置
く
学
科
の
種
類
及
び
規
模
に

応
じ
定
め
る
教
授
等
の
数
（
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
共

同
学
科
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
三
十
一
条
に
お
い
て
単
に
「
共
同

学
科
」
と
い
う
。
）
が
属
す
る
分
野
に
あ
つ
て
は
、
共
同
学
科
以

外
の
学
科
に
つ
い
て
同
表
を
適
用
し
て
得
ら
れ
る
教
授
等
の
数
と

第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
得
ら
れ
る
当
該
共
同
学
科
に
係
る
専

任
教
員
の
数
を
合
計
し
た
数
）
と
別
表
第
一
ロ
の
表
に
よ
り
短
期

大
学
全
体
の
入
学
定
員
に
応
じ
定
め
る
教
授
等
の
数
を
合
計
し
た

数
以
上
と
す
る
。

第
七
章

教
員
の
資
格

（
学
長
の
資
格
）

第
二
十
二
条
の
二

学
長
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
人
格
が
高
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潔
で
、
学
識
が
優
れ
、
か
つ
、
大
学
運
営
に
関
し
識
見
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
る
者
と
す
る
。

（
教
授
の
資
格
）

第
二
十
三
条

教
授
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
短
期
大
学
に
お
け
る
教
育
を
担
当
す

る
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と

す
る
。

一

博
士
の
学
位
（
外
国
に
お
い
て
授
与
さ
れ
た
こ
れ
に
相
当
す

る
学
位
を
含
む
。
）
を
有
し
、
研
究
上
の
業
績
を
有
す
る
者

二

研
究
上
の
業
績
が
前
号
の
者
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
者

三

学
位
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
文
部
省
令
第
九
号
）
第
五
条
の

二
に
規
定
す
る
専
門
職
学
位
（
外
国
に
お
い
て
授
与
さ
れ
た
こ

れ
に
相
当
す
る
学
位
を
含
む
。
）
を
有
し
、
当
該
専
門
職
学
位

の
専
攻
分
野
に
関
す
る
実
務
上
の
業
績
を
有
す
る
者

四

芸
術
上
の
優
れ
た
業
績
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
及
び
実

際
的
な
技
術
の
修
得
を
主
と
す
る
分
野
に
あ
つ
て
は
実
際
的
な

技
術
に
秀
で
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
者

五

大
学
（
短
期
大
学
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
高
等
専
門

学
校
に
お
い
て
教
授
、
准
教
授
又
は
専
任
の
講
師
の
経
歴
（
外

国
に
お
け
る
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
教
員
と
し
て
の
経
歴
を
含

む
。
）
の
あ
る
者

六

研
究
所
、
試
験
所
、
病
院
等
に
在
職
し
、
研
究
上
の
業
績
を

有
す
る
者

七

特
定
の
分
野
に
つ
い
て
、
特
に
優
れ
た
知
識
及
び
経
験
を
有

す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

（
准
教
授
の
資
格
）

第
二
十
四
条

准
教
授
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
短
期
大
学
に
お
け
る
教
育
を
担
当

す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

と
す
る
。

一

前
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

二

大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
に
お
い
て
助
教
又
は
こ
れ
に
準
ず

る
職
員
と
し
て
の
経
歴
（
外
国
に
お
け
る
こ
れ
ら
に
相
当
す
る

職
員
と
し
て
の
経
歴
を
含
む
。
）
の
あ
る
者

三

修
士
の
学
位
又
は
学
位
規
則
第
五
条
の
二
に
規
定
す
る
専
門

職
学
位
（
外
国
に
お
い
て
授
与
さ
れ
た
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
学

位
を
含
む
。
）
を
有
す
る
者

四

特
定
の
分
野
に
つ
い
て
、
優
れ
た
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
る
者

（
講
師
の
資
格
）

第
二
十
五
条

講
師
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一

第
二
十
三
条
又
は
前
条
に
規
定
す
る
教
授
又
は
准
教
授
と
な

る
こ
と
の
で
き
る
者

二

特
定
の
分
野
に
つ
い
て
、
短
期
大
学
に
お
け
る
教
育
を
担
当

す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る

者
（
助
教
の
資
格
）

第
二
十
五
条
の
二

助
教
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
短
期
大
学
に
お
け
る
教
育
を
担

当
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る

者
と
す
る
。

一

第
二
十
三
条
各
号
又
は
第
二
十
四
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
者

二

修
士
の
学
位
（
医
学
を
履
修
す
る
課
程
、
歯
学
を
履
修
す
る

課
程
、
薬
学
を
履
修
す
る
課
程
の
う
ち
臨
床
に
係
る
実
践
的
な

能
力
を
培
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
又
は
獣
医
学
を

履
修
す
る
課
程
を
修
了
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
学
士
の
学
位
）

又
は
学
位
規
則
第
五
条
の
二
に
規
定
す
る
専
門
職
学
位
（
外
国

に
お
い
て
授
与
さ
れ
た
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
学
位
を
含
む
。
）

を
有
す
る
者

三

特
定
の
分
野
に
つ
い
て
、
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
者

（
助
手
の
資
格
）

第
二
十
六
条

助
手
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一

学
士
の
学
位
（
外
国
に
お
い
て
授
与
さ
れ
た
こ
れ
に
相
当
す

る
学
位
を
含
む
。
）
を
有
す
る
者

二

前
号
の
者
に
準
ず
る
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

第
八
章

校
地
、
校
舎
等
の
施
設
及
び
設
備
等

（
校
地
）

第
二
十
七
条

校
地
は
、
教
育
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
を
も
ち
、
校
舎

の
敷
地
に
は
、
学
生
が
休
息
そ
の
他
に
利
用
す
る
の
に
適
当
な
空

地
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

２

運
動
場
は
、
教
育
に
支
障
の
な
い
よ
う
、
原
則
と
し
て
校
舎
と

同
一
の
敷
地
内
又
は
そ
の
隣
接
地
に
設
け
る
も
の
と
し
、
や
む
を

得
な
い
場
合
に
は
適
当
な
位
置
に
こ
れ
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

（
校
舎
等
）

第
二
十
八
条

校
舎
に
は
、
短
期
大
学
の
組
織
及
び
規
模
に
応
じ
、

少
な
く
と
も
次
に
掲
げ
る
専
用
の
施
設
を
備
え
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
特
別
の
事
情
が
あ
り
、
か
つ
、
教
育
研
究
に
支
障
が
な

い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

学
長
室
、
会
議
室
、
事
務
室

二

教
室
（
講
義
室
、
演
習
室
、
実
験
室
、
実
習
室
等
と
す

る
。
）
、
研
究
室

三

図
書
館
、
保
健
室

２

教
室
は
、
学
科
の
種
類
及
び
学
生
数
に
応
じ
、
必
要
な
種
類
と

数
を
備
え
る
も
の
と
す
る
。

３

研
究
室
は
、
専
任
の
教
員
に
対
し
て
は
必
ず
備
え
る
も
の
と
す

る
。

４

校
舎
に
は
、
第
一
項
に
掲
げ
る
施
設
の
ほ
か
、
な
る
べ
く
情
報

処
理
及
び
語
学
の
学
習
の
た
め
の
施
設
を
備
え
る
も
の
と
す
る
。

５

短
期
大
学
は
、
第
一
項
及
び
前
項
に
掲
げ
る
施
設
の
ほ
か
、
原

則
と
し
て
体
育
館
を
備
え
る
と
と
も
に
、
な
る
べ
く
体
育
館
以
外

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
講
堂
、
学
生
自
習
室
及
び
学
生
控
室
並
び
に

寄
宿
舎
、
課
外
活
動
施
設
そ
の
他
の
厚
生
補
導
に
関
す
る
施
設
を

備
え
る
も
の
と
す
る
。

６

夜
間
学
科
等
を
置
く
短
期
大
学
又
は
昼
夜
開
講
制
を
実
施
す
る

短
期
大
学
に
あ
つ
て
は
、
研
究
室
、
教
室
、
図
書
館
そ
の
他
の
施

設
の
利
用
に
つ
い
て
、
教
育
研
究
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
す
る
も

の
と
す
る
。

（
図
書
等
の
資
料
及
び
図
書
館
）

第
二
十
九
条

短
期
大
学
は
、
学
科
の
種
類
、
規
模
等
に
応
じ
、
図

書
、
学
術
雑
誌
、
視
聴
覚
資
料
そ
の
他
の
教
育
研
究
上
必
要
な
資

料
を
、
図
書
館
を
中
心
に
系
統
的
に
備
え
る
も
の
と
す
る
。

２

図
書
館
は
、
前
項
の
資
料
の
収
集
、
整
理
及
び
提
供
を
行
う
ほ

か
、
情
報
の
処
理
及
び
提
供
の
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
て
学
術
情
報

の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
前
項
の
資
料
の
提
供
に
関
し
、
他
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の
短
期
大
学
の
図
書
館
等
と
の
協
力
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３

図
書
館
に
は
、
そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
必
要

な
専
門
的
職
員
そ
の
他
の
専
任
の
職
員
を
置
く
も
の
と
す
る
。

４

図
書
館
に
は
、
短
期
大
学
の
教
育
研
究
を
促
進
で
き
る
よ
う
な

適
当
な
規
模
の
閲
覧
室
、
レ
フ
ア
レ
ン
ス
・
ル
ー
ム
、
整
理
室
、

書
庫
等
を
備
え
る
も
の
と
す
る
。

５

前
項
の
閲
覧
室
に
は
、
学
生
の
学
習
及
び
教
員
の
教
育
研
究
の

た
め
に
十
分
な
数
の
座
席
を
備
え
る
も
の
と
す
る
。

（
校
地
の
面
積
）

第
三
十
条

短
期
大
学
に
お
け
る
校
地
の
面
積
（
附
属
施
設
用
地
及

び
寄
宿
舎
の
面
積
を
除
く
。
）
は
、
学
生
定
員
上
の
学
生
一
人
当

た
り
十
平
方
メ
ー
ト
ル
と
し
て
算
定
し
た
面
積
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
種
類
の
昼
間
学
科
（
昼
間

に
お
い
て
授
業
を
行
う
学
科
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
夜
間

学
科
が
近
接
し
た
施
設
等
を
使
用
し
、
又
は
施
設
等
を
共
用
す
る

場
合
の
校
地
の
面
積
は
、
当
該
昼
間
学
科
及
び
夜
間
学
科
に
お
け

る
教
育
研
究
に
支
障
の
な
い
面
積
と
す
る
。

３

昼
夜
開
講
制
を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
係
る
収

容
定
員
、
履
修
方
法
、
施
設
の
使
用
状
況
等
を
考
慮
し
て
、
教
育

に
支
障
の
な
い
限
度
に
お
い
て
、
第
一
項
に
規
定
す
る
面
積
を
減

ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
校
舎
の
面
積
）

第
三
十
一
条

校
舎
の
面
積
は
、
一
の
分
野
に
つ
い
て
の
み
学
科
を

置
く
短
期
大
学
に
あ
つ
て
は
、
別
表
第
二
イ
の
表
に
定
め
る
面
積

（
共
同
学
科
を
置
く
場
合
に
あ
つ
て
は
、
共
同
学
科
以
外
の
学
科

に
つ
い
て
同
表
を
適
用
し
て
得
ら
れ
る
面
積
に
第
四
十
一
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
得
ら
れ
る
当
該
共
同
学
科
に
係
る
面
積
を
加
え

た
面
積
）
以
上
と
し
、
二
以
上
の
分
野
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
学
科

を
置
く
短
期
大
学
に
あ
つ
て
は
、
当
該
二
以
上
の
分
野
（
当
該
分

野
に
共
同
学
科
の
み
が
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
同
表
の

同
一
分
野
に
属
す
る
学
科
の
収
容
定
員
の
百
人
ま
で
の
欄
の
基
準

校
舎
面
積
が
最
大
で
あ
る
分
野
に
つ
い
て
の
同
表
に
定
め
る
面
積

（
共
同
学
科
が
属
す
る
分
野
に
つ
い
て
は
、
共
同
学
科
以
外
の
学

科
に
つ
い
て
同
表
を
適
用
し
て
得
ら
れ
る
面
積
）
に
当
該
分
野
以

外
の
分
野
に
つ
い
て
の
そ
れ
ぞ
れ
別
表
第
二
ロ
の
表
に
定
め
る
面

積
（
共
同
学
科
が
属
す
る
分
野
に
つ
い
て
は
、
共
同
学
科
以
外
の

学
科
に
つ
い
て
同
表
を
適
用
し
て
得
ら
れ
る
面
積
）
を
合
計
し
た

面
積
を
加
え
た
面
積
（
共
同
学
科
を
置
く
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第

四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
得
ら
れ
る
当
該
学
科
に
係
る
面

積
を
加
え
た
面
積
）
以
上
と
す
る
。

（
附
属
施
設
）

第
三
十
二
条

短
期
大
学
に
は
、
学
科
の
種
類
に
応
じ
、
教
育
研
究

上
必
要
な
場
合
は
、
適
当
な
規
模
内
容
を
備
え
た
附
属
施
設
を
置

く
も
の
と
す
る
。

（
機
械
、
器
具
等
）

第
三
十
三
条

短
期
大
学
に
は
、
学
科
の
種
類
、
学
生
数
及
び
教
員

数
に
応
じ
て
必
要
な
種
類
及
び
数
の
機
械
、
器
具
及
び
標
本
を
備

え
る
も
の
と
す
る
。

（
二
以
上
の
校
地
に
お
い
て
教
育
研
究
を
行
う
場
合
に
お
け
る
施

設
及
び
設
備
）

第
三
十
三
条
の
二

短
期
大
学
は
、
二
以
上
の
校
地
に
お
い
て
教
育

研
究
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
地
ご
と
に
教
育

研
究
に
支
障
の
な
い
よ
う
必
要
な
施
設
及
び
設
備
を
備
え
る
も
の

と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
校
地
が
隣
接
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

（
教
育
研
究
環
境
の
整
備
）

第
三
十
三
条
の
三

短
期
大
学
は
、
そ
の
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
、
必
要
な
経
費
の
確
保
等
に
よ
り
、
教
育
研
究
に
ふ

さ
わ
し
い
環
境
の
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
短
期
大
学
等
の
名
称
）

第
三
十
三
条
の
四

短
期
大
学
及
び
学
科
（
以
下
「
短
期
大
学
等
」

と
い
う
。
）
の
名
称
は
、
短
期
大
学
等
と
し
て
適
当
で
あ
る
と
と

も
に
、
当
該
短
期
大
学
等
の
教
育
研
究
上
の
目
的
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
と
す
る
。

第
九
章

事
務
組
織
等

（
事
務
組
織
）

第
三
十
四
条

短
期
大
学
に
は
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
専

任
の
職
員
を
置
く
適
当
な
事
務
組
織
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

（
厚
生
補
導
の
組
織
）

第
三
十
五
条

短
期
大
学
に
は
、
学
生
の
厚
生
補
導
を
行
う
た
め
、

専
任
の
職
員
を
置
く
適
当
な
組
織
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

（
社
会
的
及
び
職
業
的
自
立
を
図
る
た
め
に
必
要
な
能
力
を
培
う

た
め
の
体
制
）

第
三
十
五
条
の
二

短
期
大
学
は
、
当
該
短
期
大
学
及
び
学
科
又
は

専
攻
課
程
の
教
育
上
の
目
的
に
応
じ
、
学
生
が
卒
業
後
自
ら
の
資

質
を
向
上
さ
せ
、
社
会
的
及
び
職
業
的
自
立
を
図
る
た
め
に
必
要

な
能
力
を
、
教
育
課
程
の
実
施
及
び
厚
生
補
導
を
通
じ
て
培
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
短
期
大
学
内
の
組
織
間
の
有
機
的
な
連
携
を

図
り
、
適
切
な
体
制
を
整
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
章

共
同
教
育
課
程
に
関
す
る
特
例

（
共
同
教
育
課
程
の
編
成
）

第
三
十
六
条

二
以
上
の
短
期
大
学
は
、
そ
の
短
期
大
学
及
び
学
科

の
教
育
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
は
、
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
二

以
上
の
短
期
大
学
の
う
ち
一
の
短
期
大
学
が
開
設
す
る
授
業
科
目

を
、
当
該
二
以
上
の
短
期
大
学
の
う
ち
他
の
短
期
大
学
の
教
育
課

程
の
一
部
と
み
な
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
短
期
大
学
ご
と
に
同
一
内

容
の
教
育
課
程
（
通
信
教
育
に
係
る
も
の
及
び
短
期
大
学
が
外
国

に
設
け
る
学
科
そ
の
他
の
組
織
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
授
業
科
目

の
履
修
に
よ
り
修
得
す
る
単
位
を
当
該
学
科
に
係
る
卒
業
の
要
件

と
し
て
修
得
す
べ
き
単
位
の
全
部
又
は
一
部
と
し
て
修
得
す
る
も

の
を
除
く
。
以
下
「
共
同
教
育
課
程
」
と
い
う
。
）
を
編
成
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
短
期
大

学
（
以
下
「
構
成
短
期
大
学
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

共
同
教
育
課
程
に
係
る
主
要
授
業
科
目
の
一
部
を
必
修
科
目
と
し

て
自
ら
開
設
す
る
も
の
と
す
る
。

２

短
期
大
学
は
、
共
同
教
育
課
程
の
み
を
編
成
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

３

構
成
短
期
大
学
は
、
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
し
、
及
び
実

施
す
る
た
め
の
協
議
の
場
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

（
共
同
教
育
課
程
に
係
る
単
位
の
認
定
）

第
三
十
七
条

構
成
短
期
大
学
は
、
学
生
が
当
該
構
成
短
期
大
学
の

う
ち
一
の
短
期
大
学
に
お
い
て
履
修
し
た
共
同
教
育
課
程
に
係
る

授
業
科
目
に
つ
い
て
修
得
し
た
単
位
を
、
当
該
構
成
短
期
大
学
の

う
ち
他
の
短
期
大
学
に
お
け
る
当
該
共
同
教
育
課
程
に
係
る
授
業

科
目
の
履
修
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
そ
れ
ぞ
れ
み
な
す
も
の
と

す
る
。

（
共
同
学
科
に
係
る
卒
業
の
要
件
）
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第
三
十
八
条

修
業
年
限
が
二
年
の
短
期
大
学
の
共
同
教
育
課
程
を

編
成
す
る
学
科
（
以
下
「
共
同
学
科
」
と
い
う
。
）
に
係
る
卒
業

の
要
件
は
、
第
十
八
条
第
一
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
れ
ぞ

れ
の
短
期
大
学
に
お
い
て
当
該
共
同
教
育
課
程
に
係
る
授
業
科
目

の
履
修
に
よ
り
十
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
と
す
る
。

２

修
業
年
限
が
三
年
の
短
期
大
学
の
共
同
学
科
に
係
る
卒
業
の
要

件
は
、
第
十
八
条
第
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の

短
期
大
学
に
お
い
て
当
該
共
同
教
育
課
程
に
係
る
授
業
科
目
の
履

修
に
よ
り
二
十
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
夜
間
学
科
等
に
係
る
修
業
年
限

が
三
年
の
短
期
大
学
の
共
同
学
科
に
係
る
卒
業
の
要
件
は
、
第
十

九
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
短
期
大
学
に
お
い

て
当
該
共
同
教
育
課
程
に
係
る
授
業
科
目
の
履
修
に
よ
り
十
単
位

以
上
を
修
得
す
る
こ
と
と
す
る
。

４

前
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
短
期
大
学
に
お
い
て
当
該

共
同
教
育
課
程
に
係
る
授
業
科
目
の
履
修
に
よ
り
修
得
す
る
単
位

数
に
は
、
第
十
四
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
五
条
第
一
項
、
第
十
六
条
第
一
項
若
し

く
は
第
二
項
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な

し
、
若
し
く
は
与
え
る
こ
と
が
で
き
、
又
は
み
な
す
も
の
と
す
る

単
位
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

（
共
同
学
科
に
係
る
専
任
教
員
数
）

第
三
十
九
条

共
同
学
科
に
係
る
専
任
教
員
の
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

短
期
大
学
に
置
く
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
を
合
わ

せ
て
一
の
学
科
と
み
な
し
て
、
そ
の
種
類
及
び
規
模
に
応
じ
別
表

第
一
イ
の
表
を
適
用
し
て
得
ら
れ
る
教
授
等
の
数
（
次
項
に
お
い

て
「
全
体
専
任
教
員
数
」
と
い
う
。
）
を
こ
れ
ら
の
学
科
に
係
る

入
学
定
員
の
割
合
に
応
じ
て
按
分
し
た
数
（
そ
の
数
に
一
に
満
た

な
い
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
短
期
大
学
別
専
任
教
員
数
」
と
い
う
。
）
以
上
と
す

る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
に
係

る
短
期
大
学
別
専
任
教
員
数
の
合
計
が
全
体
専
任
教
員
数
に
満
た

な
い
と
き
は
、
そ
の
不
足
す
る
数
の
専
任
教
員
を
い
ず
れ
か
の
短

期
大
学
の
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
に
置
く
も
の
と

す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科

に
係
る
短
期
大
学
別
専
任
教
員
数
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
学

科
に
不
足
す
る
数
の
専
任
教
員
を
置
く
と
き
は
、
当
該
専
任
教
員

の
数
を
加
え
た
数
）
が
、
当
該
学
科
の
種
類
に
応
じ
、
別
表
第
一

イ
の
表
の
第
四
欄
（
保
健
衛
生
学
関
係
（
看
護
学
関
係
）
に
あ
つ

て
は
、
第
三
欄
）
に
定
め
る
専
任
教
員
数
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
最
小
短
期
大
学
別
専
任
教
員
数
」
と
い
う
。
）
に
満
た
な
い

と
き
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
学
科
に
係
る
専

任
教
員
の
数
は
、
最
小
短
期
大
学
別
専
任
教
員
数
以
上
と
す
る
。

（
共
同
学
科
に
係
る
校
地
の
面
積
）

第
四
十
条

第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
共
同
学
科

に
係
る
校
地
の
面
積
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
短
期
大
学
に
置

く
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
に
係
る
校
地
の
面
積
を

合
計
し
た
面
積
が
こ
れ
ら
の
学
科
に
係
る
学
生
定
員
を
合
計
し
た

数
に
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
乗
じ
て
得
た
面
積
を
超
え
、
か
つ
、
教

育
研
究
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

短
期
大
学
ご
と
に
当
該
学
科
に
係
る
学
生
定
員
上
の
学
生
一
人
当

た
り
十
平
方
メ
ー
ト
ル
と
し
て
算
定
し
た
面
積
を
有
す
る
こ
と
を

要
し
な
い
。

（
共
同
学
科
に
係
る
校
舎
の
面
積
）

第
四
十
一
条

共
同
学
科
に
係
る
校
舎
の
面
積
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
短

期
大
学
に
置
く
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
を
合
わ
せ

て
一
の
学
科
と
み
な
し
て
そ
の
種
類
に
応
じ
別
表
第
二
イ
の
表
を

適
用
し
て
得
ら
れ
る
面
積
（
次
項
に
お
い
て
「
全
体
校
舎
面
積
」

と
い
う
。
）
を
こ
れ
ら
の
学
科
に
係
る
収
容
定
員
の
割
合
に
応
じ

て
按
分
し
た
面
積
（
次
項
に
お
い
て
「
短
期
大
学
別
校
舎
面
積
」

と
い
う
。
）
以
上
と
す
る
。

２

第
三
十
一
条
及
び
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
共
同
学
科
に

係
る
校
舎
の
面
積
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
短
期
大
学
に
置
く

当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
に
係
る
校
舎
の
面
積
を
合

計
し
た
面
積
が
全
体
校
舎
面
積
を
超
え
、
か
つ
、
教
育
研
究
に
支

障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
短
期
大
学
ご

と
に
短
期
大
学
別
校
舎
面
積
を
有
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
共
同
学
科
に
係
る
施
設
及
び
設
備
）

第
四
十
二
条

前
二
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
二
十
七
条
か
ら

第
二
十
九
条
ま
で
、
第
三
十
二
条
及
び
第
三
十
三
条
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
共
同
学
科
に
係
る
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
短
期
大
学
に
置
く
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学

科
を
合
わ
せ
て
一
の
学
科
と
み
な
し
て
そ
の
種
類
、
教
員
数
及
び

学
生
数
に
応
じ
て
必
要
な
施
設
及
び
設
備
を
備
え
、
か
つ
、
教
育

研
究
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
短

期
大
学
ご
と
に
当
該
学
科
に
係
る
施
設
及
び
設
備
を
備
え
る
こ
と

を
要
し
な
い
。

第
十
一
章

雑
則

（
外
国
に
設
け
る
組
織
）

第
四
十
三
条

短
期
大
学
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
外
国
に
学
科
そ
の
他
の
組
織
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

る
。（

そ
の
他
の
基
準
）

第
四
十
四
条

専
攻
科
及
び
別
科
に
関
す
る
基
準
は
、
別
に
定
め

る
。（

段
階
的
整
備
）

第
四
十
五
条

新
た
に
短
期
大
学
等
を
設
置
す
る
場
合
の
教
員
組

織
、
校
舎
等
の
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
段
階
的
に
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た

だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

昭
和
五
十
一
年
度
又
は
昭
和
五
十
二
年
度
に
開
設
し
よ
う
と
す

る
短
期
大
学
又
は
短
期
大
学
の
学
科
の
設
置
認
可
の
申
請
に
係
る

審
査
に
当
た
つ
て
は
、
こ
の
省
令
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
と

す
る
。

３

こ
の
省
令
施
行
の
際
、
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
短
期
大
学
に
在

職
す
る
教
員
に
つ
い
て
は
、
そ
の
教
員
が
現
に
在
職
す
る
教
員
の

職
に
在
る
限
り
、
こ
の
省
令
の
教
員
の
資
格
に
関
す
る
規
定
は
、

適
用
し
な
い
。

４

こ
の
省
令
施
行
の
際
、
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
短
期
大
学
の
組

織
、
編
制
、
施
設
及
び
設
備
で
こ
の
省
令
施
行
の
日
前
に
係
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き

る
。

５

昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
平
成
四
年
度
ま
で
の
間
に
期
間
（
昭
和
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六
十
一
年
度
か
ら
平
成
十
一
年
度
ま
で
の
間
の
年
度
間
に
限

る
。
）
を
付
し
て
入
学
定
員
を
増
加
す
る
短
期
大
学
（
次
項
に
お

い
て
「
期
間
を
付
し
て
入
学
定
員
を
増
加
す
る
短
期
大
学
」
と
い

う
。
）
の
専
任
教
員
数
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ

り
算
定
し
、
当
該
入
学
定
員
の
増
加
に
伴
い
必
要
と
さ
れ
る
専
任

教
員
数
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
当
該
増
加
す
る
こ
と

と
な
る
専
任
教
員
数
は
、
教
育
に
支
障
の
な
い
限
度
に
お
い
て
、

兼
任
の
教
員
を
も
つ
て
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

６

期
間
を
付
し
て
入
学
定
員
を
増
加
す
る
短
期
大
学
の
校
地
の
面

積
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
入
学
定
員
の
増
加
は
な
い
も
の
と

み
な
し
て
第
三
十
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

７

昭
和
六
十
一
年
度
以
降
に
期
間
（
平
成
十
一
年
度
を
終
期
と
す

る
も
の
に
限
る
。
）
を
付
し
て
入
学
定
員
を
増
加
又
は
設
定
し
た

短
期
大
学
で
あ
っ
て
、
当
該
期
間
の
経
過
後
引
き
続
き
、
当
該
入

学
定
員
の
範
囲
内
で
期
間
（
平
成
十
二
年
度
か
ら
平
成
十
六
年
度

ま
で
の
間
の
年
度
間
に
限
る
。
）
を
付
し
て
入
学
定
員
を
増
加
す

る
も
の
の
専
任
教
員
数
及
び
校
地
の
面
積
の
算
定
に
つ
い
て
は
、

前
二
項
の
例
に
よ
る
。

附

則
（
平
成
一
六
・
一
二
・
一
三
文
科
令
四
二
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条

中
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
二
条
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第

四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に

一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
同
令
第
六
条
の
次
に
一
条
を
加
え

る
改
正
規
定
、
第
二
条
中
大
学
設
置
基
準
第
十
八
条
第
一
項
の
改

正
規
定
及
び
同
令
第
四
十
五
条
を
同
令
第
四
十
六
条
と
し
、
同
令

第
四
十
四
条
を
同
令
第
四
十
五
条
と
し
、
同
令
第
四
十
三
条
を
同

令
第
四
十
四
条
と
し
、
同
令
第
十
章
中
同
条
の
前
に
一
条
を
加
え

る
改
正
規
定
、
第
三
条
の
規
定
並
び
に
第
四
条
中
短
期
大
学
設
置

基
準
第
四
条
第
二
項
の
改
正
規
定
及
び
同
令
第
三
十
七
条
を
同
令

第
三
十
八
条
と
し
、
同
令
第
三
十
六
条
を
同
令
第
三
十
七
条
と

し
、
同
令
第
十
章
中
同
条
の
前
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
は
、

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
八
・
三
・
三
一
文
科
令
一
一
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
助
教
授
の
在
職
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
に
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
次
に
掲
げ
る
省
令
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
お
け
る
助
教

授
と
し
て
の
在
職
は
、
准
教
授
と
し
て
の
在
職
と
み
な
す
。

一
・
二

（
略
）

三

大
学
設
置
基
準
第
十
四
条
第
四
号

四

高
等
専
門
学
校
設
置
基
準
第
十
一
条
第
三
号

五

短
期
大
学
設
置
基
準
第
二
十
三
条
第
五
号

附

則

（
平
成
一
九
・
七
・
三
一
文
科
令
二
二
抄
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
〇
・
一
一
・
一
三
文
科
令
三
五
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
二
・
二
・
二
五
文
科
令
三
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
二
・
六
・
一
五
文
科
令
一
五
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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別
表
第
一
（
第
二
十
二
条
関
係
）

イ

学
科
の
種
類
及
び
規
模
に
応
じ
定
め
る
専
任
教
員
数

同
一
分
野
に

同
一
分
野
に

同
一
分
野
に

同
一
分
野
に

同
一
分
野
に

同
一
分
野
に

属
す
る
学
科

属
す
る
学
科

属
す
る
学
科

属
す
る
学
科

属
す
る
学
科

属
す
る
学
科

が
一
学
科
の

を
二
以
上
置

が
一
学
科
の

を
二
以
上
置

が
一
学
科
の

を
二
以
上
置

学
科
の
属
す
る
分
野
の
区
分

一
学
科
の
入
学
定
員

一
学
科
の
入
学
定
員

一
学
科
の
入
学
定
員

場
合
の
教
員

く
場
合
の
一

場
合
の
教
員

く
場
合
の
一

場
合
の
教
員

く
場
合
の
一

数

学
科
の
教
員

数

学
科
の
教
員

数

学
科
の
教
員

数

数

数

文
学
関
係

一
〇
〇
人
ま
で

五

四

一
〇
一
人
～
二
〇
〇
人

七

六

教
育
学
・
保
育
学
関
係

五
〇
人
ま
で

六

四

五
一
人
～
一
〇
〇
人

八

六

一
〇
一
人
～
一
五
〇
人

十

八

法
学
関
係

一
〇
〇
人
ま
で

七

四

一
〇
一
人
～
一
五
〇
人

七

四

一
五
一
人
～
二
〇
〇
人

九

六

経
済
学
関
係

一
〇
〇
人
ま
で

七

四

一
〇
一
人
～
一
五
〇
人

七

四

一
五
一
人
～
二
〇
〇
人

九

六

社
会
学
・
社
会
福
祉
学
関
係

一
〇
〇
人
ま
で

七

四

一
〇
一
人
～
一
五
〇
人

七

四

一
五
一
人
～
二
〇
〇
人

九

六

理
学
関
係

一
〇
〇
人
ま
で

七

四

一
〇
一
人
～
一
五
〇
人

九

六

工
学
関
係

一
〇
〇
人
ま
で

七

四

一
〇
一
人
～
一
五
〇
人

九

六

農
学
関
係

一
〇
〇
人
ま
で

七

四

一
〇
一
人
～
一
五
〇
人

九

六

家
政
関
係

一
〇
〇
人
ま
で

五

四

一
〇
一
人
～
二
〇
〇
人

七

六

美
術
関
係

五
〇
人
ま
で

五

三

五
一
人
～
一
〇
〇
人

七

四

一
〇
一
人
～
一
五
〇
人

八

五

音
楽
関
係

五
〇
人
ま
で

五

五

五
一
人
～
一
〇
〇
人

七

七

一
〇
一
人
～
一
五
〇
人

八

八

体
育
関
係

五
〇
人
ま
で

六

四

五
一
人
～
一
〇
〇
人

八

六

一
〇
一
人
～
一
五
〇
人

九

七

保
健
衛
生
学
関
係
（
看
護
学
関
係
）

一
〇
〇
人
ま
で

七

―

一
〇
一
人
～
一
五
〇
人

九

―

保
健
衛
生
学
関
係
（
看
護
学
関
係
を
除

一
〇
〇
人
ま
で

七

四

一
〇
一
人
～
一
五
〇
人

九

六

く
。
）

備
考一

こ
の
表
に
定
め
る
教
員
数
の
三
割
以
上
は
教
授
と
す
る
（
ロ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

二

こ
の
表
に
定
め
る
教
員
数
に
は
、
第
二
十
一
条
の
授
業
を
担
当
し
な
い
教
員
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
（
ロ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

三

こ
の
表
の
入
学
定
員
及
び
教
員
数
は
、
学
科
に
専
攻
課
程
を
置
く
場
合
に
つ
い
て
は
、
専
攻
課
程
の
入
学
定
員
及
び
教
員
数
と
す
る
。

四

入
学
定
員
が
、
こ
の
表
に
定
め
る
数
を
超
え
る
場
合
に
は
、
文
学
関
係
、
法
学
関
係
、
経
済
学
関
係
、
社
会
学
・
社
会
福
祉
学
関
係
及
び
家
政
関
係
に
あ
つ
て
は
、
同
一
分
野
に
属
す
る
学
科
が
一
学
科

の
場
合
に
つ
い
て
は
一
〇
〇
人
に
つ
き
一
人
を
、
同
一
分
野
に
属
す
る
学
科
を
二
以
上
置
く
場
合
に
つ
い
て
は
一
五
〇
人
に
つ
き
一
人
を
増
加
す
る
も
の
と
し
、
教
育
学
・
保
育
学
関
係
、
理
学
関
係
、
工

学
関
係
、
農
学
関
係
、
美
術
関
係
、
体
育
関
係
及
び
保
健
衛
生
学
関
係
に
あ
つ
て
は
、
同
一
分
野
に
属
す
る
学
科
が
一
学
科
の
場
合
に
つ
い
て
は
五
〇
人
に
つ
き
一
人
を
、
同
一
分
野
に
属
す
る
学
科
を
二

以
上
置
く
場
合
に
つ
い
て
は
八
〇
人
に
つ
き
一
人
を
増
加
す
る
も
の
と
し
、
音
楽
関
係
に
あ
つ
て
は
、
同
一
分
野
に
属
す
る
学
科
が
一
学
科
の
場
合
及
び
同
一
分
野
に
属
す
る
学
科
を
二
以
上
置
く
場
合
に

つ
い
て
は
五
〇
人
に
つ
き
一
人
を
、
そ
れ
ぞ
れ
増
加
す
る
も
の
と
す
る
。

五

第
十
八
条
第
二
項
の
短
期
大
学
の
学
科
に
つ
い
て
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
教
員
数
（
入
学
定
員
が
こ
の
表
に
定
め
る
数
を
超
え
る
場
合
に
は
、
前
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
教
員
数
と
す
る
。
以
下
こ

の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
こ
の
表
に
定
め
る
教
員
数
の
三
割
に
相
当
す
る
数
を
加
え
た
も
の
と
す
る
。

六

教
育
課
程
が
同
一
又
は
類
似
の
夜
間
学
科
等
を
併
せ
置
く
場
合
の
当
該
夜
間
学
科
等
の
教
員
数
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
教
員
数
の
三
分
の
一
以
上
と
す
る
。
た
だ
し
、
夜
間
学
科
等
の
入
学
定
員
が
昼
間

学
科
等
の
入
学
定
員
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
夜
間
学
科
等
の
教
員
数
は
こ
の
表
に
定
め
る
教
員
数
と
し
、
当
該
昼
間
学
科
等
の
教
員
数
は
こ
の
表
に
定
め
る
教
員
数
の
三
分
の
一
以
上
と
す
る
（
ロ
の
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表
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

七

昼
夜
開
講
制
を
実
施
す
る
場
合
は
、
こ
れ
に
係
る
学
生
定
員
、
履
修
方
法
、
授
業
の
開
設
状
況
等
を
考
慮
し
て
、
教
育
に
支
障
の
な
い
限
度
に
お
い
て
、
こ
の
表
に
定
め
る
教
員
数
を
減
ず
る
こ
と
が
で

き
る
（
ロ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

八

看
護
に
関
す
る
学
科
に
お
い
て
第
十
八
条
第
一
項
に
定
め
る
学
科
と
同
条
第
二
項
に
定
め
る
学
科
と
を
併
せ
置
く
場
合
は
、
同
条
第
一
項
に
定
め
る
学
科
に
あ
つ
て
は
、
入
学
定
員
が
一
〇
〇
人
ま
で
の

場
合
は
二
人
を
、
一
〇
〇
人
を
超
え
る
場
合
は
三
人
を
、
同
条
第
二
項
に
定
め
る
学
科
に
あ
つ
て
は
、
第
四
号
に
よ
り
算
定
し
た
教
員
数
か
ら
三
人
を
減
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

九

こ
の
表
に
掲
げ
る
分
野
以
外
の
分
野
に
属
す
る
学
科
の
教
員
数
に
つ
い
て
は
、
当
該
学
科
の
属
す
る
分
野
に
類
似
す
る
こ
の
表
に
掲
げ
る
分
野
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
教
員
養
成
に
関
す

る
学
科
に
つ
い
て
は
、
免
許
状
の
種
類
に
応
じ
、
教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
及
び
教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
文
部
省
令
第
二
十
六
号
）
に
規
定
す
る

教
科
及
び
教
職
に
関
す
る
科
目
の
所
要
単
位
を
修
得
さ
せ
る
の
に
必
要
な
数
の
教
員
を
置
く
も
の
と
す
る
ほ
か
、
こ
の
表
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

ロ

短
期
大
学
全
体
の
入
学
定
員
に
応
じ
定
め
る
専
任
教
員
数

入
学
定
員

五
〇
人
ま
で

一
五
〇
人
ま
で

二
五
〇
人
ま
で

四
〇
〇
人
ま
で

六
〇
〇
人
ま
で

教

員

数

二

三

四

五

六

備
考

入
学
定
員
が
六
〇
〇
人
を
超
え
る
場
合
に
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
教
員
数
に
、
入
学
定
員
二
〇
〇
人
に
つ
き
教
員
一
人
を
加
え
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
二
（
第
三
十
一
条
関
係
）

イ

基
準
校
舎
面
積

収
容
定
員

一
〇
〇
人
ま

一
五
〇
人
ま

二
〇
〇
人
ま

二
五
〇
人
ま

三
〇
〇
人
ま

三
五
〇
人
ま

四
〇
〇
人
ま

四
五
〇
人
ま

五
〇
〇
人
ま

五
五
〇
人
ま

六
〇
〇
人

で
の
場
合
の

で
の
場
合
の

で
の
場
合
の

で
の
場
合
の

で
の
場
合
の

で
の
場
合
の

で
の
場
合
の

で
の
場
合
の

で
の
場
合
の

で
の
場
合
の

で
の
場
合

面
積
（
平
方

面
積
（
平
方

面
積
（
平
方

面
積
（
平
方

面
積
（
平
方

面
積
（
平
方

面
積
（
平
方

面
積
（
平
方

面
積
（
平
方

面
積
（
平
方

面
積
（
平

学
科
の
種
類

メ
ー
ト
ル
）

メ
ー
ト
ル
）

メ
ー
ト
ル
）

メ
ー
ト
ル
）

メ
ー
ト
ル
）

メ
ー
ト
ル
）

メ
ー
ト
ル
）

メ
ー
ト
ル
）

メ
ー
ト
ル
）

メ
ー
ト
ル
）

メ
ー
ト
ル

文
学
関
係

一
、
六
〇
〇

一
、
七
〇
〇

一
、
九
〇
〇

二
、
一
〇
〇

二
、
三
五
〇

二
、
六
〇
〇

二
、
八
五
〇

三
、
〇
五
〇

三
、
二
五
〇

三
、
四
五
〇

三
、
六
五
〇

教
育
学
・
保
育
学
関
係

二
、
〇
〇
〇

二
、
一
〇
〇

二
、
三
五
〇

二
、
六
〇
〇

二
、
八
五
〇

三
、
一
〇
〇

三
、
三
五
〇

三
、
六
〇
〇

三
、
八
五
〇

四
、
一
〇
〇

四
、
三
五
〇

法
学
関
係

一
、
六
〇
〇

一
、
七
〇
〇

一
、
九
〇
〇

二
、
一
〇
〇

二
、
三
五
〇

二
、
六
〇
〇

二
、
八
五
〇

三
、
〇
五
〇

三
、
二
五
〇

三
、
四
五
〇

三
、
六
五
〇

経
済
学
関
係

一
、
六
〇
〇

一
、
七
〇
〇

一
、
九
〇
〇

二
、
一
〇
〇

二
、
三
五
〇

二
、
六
〇
〇

二
、
八
五
〇

三
、
〇
五
〇

三
、
二
五
〇

三
、
四
五
〇

三
、
六
五
〇

社
会
学
・
社
会
福
祉
学
関
係

一
、
六
〇
〇

一
、
七
〇
〇

一
、
九
〇
〇

二
、
一
〇
〇

二
、
三
五
〇

二
、
六
〇
〇

二
、
八
五
〇

三
、
〇
五
〇

三
、
二
五
〇

三
、
四
五
〇

三
、
六
五
〇

理
学
関
係

二
、
〇
〇
〇

二
、
一
五
〇

二
、
四
〇
〇

二
、
七
五
〇

三
、
二
〇
〇

三
、
六
五
〇

四
、
一
五
〇

四
、
六
〇
〇

五
、
〇
五
〇

五
、
五
〇
〇

六
、
〇
〇
〇

工
学
関
係

二
、
一
〇
〇

二
、
二
五
〇

二
、
五
〇
〇

二
、
九
〇
〇

三
、
三
五
〇

三
、
八
〇
〇

四
、
二
五
〇

四
、
七
五
〇

五
、
二
〇
〇

五
、
六
五
〇

六
、
一
〇
〇

農
学
関
係

二
、
〇
〇
〇

二
、
一
五
〇

二
、
四
〇
〇

二
、
七
五
〇

三
、
二
〇
〇

三
、
六
五
〇

四
、
一
五
〇

四
、
六
〇
〇

五
、
〇
五
〇

五
、
五
〇
〇

六
、
〇
〇
〇

家
政
関
係

二
、
〇
〇
〇

二
、
一
〇
〇

二
、
三
五
〇

二
、
六
〇
〇

二
、
八
五
〇

三
、
一
〇
〇

三
、
三
五
〇

三
、
六
〇
〇

三
、
八
五
〇

四
、
一
〇
〇

四
、
三
五
〇

体
育
関
係

一
、
七
〇
〇

一
、
八
五
〇

二
、
〇
五
〇

二
、
二
五
〇

二
、
五
〇
〇

二
、
七
五
〇

三
、
〇
〇
〇

三
、
二
五
〇

三
、
五
〇
〇

三
、
七
五
〇

四
、
〇
〇
〇

美
術
関
係

一
、
九
〇
〇

二
、
〇
五
〇

二
、
二
五
〇

二
、
六
〇
〇

三
、
〇
〇
〇

三
、
三
五
〇

三
、
七
五
〇

四
、
一
五
〇

四
、
五
五
〇

四
、
九
五
〇

五
、
三
五
〇

音
楽
関
係

一
、
七
〇
〇

一
、
八
五
〇

二
、
〇
五
〇

二
、
三
五
〇

二
、
七
〇
〇

三
、
一
〇
〇

三
、
四
五
〇

三
、
八
〇
〇

四
、
二
〇
〇

四
、
五
五
〇

四
、
九
五
〇

保
健
衛
生
学
関
係
（
看
護
学
関
係
）

二
、
〇
〇
〇

二
、
一
〇
〇

二
、
三
五
〇

二
、
六
〇
〇

二
、
八
五
〇

三
、
一
〇
〇

三
、
三
五
〇

三
、
六
〇
〇

三
、
八
五
〇

四
、
一
〇
〇

四
、
三
五
〇

保
健
衛
生
学
関
係
（
看
護
学
関
係
を
除
く
。
）

一
、
八
五
〇

一
、
九
五
〇

二
、
二
〇
〇

二
、
四
五
〇

二
、
八
〇
〇

三
、
一
〇
〇

三
、
四
〇
〇

三
、
七
五
〇

四
、
〇
五
〇

四
、
三
五
〇

四
、
六
五
〇

備
考一

こ
の
表
に
掲
げ
る
面
積
に
は
、
講
堂
、
寄
宿
舎
、
附
属
施
設
等
の
面
積
は
含
ま
な
い
（
ロ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
。
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二

同
一
分
野
に
属
す
る
学
科
の
収
容
定
員
が
六
〇
〇
人
を
超
え
る
場
合
に
は
、
五
〇
人
を
増
す
ご
と
に
、
こ
の
表
に
定
め
る
六
〇
〇
人
ま
で
の
場
合
の
面
積
か
ら
五
五
〇
人
ま
で
の
場
合
の
面
積
を
減
じ
て

算
出
さ
れ
る
数
を
加
算
す
る
も
の
と
す
る
。

三

同
じ
種
類
の
昼
間
学
科
及
び
夜
間
学
科
等
が
近
接
し
た
施
設
等
を
使
用
し
、
又
は
施
設
等
を
共
用
す
る
場
合
の
校
舎
の
面
積
は
、
当
該
昼
間
学
科
及
び
夜
間
学
科
等
に
お
け
る
教
育
研
究
に
支
障
の
な
い

面
積
と
す
る
。

四

昼
夜
開
講
制
を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
係
る
学
生
定
員
、
履
修
方
法
、
施
設
の
使
用
状
況
等
を
考
慮
し
て
、
教
育
に
支
障
の
な
い
限
度
に
お
い
て
、
こ
の
表
に
定
め
る
面
積
を
減
ず
る
こ

と
が
で
き
る
（
ロ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

五

こ
の
表
に
掲
げ
る
分
野
以
外
の
分
野
に
属
す
る
学
科
に
係
る
面
積
に
つ
い
て
は
、
当
該
学
科
の
属
す
る
分
野
に
類
似
す
る
こ
の
表
に
掲
げ
る
分
野
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
よ
り
難

い
場
合
は
別
に
定
め
る
（
ロ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

六

こ
の
表
に
定
め
る
面
積
は
、
専
用
部
分
の
面
積
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
短
期
大
学
と
他
の
学
校
、
専
修
学
校
又
は
各
種
学
校
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
学
校
等
」
と
い
う
。
）
が
同
一
の
敷
地
内
又

は
隣
接
地
に
所
在
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
等
の
校
舎
の
専
用
部
分
の
面
積
及
び
共
用
部
分
の
面
積
を
合
算
し
た
面
積
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
等
が
設
置
の
認
可
を
受
け
る
場
合
に
お
い
て

基
準
と
な
る
校
舎
の
面
積
を
合
算
し
た
面
積
以
上
の
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
短
期
大
学
の
教
育
研
究
に
支
障
が
な
い
限
度
に
お
い
て
、
こ
の
表
に
定
め
る
面
積
に
当
該
学
校
等
と
の
共
用
部
分
の
面
積

を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
ロ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

ロ

加
算
校
舎
面
積

収
容
定
員

一
〇
〇
人
ま
で

二
〇
〇
人
ま
で

三
〇
〇
人
ま
で

四
〇
〇
人
ま
で

五
〇
〇
人
ま
で

六
〇
〇
人
ま
で

の
面
積
（
平
方

の
面
積
（
平
方

の
面
積
（
平
方

の
面
積
（
平
方

の
面
積
（
平
方

の
面
積
（
平
方

学
科
の
種
類

メ
ー
ト
ル
）

メ
ー
ト
ル
）

メ
ー
ト
ル
）

メ
ー
ト
ル
）

メ
ー
ト
ル
）

メ
ー
ト
ル
）

文
学
関
係

一
、
〇
〇
〇

一
、
三
〇
〇

一
、
八
〇
〇

二
、
三
〇
〇

二
、
七
〇
〇

三
、
〇
五
〇

教
育
学
・
保
育
学
関
係

一
、
二
五
〇

一
、
五
五
〇

二
、
〇
五
〇

二
、
五
五
〇

三
、
〇
五
〇

三
、
五
五
〇

法
学
関
係

一
、
〇
〇
〇

一
、
三
〇
〇

一
、
八
〇
〇

二
、
三
〇
〇

二
、
七
〇
〇

三
、
〇
五
〇

経
済
学
関
係

一
、
〇
〇
〇

一
、
三
〇
〇

一
、
八
〇
〇

二
、
三
〇
〇

二
、
七
〇
〇

三
、
〇
五
〇

社
会
学
・
社
会
福
祉
学
関
係

一
、
〇
〇
〇

一
、
三
〇
〇

一
、
八
〇
〇

二
、
三
〇
〇

二
、
七
〇
〇

三
、
〇
五
〇

理
学
関
係

一
、
五
〇
〇

一
、
八
五
〇

二
、
八
〇
〇

三
、
七
〇
〇

四
、
六
五
〇

五
、
五
五
〇

工
学
関
係

一
、
五
〇
〇

一
、
九
〇
〇

二
、
八
五
〇

三
、
七
五
〇

四
、
七
〇
〇

五
、
六
〇
〇

農
学
関
係

一
、
五
〇
〇

一
、
八
五
〇

二
、
八
〇
〇

三
、
七
〇
〇

四
、
六
五
〇

五
、
五
五
〇

家
政
関
係

一
、
二
五
〇

一
、
五
五
〇

二
、
〇
五
〇

二
、
五
五
〇

三
、
〇
五
〇

三
、
五
五
〇

体
育
関
係

一
、
四
〇
〇

一
、
七
〇
〇

二
、
二
〇
〇

二
、
七
〇
〇

三
、
二
〇
〇

三
、
八
五
〇

美
術
関
係

一
、
三
〇
〇

一
、
六
五
〇

三
、
三
〇
〇

三
、
三
〇
〇

四
、
〇
五
〇

四
、
八
〇
〇

音
楽
関
係

一
、
二
五
〇

一
、
五
五
〇

三
、
一
五
〇

三
、
一
五
〇

三
、
八
〇
〇

四
、
五
五
〇

保
健
衛
生
学
関
係
（
看
護
学
関
係
）

一
、
二
五
〇

一
、
五
五
〇

二
、
〇
五
〇

二
、
五
五
〇

三
、
〇
五
〇

三
、
五
五
〇

保
健
衛
生
学
関
係
（
看
護
学
関
係
を
除
く
。)

一
、
二
五
〇

一
、
六
〇
〇

二
、
二
五
〇

二
、
八
五
〇

三
、
五
〇
〇

四
、
一
〇
〇

備
考

収
容
定
員
が
六
〇
〇
人
を
超
え
る
場
合
は
、
一
〇
〇
人
を
増
す
ご
と
に
、
六
〇
〇
人
ま
で
の
場
合
の
面
積
か
ら
五
〇
〇
人
ま
で
の
場
合
の
面
積
を
減
じ
て
算
出
さ
れ
る
数
を
加
算
す
る
も
の
と
す
る
。
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２３文科高第１２４１号 
平成２４年５月２４日 

 
各 国 公 私 立 大 学 長 
独立行政法人大学評価・学位授与機構長 
独立行政法人日本学生支援機構理事長 
独立行政法人大学入試センター理事長 
大学を設置する各地方公共団体の長  殿 
各 公 立 大 学 法 人 の 理 事 長  

大学を設置する各学校法人の理事長 

大学を設置する各学校設置会社の代表取締役 

放 送 大 学 学 園 理 事 長 

文部科学大臣政務官          
城  井   崇 

 
 
                                                                (印 影 印 刷) 
 
 
大学設置基準及び短期大学設置基準の一部を改正する省令の施行について（通知） 

 
 
 このたび，別添１のとおり，大学設置基準及び短期大学設置基準の一部を改正する省

令（平成２４年文部科学省令第２３号）が平成２４年５月１０日に公布され，平成２５

年１月１日から施行されることとなりました。 
 今回の改正は，平成２２年３月に構造改革特別区域推進本部で決定された「構造改革

特別区域において講じられた規制の特例措置の評価に係る評価・調査委員会の意見に関

する今後の政府の対応方針」の別表１において，構造改革特別区域における運動場及び

空地に関する大学設置基準の特例措置に関する事項について，構造改革特別区域におけ

る規制の特例措置の内容のとおり全国展開を行うことが盛り込まれたことを踏まえ，関

係規定の整備を行うものです。 
 これらの改正の概要及び留意すべき事項は下記のとおりですので，十分御了知いただ

き，その運用に当たっては遺漏なきようにお取り計らいください。 
 
 

記 
 

第一 改正の概要 

（１）大学設置基準（昭和３１年文部省令第２８号）の一部改正 

  ① 空地に係る代替措置 

    法令の規定による制限その他のやむを得ない事由により所要の土地の取得を行

うことが困難であるため空地を校舎の敷地に有することができないと認められる

場合において，学生が休息その他に利用するため，適当な空地を有することによ

り得られる効用と同等以上の効用が得られる措置を当該大学が講じている場合に
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限り，空地を校舎の敷地に有しないことができることとすること。また，当該措

置については，次に掲げる要件を満たす施設を校舎に備えることにより行うもの

とすること。（第３４条関係） 

      ア できる限り開放的であって，多くの学生が余裕をもって休息，交流その他に

利用できるものであること。 

      イ 休息，交流その他に必要な設備が備えられていること。 

  ② 運動場に係る代替措置 

 法令の規定による制限その他のやむを得ない事由により所要の土地の取得を行

うことが困難であるため運動場を設けることができないと認められる場合におい

て，運動場を設けることにより得られる効用と同等以上の効用が得られる措置を

当該大学が講じており，かつ，教育に支障がないと認められる場合に限り，運動

場を設けないことができることとすること。また，当該措置については，原則と

して，体育館等のスポーツ施設を校舎と同一の敷地内又はその隣接地に備えるこ

とにより行うものとすること。ただし，特別の事情があるときは，次に掲げる要

件を満たすものを学生に利用させることにより行うことができるものとするこ

と。（第３５条関係） 

   ア 様々な運動が可能で，多くの学生が余裕をもって利用できること。 

   イ 校舎から至近の位置に立地していること。 

   ウ 学生の利用に際し経済的負担の軽減が十分に図られているものであること。 

 

（２）短期大学設置基準（昭和５０年文部省令第２１号）の一部改正 

  ① 空地に係る代替措置 

    法令の規定による制限その他のやむを得ない事由により所要の土地の取得を行

うことが困難であるため空地を校舎の敷地に有することができないと認められる

場合において，学生が休息その他に利用するため，適当な空地を有することによ

り得られる効用と同等以上の効用が得られる措置を当該短期大学が講じている場

合に限り，空地を校舎の敷地に有しないことができることとすること。また，当

該措置については，次に掲げる要件を満たす施設を校舎に備えることにより行う

ものとすること。（第２７条関係） 

      ア できる限り開放的であって，多くの学生が余裕をもって休息，交流その他に

利用できるものであること。 

      イ 休息，交流その他に必要な設備が備えられていること。 

  ② 運動場に係る代替措置 

 法令の規定による制限その他のやむを得ない事由により所要の土地の取得を行

うことが困難であるため運動場を設けることができないと認められる場合におい

て，運動場を設けることにより得られる効用と同等以上の効用が得られる措置を

当該短期大学が講じており，かつ，教育に支障がないと認められる場合に限り，

運動場を設けないことができることとすること。また，当該措置については，原

則として，体育館等のスポーツ施設を校舎と同一の敷地内又はその隣接地に備え

ることにより行うものとすること。ただし，特別の事情があるときは，次に掲げ

る要件を満たすものを学生に利用させることにより行うことができるものとする

こと。（第２７条の２関係） 
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   ア 様々な運動が可能で，多くの学生が余裕をもって利用できること。 

   イ 校舎から至近の位置に立地していること。 

   ウ 学生の利用に際し経済的負担の軽減が十分に図られているものであること。 

 

（３）特定事業の削除 

文部科学省関係構造改革特別区域法第２条第３項に規定する省令の特例に関する

措置及びその適用を受ける特定事業を定める省令における特定事業から「空地に係

る要件の弾力化による大学設置事業」及び「運動場に係る要件の弾力化による大学

設置事業」を削除すること。 

 

第二 留意事項 

（１）代替措置の取扱いについて 

   大学等については，引き続き，空地を校舎の敷地に有し，運動場を設けることと

することを原則とすること。「法令の規定による制限その他のやむを得ない事由」に

より空地を校舎の敷地に有しない場合，運動場を設けない場合とは，例えば，大学，

研究所，民間企業等が集積する拠点として整備され，既に高度に土地が利用されてい

ること等の理由により，空地及び運動場を設けるために必要な面積の土地の取得が，

物理的に事実上困難であることや，土地の取得に関して法令の制限があること等とい

った，客観的に見てやむを得ない特別な理由がある場合に限られること。 

   特に学士課程や短期大学の課程の教育については，学修の定着や多様な活動を可能

とする空間を保持するという観点が一層求められること。 

       

（２）大学等の教育・研究への配慮について 

   空地を校舎の敷地に有しない場合と運動場を設けない場合のいずれにおいても，

代替措置を適切に講じることにより，当該大学等の教育・研究に支障が生じないもの

とすること。なお，大学等の教育・研究に支障が生じないとは，当該大学等における

各学部・学科の教育研究上の目的を達成することが可能であることを意味し，特に体

育の授業を行う場合には，運動場を有する必要性が高いものであり，授業に支障が生

じないような特段の措置が必要であること。 

 

（３）空地の代替措置について 

   空地の代替措置については，授業の空き時間により一時的に使用されていない教

室の提供ではなく，学生が常時使用可能な，休息，交流その他のための専用の施設を

備えること。当該施設の採光等の施設環境や利用時間等の利用形態については，当該

大学等の状況に応じて，できる限り開放的であること。ラウンジに備えるべき机や椅

子，用具類を収納するロッカーなど学生の様々な活動に有用な設備を備えること。例

えば，昼休みなど人が集中する特定の時間においても，基本的に全ての学生が昼食を

とることに不自由の無いなど，余裕のある空間を確保すること。 

 

（４）運動場の代替措置について 

   運動場の代替措置として，やむを得ず公共または民間のスポーツ施設を学生の利

用に供する場合においても，学士課程や短期大学の課程など，それぞれの課程で学修
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を行う学生の特性に応じて，学生が希望する球技等の様々な運動ができるよう配慮す

るとともに，経済的負担については，自己所有の場合と同等の環境を確保できるよう，

利用料等について無料とすることが望ましく，やむを得ない場合には，これに準ずる

ようできる限り低廉な価格とするなど，十分な軽減を図ること。 

 

（５）代替措置の状況の公表等 

空地の代替措置及び運動場の代替措置の状況については，学校教育法施行規則第１

７２条の２第１項第７号に定める「校地，校舎等の施設及び設備その他の学生の教育

研究環境に関すること」にあたり，代替措置を適用する場合には，当該代替措置の状

況を速やかに公表することが学校教育法上求められること。また，当該情報の重要性

に鑑み，代替措置を講じていることを入学を希望する者等が的確に認識できるよう，

インターネット等の形式により迅速かつ丁寧に周知を図ることとすること。 

また，空地の代替措置及び運動場の代替措置を適用した場合，適切な代替措置であ

るか学生にアンケートを実施するなど検証を実施し，必要な改善を図ることが望まし

いこと。 

 

第三 施行について 

 
 平成２５年１月１日から施行するものとすること。 

  

 

 
（本件担当） 
高等教育局大学振興課法規係 電話：03-5253-4111（内線：2493）
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８．今後の具体的な改革方策

新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて
～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～(答申)の概要

大 学

大学支援組織
（大学団体、評価機関、日本学術会議等）

◆ﾌｧｶﾙﾃｨ・ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ（教員の研修、ＦＤ）や
教育課程の専門家の養成。

◆「大学ポートレート（仮称）」による大学情報の
積極的発信の促進。

◆ｱｾｽﾒﾝﾄﾃｽﾄや学修行動調査等、学修成果の
把握の具体的方策の研究・開発。

◆教育課程の参照基準（日本学術会議。経営学、
言語・文学、法学が先行）等の積極的な活用。

◆大学評価の改善（学修成果の重視、客観的
評価指標の開発、多様なステークホルダーの
意見の活用、評価業務の効率化等）。

２．検討の基本的な視点

多くの関係者との双方向の意見交換
や客観的データの重視の視点

初等中等教育から高等教育にかけて
能力をいかに育むかという視点

迅速な改革の必要性

○大学の学位授与方針（育成する能力の明示）の下、学長・副学長・学部長・専門スタッフ等がチームとなって、
体系的な教育課程（Ｐ） ⇒ 教員同士の役割分担と連携による組織的な教育（Ｄ） ⇒ アセスメントテストや学修行動調査（学修時間等）等の活用に

よる、学生の学修成果、教員の教育活動、教育課程にわたる評価（Ｃ） ⇒ 教育課程や教育方法等の更なる改善（Ａ）
という改革サイクルを確立。

○学部長の選任に当たっては、改革サイクルを担うチームの構成員としての適任性も重視。

文部科学省等
◆基盤的経費や補助金等の配分を通じて、改革
サイクル確立を支援。

◆体系的なＦＤの受講と大学設置基準の教員の
教育能力との関係の明確化。

◆ＦＤや教育課程の専門家養成に関する調査研
究。

◆学生に対する経済的支援の充実や大学の財
政基盤の確立など公財政措置の充実や税制
改正。

◆学生との直接的な議論や熟議の継続。

地域社会・企業等
◆インターンシップ、社会体験活動等、学士課程
教育への参画や学生に対する経済的支援の
充実などの新たな連携・協力。

◆地域社会の核である大学との連携や積極的活
用。

◆就職活動の早期化・長期化の是正。

速やかに取り組む事項

◆高等学校教育、大学入学者選抜、大学教育の三局面の改善を連携しながら同時に進めるため、高等学校教育と大学教育の接続に関し、中教審に新た
に特別な審議の場を設置し審議。

◆「プログラムとしての学士課程教育」を定着させるための大学制度の在り方について、ガバナンスの在り方や財政基盤の確立も含め審議。
◆短期大学士課程の在り方について検討。
◇それぞれ１年を目途に大きな方向性を整理。

速やかに審議を開始する事項

１．大学の役割と今回の答申の趣旨

将来の予測が困難な時代
◆グローバル化や情報化の進展、少子高齢化等、社会の急
激な変化は、我が国社会のあらゆる側面に影響。

大学改革に対する期待の高まり
◆産業界や地域社会は予測困難な次代を切り拓く人材や学術研究に期待。
◆大学進学率が５割を越え、我が国の高等教育は新段階。
◆国立大学法人化や認証評価制度の導入から10年。

今最も求められているのは、我が国が目指すべき社会像を描く知的な構想力。知の創造と蓄積を担う自律的な存在である大学は
・新しい知識やアイディアに基づいた新しい時代の見通しと大学の役割を描き、
・次代を切り拓く人材の育成や学術研究の推進

により、未来を形づくり、社会をリードすることが求められている。

７．質的転換に向けた更なる課題
① 「プログラムとしての学士課程教育」という概念の未定着 ② 学修支援環境の更なる整備の必要性
③ 高等学校教育と大学教育の接続や連携の改善の必要性 ④ 社会と大学の接続の改善の必要性（就職活動の早期化・長期化の是正等）

３．これからの目指すべき社会像と求められる能力

我が国の目指すべき社会像
◆優れた知識やアイディアの積極的活用によって
発展するとともに、人が人を支える安定的な成長
を持続的に果たす成熟社会
⇒ 「知識を基盤とした自立、協働、創造モデル」

成熟社会において求められる能力
◆答えのない問題に解を見出していくための批判的、合理的な思考力等の認知的能力
◆チームワークやリーダーシップを発揮して社会的責任を担う、倫理的、社会的能力
◆総合的かつ持続的な学修経験に基づく創造力と構想力
◆想定外の困難に際して的確な判断ができるための基盤となる教養、知識、経験
など、予測困難な時代において高等教育段階で培うことが求められる「学士力」。

５．学士課程教育の現状と学修時間
◆学生の学修時間が短い（学期中１日当たり４．６時間）。
◆国民、産業界、学生は、学士課程教育改善の到達点に不満足。
◆学長、学部長は、学生の汎用的能力や授業外の学修時間について
不満足。

◆高校生も学力中間層の勉強時間が最近15年間で約半分に減少。

４．求められる学士課程教育の質的転換
◆上記のような「学士力」を育むためには、ディスカッションやディベート

といった双方向の授業やインターンシップ等の教室外学修プログラム

による主体的な学修を促す学士課程教育の質的転換が必要。

◆学生は主体的な学修の体験を重ねてこそ、生涯学び続け、主体的に

考える力を修得。そのためには質を伴った学修時間が必要。

６．学士課程教育の質的転換への方策
◆質的転換の好循環を作り出す始点としての学修時間の増加・確保が、以下の諸方策と連なって進められることが必要。
・教育課程の体系化（授業科目の整理・統合を含む） ・組織的な教育の実施 ・授業計画（シラバス）の充実 ・全学的な教学マネジメントの確立

◆教員中心の授業科目の編成から学位プログラムとして、組織的・体系的な教育課程への転換が必要。
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新
た

な
未

来
を

築
く

た
め

の

大
学

教
育

の
質

的
転

換
に

向
け

て
～

生
涯

学
び

続
け

、
主

体
的

に
考

え
る

力
を

育
成

す
る

大
学

へ
～

（
答

申
）

【
抜

粋
】

平
成

２
４

年
８

月
２

８
日

中
央

教
育

審
議

会

１
．

大
学

の
役

割
と

今
回

の
答

申
の

趣
旨

（
本

審
議
会

の
審

議
と
社

会
の

変
化
）

本
審

議
会

は
、

４
年

前
の

平
成

2
0
年

９
月

に
文

部
科

学
大

臣
か

ら
「

中
長

期
的

な
大

学
教

育
の

在

り
方

に
つ
い

て
」

包
括
的

な
諮

問
を
受

け
た

（
そ
の

後
の

審
議
の

経
過

は
別

紙
）
。

審
議

を
重
ね

た
こ

の
４

年
間

に
、

我
が

国
は

未
曾

有
の

災
害

で
あ

る
東

日
本

大
震

災
に

見
舞

わ
れ

た
ほ

か
、

政
治

、
経

済
、

社
会

、
文

化
、

そ
の

他
多

方
面

に
わ

た
り

、
当

時
よ

り
も

更
に

大
き

な
構

造
的

変
化

に
直

面
し

て
い

る
。

グ
ロ

ー
バ

ル
化

や
情

報
化

の
進

展
、

少
子

高
齢

化
な

ど
の

社
会

の
急

激
な

変
化

は
、

社
会

の
活

力
の

低
下

、
経

済
状

況
の

厳
し

さ
の

拡
大

、
地

域
間

の
格

差
の

広
が

り
、

日
本

型
雇

用
環

境
の

変
容

、
産

業
構

造
の

変
化

、
人

間
関

係
の

希
薄

化
、

格
差

の
再

生
産

・
固

定
化

、
豊

か
さ

の
変

容
な

ど
、

様
々

な
形

で
我

が
国

社
会

の
あ

ら
ゆ

る
側

面
に

影
響

を
及

ぼ
し

て
い

る
。

さ
ら

に
、

知
識

を
基

盤
と

す
る

経
営

の
進

展
、

労
働

市
場

や
就

業
状

況
の

流
動

化
、

情
報

流
通

の
加

速
化

や
価

値
観

の
急

速
な

変
化

な
ど

が
伴

い
、

個
人

に
と

っ
て

も
社

会
に

と
っ

て
も

将
来

の
予

測
が

困
難

な
時

代
が

到
来

し
つ

つ
あ
る

。

（
高

ま
る
大

学
改

革
へ
の

期
待

）

こ
の

よ
う

な
時

代
背

景
の

下
で

、
社

会
の

各
方

面
・

各
分

野
に

お
い

て
大

学
改

革
に

対
す

る
期

待

が
高

ま
っ

て
い

る
。

な
ぜ

な
ら

、
予

測
困

難
な

時
代

に
お

い
て

、
地

域
社

会
や

産
業

界
は

、
今

後
の

変
化

に
対

応
す

る
た

め
の

基
礎

力
と

将
来

に
活

路
を

見
い

だ
す

原
動

力
と

し
て

、
有

為
な

人
材

の
育

成
や

未
来

を
担

う
学

術
研

究
の

発
展

を
切

望
し

て
い

る
か

ら
で

あ
る

。
さ

ら
に

、
大

学
進

学
率

が
５

割
を

超
え
、
我

が
国

の
高
等

教
育

が
新
た

な
段

階
に
入

っ
た

こ
と
、
ま

た
、
国

公
立
大

学
の

法
人
化

、

私
立

学
校

法
改

正
に

よ
る

学
校

法
人

運
営

の
改

善
や

認
証

評
価

制
度

の
導

入
か

ら
1
0
年

近
く

が
経

過

し
、

高
等

教
育

改
革

の
必

要
性

や
質

の
保

証
の

妥
当

性
が

社
会

的
に

意
識

さ
れ

、
強

く
要

請
さ

れ
る

よ
う

に
な
っ

た
こ

と
な
ど

も
、

大
学
改

革
に

対
す
る

社
会

の
期
待

の
大

き
な

要
素

で
あ
る

。

も
ち

ろ
ん

、
こ

れ
ま

で
我

が
国

の
大

学
は

、
国

際
的

・
歴

史
的

に
確

立
さ

れ
て

き
た

大
学

制
度

の

本
質

に
立

脚
し

つ
つ

、
国

際
比

較
に

お
い

て
社

会
全

体
か

ら
大

学
へ

の
投

資
が

必
ず

し
も

十
分

と
は

言
え

な
い

中
、

知
的

蓄
積

へ
の

多
大

な
努

力
を

積
み

重
ね

て
き

た
。

特
に

、
こ

こ
2
0
年

の
大

学
改

革

の
取

組
の

中
で

、
我

が
国

の
学

士
課

程
教

育
に

つ
い

て
、

改
善

の
た

め
の

様
々

な
工

夫
が

行
わ

れ
、

多
く

の
進
展

が
な

さ
れ
て

き
た

（
３
ペ

ー
ジ

「
学
士

課
程

教
育
の

改
善

の
経

緯
」

参
照
）
。

本
審

議
会

の
審

議
は

、
こ

う
し

た
進

展
を

踏
ま

え
、

さ
ら

に
こ

れ
か

ら
の

時
代

に
お

け
る

我
が

国
の

大
学

の
あ

る
べ

き
姿

を
求

め
続

け
て

き
た

。
ま

た
、

後
述

す
る

よ
う

に
、

今
回

の
審

議
の

過
程

で
は

学
生

と
双
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*
1

大
学

設
置

基
準

上
、

大
学

で
の

学
び

は
「

学
修

」
と

し
て

い
る

。
こ

れ
は

、
大

学
で

の
学

び
の

本
質

は
、

講
義

、
演

習
、

実
験

、
実

習
、

実
技

等
の

授
業

時
間

と
と

も
に

、
授

業
の

た
め

の
事

前
の

準
備

、
事

後
の

展
開

な
ど

の
主

体
的

な

学
び

に
要

す
る

時
間

を
内

在
し

た
「

単
位

制
」

に
よ

り
形

成
さ

れ
て

い
る

こ
と

に
よ

る
（
別

添
１
参

照
）
。

*2
米

国
の

計
算

機
科

学
者

の
ア

ラ
ン

・
ケ

イ
の

言
葉

。

方
向

の
議
論

も
重

ね
た
が

、
多

く
の
学

生
が

課
題
を

認
識

し
な
が

ら
も

希
望

を
持

っ
て
真

摯
に

学
修

*1

に
励

ん
で
い

る
現

実
を
強

く
印

象
付
け

ら
れ

た
。

本
審

議
会

は
、

学
生

の
こ

う
し

た
知

的
潜

在
力

を
積

極
的

に
受

け
止

め
、

そ
れ

を
更

に
引

き
出

す

た
め

の
大
学

教
育

の
質
的

転
換

の
重
要

性
を

改
め
て

認
識

す
る
も

の
で

あ
る

。

（
未

来
の
形

成
に

寄
与
し

、
社

会
を
リ

ー
ド

す
る
大

学
へ

）

予
測

困
難

な
時

代
に

お
い

て
、

我
が

国
に

と
っ

て
今

最
も

必
要

な
の

は
、

将
来

の
我

が
国

が
目

指

す
べ

き
社
会

像
を

描
く
知

的
な

構
想
力

で
あ

る
。

「
未

来
を

予
測

す
る
最

善
の

方
法
は

、
自

ら
そ
れ

を
創

り
出
す

こ
と

で
あ

る
」

*2
。

未
来

を
創

り
出

す
た

め
に

、
大

学
が

で
き

る
こ

と
は

計
り

知
れ

な
い

。
新

し
い

知
識

や
ア

イ
デ

ィ
ア

、
人

と
人

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
基

づ
い

た
新

し
い

時
代

の
見

通
し

と
そ

の
中

で
の

大
学

の
役

割
を

、
大

学
は

自
ら

の
言

葉
で

国
民

と
世

界
の

人
々

に
対

し
て

語
り

、
働

き
か

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
未

来
を

見
通

し
、

こ
れ

か
ら

の
社

会
を

担
い

、
未

知
の

時
代

を
切

り
拓

く
力

の
あ

る
学

生
の

育
成

や
、

将
来

に
わ

た
っ

て
我

が
国

と
世

界
の

社
会

経
済

構
造

や
文

化
、

思
想

に
影

響
を

及
ぼ

す
可

能
性

を
持

つ
学

術
研

究
の

推
進

な
ど
を

通
し

て
、
未

来
を

形
づ
く

り
、

社
会
を

リ
ー

ド
す
る

役
割

を
担

う
こ

と
が
で

き
る

。

様
々

な
社

会
シ

ス
テ

ム
の

中
で

、
知

的
蓄

積
を

踏
ま

え
た

「
知

」
の

継
承

や
発

展
そ

の
も

の
を

目

的
と

し
た
自

律
的

な
存
在

で
あ

る
大
学

に
こ

そ
、
こ

う
し

た
役
割

が
求

め
ら

れ
て

い
る
。

た
だ

し
、

大
学

が
こ

の
よ

う
な

役
割

を
積

極
的

に
果

た
す

た
め

に
議

論
す

べ
き

課
題

・
論

点
は

多

々
存

在
す

る
。

本
審

議
会

は
、

次
代

を
生

き
抜

く
力

を
学

生
が

確
実

に
身

に
付

け
る

た
め

の
大

学
教

育
改

革
が

、
学

生
の

人
生

と
我

が
国

の
未

来
を

確
固

た
る

も
の

に
す

る
た

め
の

根
幹

で
あ

り
、

国
を

挙
げ

て
こ

れ
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

と
い

う
認

識
に

立
っ

て
、

ま
ず

学
士

課
程

教
育

の
質

的
転

換
に

焦
点

を
当

て
て

審
議

を
重

ね
、

そ
の

結
果

を
以

下
の

と
お

り
答

申
と

し
て

取
り

ま
と

め
た

。
大

学
に

お
け

る
教

育
の

質
的

転
換

は
、

後
述

の
よ

う
に

、
学

生
が

未
来

社
会

を
生

き
抜

く
力

を
修

得
す

る
た

め
に

、
ま
た

大
学

が
我

が
国

と
世
界

の
安

定
的
、
持

続
的

な
発
展

に
重

要
な
役

割
を

担
う

た
め

に
も
、

必
要

不
可

欠
で

あ
る

。
大

学
関

係
者

に
は

、
未

来
へ

の
自

ら
の

責
務

と
可

能
性

を
自

覚
し

、
真

摯
に

教
育

改
革

に
取

り
組

む
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

ま
た

、
学

生
や

保
護

者
、

地
域

社
会

、
地

方
公

共
団

体
、

企
業

、
非

営
利

法
人

な
ど

、
広

く
社

会
が

本
答

申
に

述
べ

ら
れ

て
い

る
問

題
意

識
を

共
有

し
、

と
も
に

学
士

課
程
教

育
の

質
的
転

換
に

取
り
組

む
こ

と
が
重

要
と

考
え

る
。

こ
の

よ
う

に
今

回
の

答
申

は
、

平
成

2
0
年

1
2
月

の
本

審
議

会
答

申
「

学
士

課
程

教
育

の
構

築
に

向

け
て

」
（

以
下

「
学

士
課

程
答

申
」

と
い

う
。
）

な
ど

に
お

い
て

詳
細

に
示

さ
れ

て
い

る
学

士
課

程
教

*1
「

新
時

代
の

大
学

院
教

育
－

国
際

的
に

魅
力

あ
る

大
学

院
教

育
の

構
築

に
向

け
て

－
」
（

平
成

1
7
年

９
月

５
日

中
央

教
育

審
議
会

答
申
）

*2
「
グ
ロ

ー
バ
ル

化
社
会

の
大

学
院
教

育
」
（

平
成

2
3
年

１
月

3
1
日

中
央

教
育

審
議

会
答

申
）

*3
「
高
等

専
門
学

校
教
育

の
充

実
に
つ

い
て
」
（

平
成

2
0
年

1
2
月

24
日

中
央

教
育

審
議

会
答

申
）

育
の

質
的

転
換

の
た

め
の

方
策

を
、

各
大

学
が

大
学

支
援

組
織

や
文

部
科

学
省

、
地

域
社

会
、

企
業

等
と

連
携

し
な

が
ら

、
改

革
サ

イ
ク

ル
の

中
で

、
着

実
に

実
行

す
る

た
め

の
具

体
的

な
手

立
て

を
明

確
に

し
た
も

の
で

あ
る
。

な
お

、
学

士
課

程
教
育

以
外

の
教
育

の
改

善
に
つ

い
て

は
、
大

学
院

に
つ

い
て

は
平
成

1
7
年

*1
、

平

成
2
3
年

*2
に

、
高
等

専
門

学
校
に

つ
い

て
は
平

成
2
0
年

*3
に

本
審

議
会

に
お

い
て

答
申

を
ま

と
め
て

い

る
。

【
参

考
】

学
士

課
程

教
育

の
改

善
の

経
緯

学
士

課
程

教
育

に
つ

い
て

は
、

累
次

の
本

審
議

会
や

大
学

審
議

会
答

申
*
a
を

踏
ま

え
、

種
々

の
改

善
が

行
わ

れ
て

き
た

。
平

成
３

年
の

大
学

設
置

基
準

の
改

正
以

降
は

、
大

学
は

学
士

課
程

教
育

を
自

ら
の

理
念

に
基

づ
き

組
織

的
に

提
供

し
、

そ
れ

を
常

に
改

善
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

、
そ

の
結

果
、

例
え

ば
、

授
業

計
画

（
シ

ラ
バ

ス
）

（
※

）
を

作
成

す
る

大
学

は
平

成
５

年
の

8
0
大

学
（

1
5
％

）
か

ら
平

成
2
1
年

の
7
0
5
大

学
（

9
6
％

）
、

学
生

に
よ

る
授

業
評

価
は

3
8
大

学
（

７
％

）
か

ら
5
9
9
大

学
（

8
0
％

）
、

フ
ァ

カ
ル

テ
ィ

・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

（
※

）
は

1
5
1
大

学
（

2
9
％

）
か

ら
7
4
6
大

学
（

9
9
％

）
に

そ
れ

ぞ
れ

増
加

す
る

な
ど

の
進

展
が

見
ら

れ
た

。

平
成

1
7
年

１
月

の
本

審
議

会
答

申
「

我
が

国
の

高
等

教
育

の
将

来
像

」
は

、
我

が
国

の
高

等
教

育
が

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

段
階

に
入

り
、

そ
の

課
題

は
量

的
規

模
か

ら
質

の
保

証
に

移
っ

た
こ

と
を

明
ら

か
に

す
る

と
と

も
に

、
質

の
向

上
に

つ
い

て
機

能
別

分
化

へ
の

対
応

を
指

摘
し

た
。

こ
の

答
申

を
受

け
て

、
大

学
院

の
課

程
に

つ
い

て
は

同
年

９
月

に
、

学
士

課
程

に
つ

い
て

は
平

成
2
0
年

1
2
月

に
そ

れ
ぞ

れ
本

審
議

会
答

申
が

ま
と

め
ら

れ
た

。
特

に
、

平
成

2
0
年

1
2
月

の
学

士
課

程
答

申
は

、
我

が
国

の
大

学
が

授
与

す
る

学
位

と
し

て
の

学
士

が
保

証
す

る
能

力
の

内
容

と
し

て
「

知
識

・
理

解
」
、
「

汎
用

的
能

力
」
、
「

態
度

・
志

向
性

」
及

び
「

総
合

的
な

学
修

経
験

と
創

造
的

思
考

力
」

を
挙

げ
、

各
大

学
が

学
位

授
与

の
方

針
（

※
）
を

明
確

化
す

る
こ

と
促

し
た

。
ま

た
、

各
大

学
に

お
い

て
学

生
の

学
修

時
間

の
実

態
を

把
握

し
た

上
で

単
位

制
度

を
実

質
化

す
る

こ
と

を
求

め
た

。

現
在

、
我

が
国

の
大

学
教

員
の

一
学

期
当

た
り

担
当

授
業

時
数

は
８

コ
マ

程
度

と
国

際
的

に
見

て
比

較
的

多
く

*
b
、

か
つ

、
教

員
の

勤
務

時
間

に
お

け
る

教
育

に
関

す
る

時
間

の
割

合
は

増
加

し
て

い
る

*
c
。

ま
た

、
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
（

※
）
に

よ
る

体
系

的
な

教
育

課
程

の
編

成
や

学
生

が
授

業
の

事
前

の
準

備
を

す
る

た
め

の
工

程
表

と
し

て
の

授
業

計
画
（

シ
ラ

バ
ス

）
等

に
よ

る
学

修
時

間
の

伴
う

質
の

高
い

教
育

を
展

開
し

て
い

る
大

学
も

あ
る

*
d 。

ま
た

、
グ

ル
ー

プ
・

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

、
デ

ィ
ベ

ー
ト

、
グ

ル
ー

プ
・

ワ
ー

ク
等

に
よ

る
課

題
解

決
型

の
能

動
的

学
修

（
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

（
※

）
）

に
取

り
組

み
、

成
果

を
上

げ
る

大
学

も
出

て
き

て
い

る
*
e
。

国
際

的
通

用
性

が
問

わ
れ

る
知

識
基

盤
社

会
、

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
の

高
等

教
育

に
お

い
て

、
日

本
型

の
学

士
課

程
教

育
モ

デ
ル

と
し

て
、

こ
の

よ
う

な
取

組
の

更
な

る
発

展
・

展
開

が
期

待
さ

れ
る

。

(
※

）
「

用
語

集
」

を
参

照
（

以
下

同
じ

。
）
。

*a
例

え
ば

、

・
「

大
学

教
育

の
改

善
に

つ
い

て
」
（

昭
和

3
8年

１
月

2
8日

中
央

教
育

審
議

会
答

申
）

・
「

今
後

に
お

け
る

学
校

教
育

の
総

合
的

な
拡

充
整

備
の

た
め

の
基

本
的

施
策

に
つ

い
て

」

（
昭

和
46
年

６
月

11
日

中
央

教
育

審
議

会
答

申
）

・
「

臨
時

教
育

審
議

会
第

１
次

～
第

４
次

答
申
」（

昭
和

60
年

６
月
、
昭

和
61
年

４
月

、
昭

和
6
2年

４
月

、
昭

和
62
年

８
月
）

・
「

大
学

教
育

の
改

善
に

つ
い

て
」
（

平
成

３
年

２
月

８
日

大
学

審
議

会
答

申
）

・
「

高
等

教
育

の
一

層
の

改
善

に
つ

い
て
」
（

平
成

９
年

12
月

1
8
日

大
学

審
議

会
答

申
）

・
「

21
世

紀
の

大
学

像
と

今
後

の
改

革
方

策
に

つ
い

て
」
（

平
成

1
0年

1
0月

26
日

大
学

審
議

会
答

申
）

・
「

新
し

い
時

代
に

お
け

る
教

養
教

育
の

在
り

方
に

つ
い

て
」
（

平
成

1
4年

２
月

2
1日

中
央

教
育

審
議

会
答

申
）

23



・
「

我
が
国

の
高

等
教

育
の
将

来
像
」
（
平
成
1
7
年
１
月

28
日
中

央
教
育

審
議

会
答

申
）

・
「

学
士
課

程
教

育
の

構
築
に

向
け
て
」
（
平
成

20
年
1
2月

24
日
中

央
教
育

審
議

会
答

申
）

な
ど
が

上
げ
ら

れ
る

。

特
に
、
「

今
後
に

お
け
る

学
校
教

育
の

総
合

的
な
拡

充
整
備

の
た

め
の
基

本
的

施
策

に
つ

い
て

」
で

は
、

①
修

業
年

限
等

に

よ
る

高
等

教
育

機
関

の
種

別
化

・
多

様
化

、
②

一
般

教
育

と
専

門
教

育
と

い
う

形
式

的
な

区
分

の
廃

止
に

よ
る

教
育

課
程

の

合
理

化
、

③
指

導
形

態
に

応
じ

た
教

育
方

法
の

工
夫

・
改

善
、

④
学

修
の

意
欲

や
必

要
が

生
じ

た
場

合
に

適
時

再
教

育
が

受

け
ら

れ
る

よ
う

高
等

教
育

の
開

放
、

⑤
学

長
を

中
心

と
す

る
中

枢
管

理
機

関
に

十
分

な
指

導
性

を
発

揮
さ

せ
る

学
内

意
思

決

定
手
続

き
の

合
理
化

、
な
ど

の
高

等
教

育
改
革

の
基
体

構
想

を
提

言
し
て

い
る
。

「
臨

時
教

育
審

議
会

第
１

次
～

第
４

次
答

申
」

で
は

、
第

１
次

答
申

で
、

①
学

歴
社

会
の

弊
害

の
是

正
、

②
大

学
入

学
者

選
抜

制
度

の
改

革
、

③
大

学
入

学
資

格
の

自
由

化
・

弾
力

化
な

ど
に

つ
い

て
、

第
２

次
答

申
で

、
①

生
涯

学
習

体
系

へ
の

移

行
、

②
大

学
教

育
の

充
実

と
個

性
化

の
た

め
の

大
学

設
置

基
準

の
大

綱
化

、
簡

素
化

な
ど

、
③

高
等

教
育

機
関

の
多

様
化

と

連
携

な
ど

に
つ

い
て

、
第

３
次

答
申

で
、

高
等

教
育

機
関

の
組

織
・

運
営

の
改

革
な

ど
に

つ
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

提
言

し
て

い

る
。 大

学
審

議
会

の
「

大
学

教
育

の
改

善
に

つ
い

て
」

で
は

、
①

授
業

科
目

、
卒

業
要

件
、

教
員

組
織

等
に

関
す

る
大

学
設

置

基
準

の
弾

力
化

、
②

自
己

点
検

・
評

価
シ

ス
テ

ム
の

導
入

、
③

昼
夜

開
講

制
・

科
目

等
履

修
生

制
度

の
制

度
化

な
ど

、
生

涯

学
習
な

ど
に

対
応
し

た
履
修

形
態

の
柔

軟
化
、

な
ど
に

つ
い

て
提

言
し
て

い
る
。

「
学
士

課
程
教

育
の
構

築
に

向
け

て
」
で

は
、
「

学
位
授
与
」
、
「
教
育

課
程

編
成

・
実

施
」
、
「

入
学

者
受

入
れ

」
の

三
つ

の

方
針

（
※

）
の
明

確
化

と
、

そ
の
た

め
の
改

善
方

策
と

し
て
、

①
学
士

力
の
提

示
、
②

順
次

性
の

あ
る
体
系

的
な
教

育
課

程
の
編

成
、
③

初
年

次
教
育

の
充
実

や
高

大
連

携
の
推

進
、
な

ど
に

つ
い

て
提
言

し
て
い

る
。

*
b

東
京

大
学

大
学

経
営

・
政
策

研
究
セ

ン
タ
ー

（
C
RU

M
P
）
「

全
国

大
学

教
員

調
査
」
（

平
成

2
2年

）
（

h
t
tp
:
/
/
u
mp
.
p
.
u-
t
o
k
y

o.
ac
.j
p
/c
ru
mp
/c
at
7
7/
ca
t8
8/
po
s
t-
2
5
.h
tm
l
）

に
よ

る
（

関
連

デ
ー

タ
（

ｐ
6
1）

参
照

）
。

*
c

科
学

技
術

政
策

研
究
所

「
大

学
等

に
お

け
る

フ
ル

タ
イ
ム

換
算
デ

ー
タ

に
関

す
る
調

査
」
（

平
成

2
3年

）
（

h
t
t
p:
/
/
w
w
w.
n
i
s

t
e
p
.
g
o
.
j
p
/
a
c
h
i
e
v
/
f
t
x
/
j
p
n
/
d
i
s
0
8
0
j
/
p
d
f
/
d
i
s
0
8
0
j
.
p
d
f
）

に
よ

る
と

、
2
0
0
2
年

と
2
0
0
8
年

の
比

較
で

、
教

員
の

総
職

務
時
間

に
占

め
る
教

育
時
間

の
割

合
が

５
％
以

上
増
加

し
て

い
る

（
関
連

デ
ー
タ

（
ｐ

6
1
）

参
照

）
。

*d
国

際
基

督
教

大
学

で
は
、
ナ

ン
バ

リ
ン
グ

に
よ
る

体
系

的
な

教
育
課

程
の
編

成
、

キ
ャ

ッ
プ

制
や

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

制
度

に
よ

り
履

修
指

導
に

基
づ

く
教

育
課

程
の

実
施

、
G
P
A
に
よ

る
厳

格
な

成
績

評
価

を
相

互
に

連
携

さ
せ

て
運

用
し

て
い

る
（

h
t
t
p
:
/

/w
ww
.i
c
u.
ac
.j
p/
li
b
er
al
ar
ts
/e
d
uc
a
t
io
na
l
/s
y
s
te
m.
ht
ml
）
。

金
沢

工
業

大
学

で
は

、
シ

ラ
バ

ス
に

あ
た

る
学

生
支

援
計

画
書

の
準

備
に

先
立

ち
、

学
内

の
教

員
に

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

実
施

を
依

頼
し

て
い

る
。

学
修

支
援

計
画

書
に

は
、

授
業

の
運

営
方

法
や

予
習

・
復

習
時

間
の

目
安

を
明

示
し

て

い
る

。
ま

た
、

活
動

記
録

を
用

い
た

修
学

支
援

や
、

正
課

外
の

時
間

を
含

め
た

学
修

環
境

の
整

備
に

よ
り

、
主

体
的

な
学

び

を
支

援
し

て
い

る
（

ht
t
p:
//
ww
w.
ka
n
az
a
w
a-
it
.a
c.
jp
/
ab
ou
t/
ky
oi
k
u/
sy
ll
ab
u
s.
ht
ml

h
tt
p:
//
ww
w
.k
an
az
aw
a
-i
t.

ac
.j
p/
k
yo
ik
u/
po
rt
f
ol
io
.h
tm
l

ht
tp
:
//
ww
w.
ka
na
z
aw
a-
it
.a
c.
j
p/
s
h
is
et
s
u/
i
n
de
x.
ht
ml
）
。

国
際
教

養
大
学

で
は
、
自
主

学
修
を

含
ん
だ

学
修

に
よ

り
英
語

運
用
能

力
を
磨

く
英

語
集

中
プ

ロ
グ

ラ
ム
（

E
AP
）
を

実
施
。

全
入

学
生

を
対

象
に

し
た

「
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

制
度

」
（

※
）
に

よ
る

履
修

指
導

、
図

書
館

の
2
4
時

間
開

放
な

ど

に
よ

り
、

学
生
の

学
び

を
サ

ポ
ー

ト
し

て
い

る
（

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
i
u
.
a
c
.
j
p
/
j
a
p
a
n
e
s
e
/
e
d
u
c
a
t
i
o
n
/
c
u
r
r
i
c
u
l
u
m
/
in
d
e
x
.

ht
ml

h
tt
p:
//
w
ww
.a
iu
.a
c.
j
p/
ja
pa
ne
s
e/
ed
uc
at
io
n
/e
ap
/i
nd
ex
.
ht
m
l

h
tt
p:
//
ww
w
.a
iu
.a
c.
jp
/
ja
p
a
ne
se
/
ca
m
p

us
/l
ib
r
ar
y/
li
br
ar
y
01
.h
tm
l）

。

新
潟

大
学

で
は

、
全

授
業

科
目

を
「

全
学

科
目

」
と

し
、

分
野

・
水

準
表

示
法

を
導

入
。

主
専

攻
分

野
の

ほ
か

に
複

数
の

分
野
で

体
系

的
に
学

ぶ
こ
と

が
で

き
る

主
専
攻

・
副
専

攻
プ

ロ
グ

ラ
ム
を

実
施

し
て

い
る
（

h
tt

p:
//

ww
w
.i

es
s.

ni
ig

a
ta

-u
.

ac
.j
p/
p
ro
gr
am
/s
up
p
or
t/
in
de
x.
h
tm
l

ht
tp
:/
/w
ww
.
ie
ss
.n
ii
ga
t
a-
u
.
ac
.j
p
/p
r
o
gr
am
/）

。

*
e

筑
波
大

学
で

は
、
教

養
教
育

を
再
構

築
し
、
能
動
的

学
修
を

促
す

教
育
方

法
（

討
論

、
ク

リ
ッ

カ
ー

（
※

） 、
eラ

ー
ニ

ン
グ

等
）

を
導

入
し

て
い

る
（

ht
t
p:
//
ww
w.
ol
e
.t
s
u
ku
ba
.a
c.
jp
/
si
te
s/
de
fa
u
lt
/f
il
es
/
le
af
le
t2
(a
l
l)
_1
.p
df
）
。

立
教

大
学

で
は

、
経

営
学

部
の

学
生

を
対

象
に

「
ビ

ジ
ネ

ス
・

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

B
L
P）

」
に

お
い

て
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

導
入

し
、

グ
ル

ー
プ

で
自

治
体

や
企

業
か

ら
依

頼
さ

れ
た

問
題

を
解

決
す

る
企

画
を

提
案

す

る
問

題
解

決
型

の
学

修
を

実
施

し
て

い
る

（
h
tt
p
:/
/c
ob
.r
ik
k
yo
.
a
c.
jp
/b
lp
/a
b
ou
t.
ht
ml
）
。

２
.検

討
の

基
本

的
な

視
点

本
審

議
会

に
お

け
る
今

回
の

審
議
の

基
本

的
な
視

点
は

、
以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

（
双

方
向
の

意
見

交
換
や

客
観

的
な
デ

ー
タ

の
重
視

の
視

点
）

第
一

は
、

大
学

教
育

の
質

に
関

わ
る

現
状

と
課

題
並

び
に

対
応

策
を

、
可

能
な

限
り

学
生

や
教

職

員
、

経
済

界
関

係
者

、
高

等
学

校
関

係
者

な
ど

、
多

く
の

関
係

者
と

の
双

方
向

の
意

見
交

換
や

客
観

的
な

デ
ー

タ
に

基
づ

い
て

分
析

し
議

論
を

行
う

と
い

う
視

点
で

あ
る

。
審

議
会

で
の

審
議

の
み

な
ら

ず
、

全
国
各

地
の

様
々
な

タ
イ

プ
の
1
2
大

学
の

キ
ャ

ン
パ

ス
で
学

生
を

中
心

と
し

た
延
べ

3
,
4
0
0
人

を

超
え

る
参
加

者
が

活
発
な

議
論

を
重
ね

た
大

学
教
育

改
革

地
域
フ

ォ
ー

ラ
ム

や
、

約
2
,
6
0
0
人
の

学
長

・
学

部
長

か
ら

回
答

を
得

た
「

学
士

課
程

教
育

の
現

状
と

課
題

」
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
以

下
「

学
長

・
学

部
長

ア
ン

ケ
ー

ト
」

と
い

う
。
）
、

パ
ブ

リ
ッ

ク
・

コ
メ

ン
ト

に
寄

せ
ら

れ
た

意
見

等

か
ら

、
今

回
の

答
申

を
ま

と
め

る
に

当
た

っ
て

重
要

な
視

座
を

得
た

。
ま

た
、

多
く

の
有

識
者

に
御

協
力

い
た

だ
い

た
本

審
議

会
に

お
け

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

か
ら

も
重

要
な

示
唆

を
得

る
こ

と
が

で
き

た
。

学
長

・
学

部
長

ア
ン

ケ
ー

ト
か

ら
得

ら
れ

た
貴

重
な

デ
ー

タ
に

つ
い

て
は

、
研

究
者

や
関

係
者

を
中

心
に

広
く

共
有

す
る

と
と

も
に

、
文

部
科

学
省

に
お

い
て

専
門

的
な

知
見

に
基

づ
く

更
な

る
分

析
を

行
う

予
定
で

あ
る

。

（
初

等
中
等

教
育

か
ら
高

等
教

育
に
か

け
て

能
力
を

い
か

に
育
む

か
と

い
う

視
点

）

第
二

は
、

予
測

困
難

な
こ

れ
か

ら
の

時
代

を
よ

り
良

く
生

き
る

た
め

の
人

間
像

と
、

こ
れ

か
ら

の

我
が

国
の
社

会
像

、
及

び
そ

れ
ら

を
実
現

し
、
維

持
し
、
向

上
さ

せ
る
た

め
に

求
め
ら

れ
る

能
力
を

、

初
等

中
等
教

育
か

ら
高
等

教
育

ま
で
の

連
携

と
役
割

分
担

に
よ
っ

て
育

成
す

る
と

い
う
視

点
で

あ
る
。

国
民

一
人

一
人

の
主

体
性

と
協

調
性

が
要

請
さ

れ
る

成
熟

社
会

た
る

べ
き

我
が

国
の

社
会

に
お

い
て

は
、

単
な

る
知

識
再

生
型

に
偏

っ
た

学
力

、
自

立
し

た
主

体
的

思
考

力
を

伴
わ

な
い

協
調

性
、

他
者

の
痛

み
を
感

知
し

な
い
人

間
性

は
通
用

性
に

乏
し
い

。

学
士

課
程

答
申

は
「

各
専

攻
分

野
を
通

じ
て

培
う
学

士
力

」
を
「

参
考

指
針

」
と
し

て
提

示
し
た

。

今
、

重
要
な

の
は

、

・
知

識
や

技
能

を
活

用
し

て
複

雑
な

事
柄

を
問

題
と

し
て

理
解

し
、

答
え

の
な

い
問

題
に

解
を

見

出
し

て
い

く
た

め
の
批

判
的

、
合
理

的
な

思
考
力

を
は

じ
め
と

す
る

認
知

的
能

力

・
人

間
と

し
て

の
自

ら
の

責
務

を
果

た
し

、
他

者
に

配
慮

し
な

が
ら

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

や
リ

ー
ダ

ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

し
て
社

会
的

責
任
を

担
い

う
る
、

倫
理

的
、
社

会
的

能
力

・
総

合
的

か
つ

持
続
的

な
学

修
経
験

に
基

づ
く
創

造
力

と
構
想

力

・
想

定
外

の
困

難
に
際

し
て

的
確
な

判
断

を
す
る

た
め

の
基
盤

と
な

る
教

養
、

知
識
、

経
験

を
育

む
こ

と
で

あ
る

。
こ

れ
ら

は
予

測
困

難
な

時
代

に
お

い
て

高
等

教
育

段
階

で
培

う
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
「

学
士

力
」

の
重

要
な

要
素

で
あ

り
、

そ
の

育
成

は
先

進
国

や
成

熟
社

会
の

共
通

の
課

題
と

24



*1
身

に
付

け
る

べ
き

能
力

を
育

成
す

る
課

程
。

大
学

に
お

い
て

は
、

修
了

者
の

能
力

証
明

と
し

て
発

展
し

て
き

た
学

位

を
与

え
る

課
程

（
「

我
が

国
の

高
等

教
育

の
将

来
像

」
平

成
1
7
年
1
月

2
8
日

中
央

教
育

審
議

会
答

申
（

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
e
x

t
.g
o
.j
p
/b
_
me
n
u/
s
h
in
g
i/
c
hu
k
yo
/
ch
u
ky
o
0/
t
o
us
h
in
/
05
0
13
1
01
.
ht
m
)）

。

な
っ

て
い
る

。

次
代

を
担

う
若

者
に

こ
の

よ
う

な
能

力
を

身
に

付
け

さ
せ

る
た

め
に

は
、

学
校

制
度

全
体

を
、

従

来
か

ら
の

組
織

や
形

式
の

観
点

か
ら

で
は

な
く

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

*1
中

心
・

具
体

的
な

成
果

中
心

の
観

点
か

ら
見

直
す

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

人
間

と
し

て
の

自
ら

の
責

任
を

果
た

し
、

他
者

に
配

慮
し

つ
つ

協
調

性
を

発
揮

で
き

る
た

め
の

倫
理

的
、

社
会

的
能

力
を

身
に

付
け

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

と
と

も
に

、
答

え
の

な
い

問
題

に
対

し
て

自
ら

解
を

見
出

し
て

い
く

主
体

的
学

修
の

方
法

や
、

想
定

外
の

困
難

に
際

し
て

的
確

な
判

断
力

を
発

揮
で

き
る

た
め

の
教

養
、

知
識

、
経

験
を

総
合

的
に

獲
得

す
る

こ
と

の
で

き
る

教
育

方
法

を
開

発
し

、
実

践
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

す
な

わ
ち

、
成

熟
社

会
に

お
い

て
職

業
生

活
や

社
会

的
自

立
に

必
要

な
能

力
を

見
定

め
、

そ
の

能
力

を
育

成
す

る
上

で
初

等
教

育
、

中
等

教
育

、
高

等
教

育
そ

れ
ぞ

れ
の

発
達

段
階

や
教

育
段

階
に

お
い

て
有

効
な

知
的

活
動

や
体

験
活

動
は

何
か

と
い

う
発

想
に

基
づ

き
、

そ
れ

ぞ
れ

の
学

校
段

階
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

構
築

す
る

と
と
も

に
、

教
育
方

法
を

質
的
に

転
換

す
る
こ

と
が

求
め
ら

れ
て

い
る

。

（
迅

速
な
改

革
の

必
要
性

）

第
三

は
、

迅
速

な
改

革
の

必
要

性
で

あ
る

。
前

述
の

と
お

り
、

大
学

の
教

育
研

究
に

対
す

る
学

生

や
社

会
の

期
待

は
ま

す
ま

す
大

き
く

な
っ

て
い

る
。

学
生

個
人

に
と

っ
て

も
社

会
に

と
っ

て
も

、
学

士
課

程
教

育
の

質
的

転
換

は
喫

緊
の

課
題

で
あ

り
、

言
わ

ば
「

待
っ

た
な

し
」

の
課

題
で

あ
る

。
質

的
転

換
が

遅
れ

れ
ば

遅
れ

る
ほ

ど
、

こ
れ

か
ら

の
時

代
を

生
き

る
学

生
の

人
生

と
我

が
国

の
未

来
に

負
の

影
響

が
出

か
ね

な
い

。
各

大
学

や
文

部
科

学
省

、
地

域
社

会
や

経
済

界
等

に
お

け
る

関
係

者
に

は
、

直
ち

に
で

き
る

こ
と

を
速

や
か

に
行

動
に

移
す

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
本

審
議

会
も

、
制

度
や

枠
組

み
の

見
直

し
を

含
め

て
多

面
的

に
審

議
を

深
め

る
必

要
が

あ
る

課
題

に
つ

い
て

は
直

ち
に

議
論

を
進

め
る
こ

と
と

し
て
い

る
。

３
.こ

れ
か

ら
の

目
指

す
べ

き
社

会
像

と
求

め
ら

れ
る

能
力

（
我

が
国
の

目
指

す
べ
き

社
会

像
）

か
つ

て
我

が
国

が
工

業
社

会
と

し
て

成
長

し
て

い
た

時
代

と
は

異
な

り
、

現
在

の
我

が
国

社
会

の

特
徴

は
、

成
熟

社
会

、
少

子
高

齢
化

社
会

、
知

識
基

盤
社

会
、

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
な

ど
と

表
現

さ
れ

る
。

普
及

品
の

量
産

で
は

、
勃

興
す

る
中

国
や

イ
ン

ド
、

多
く

の
新

興
国

等
に

引
き

離
さ

れ
る

状
況

に
あ

る
。

価
値

や
ア

イ
デ

ィ
ア

の
革

新
（

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
）

が
世

界
各

地
で

絶
え

間
な

く
進

む
中

で
、

我
が

国
固

有
の

付
加

価
値

を
有

す
る

、
製

品
、

サ
ー

ビ
ス

、
制

度
や

シ
ス

テ
ム

を
時

々
刻

々
変

化
す

る
状
況

を
乗

り
越
え

て
創

出
す
る

こ
と

が
求
め

ら
れ

て
い
る

。

ア
ジ

ア
最

大
の

成
熟

社
会

で
あ

る
我

が
国

が
更

に
発

展
す

る
た

め
に

は
、

学
術

研
究

や
技

術
、

文

化
や

思
想

と
い

っ
た

固
有

の
知

的
な

資
源

を
重

視
す

る
と

と
も

に
、

そ
れ

ら
の

維
持

、
発

展
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

さ
ら

に
、

国
内

外
の

経
済

需
要

や
活

発
な

社
会

活
動

を
掘

り
起

こ
す

こ
と

が
で

き
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

生
む

と
と

も
に

、
我

が
国

の
生

み
出

し
た

新
た

な
価

値
を

異
な

る
文

化
的

・
言

語
的

背
景

を
も

つ
人

々
に

発
信

し
、

海
外

に
お

い
て

積
極

的
、

持
続

的
な

展
開

と
浸

透
を

図
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
我

が
国

の
強

み
で

あ
る

優
れ

た
学

術
研

究
や

技
術

、
洗

練
さ

れ
た

文
化

、
若

者
の

潜
在

力
等

を
、

思
想

や
技

術
、

経
営

、
社

会
シ

ス
テ

ム
に

至
る

パ
ラ

ダ
イ

ム
（

認
識

や
考

え
方

の
枠

組
み

）
の

転
換

に
活

か
す

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
こ

の
よ

う
な

発
展

は
、

一
部

の
経

営
者

、
起

業
家

、
研

究
者

等
に

よ
っ

て
の

み
成

し
遂

げ
ら

れ
る

も
の

で
は

な
い

。
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
生

み
出

す
ア

イ
デ

ィ
ア

や
人

材
を

支
え

る
公

正
で

安
定

し
た

社
会

、
活

力
あ

る
地

域
社

会
・

経
済

、
海

外
展

開
可

能
な

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

吟
味

で
き

る
成

熟
し

開
か

れ
た

国
内

市
場

の
創

出
な

ど
が

不
可

欠
で

あ
る

。
そ

の
た

め
に

は
、

国
民

一
人

一
人

が
主

体
的

な
思

考
力

や
構

想
力

を
育

み
、
想

定
外
の

困
難

に
処
す

る
判

断
力
の

源
泉

と
な
る

よ
う

教
養
、
知

識
、
経

験
を
積

む
と

と
も
に

、

協
調

性
と

創
造

性
を

合
わ

せ
持

つ
こ

と
の

で
き

る
よ

う
な

大
学

教
育

へ
の

質
的

転
換

、
ま

た
、

少
子

高
齢

化
社

会
等

の
中

で
誰

も
が

必
要

な
医

療
・

介
護

・
保

育
等

を
安

心
し

て
受

け
ら

れ
る

社
会

シ
ス

テ
ム

の
構
築

と
維

持
、
そ

の
た

め
に
必

要
な

人
材
の

育
成

な
ど
が

必
要

で
あ

る
。

こ
の

よ
う

に
、

我
が

国
が

目
指

す
べ

き
は

、
優

れ
た

知
識

や
ア

イ
デ

ィ
ア

の
積

極
的

な
活

用
に

よ

っ
て

発
展

す
る

と
と

も
に

、
教

育
、

医
療

・
介

護
・

保
育

等
、

人
が

人
を

支
え

る
べ

き
場

に
お

い
て

公
正

な
仕

組
み

が
は

た
ら

く
、

安
定

的
な

成
長

を
持

続
的

に
果

た
す

成
熟

社
会

の
モ

デ
ル

で
あ

る
。

そ
れ

は
、

本
審

議
会

が
次

期
教

育
振

興
基

本
計

画
に

向
け

て
構

想
し

て
い

る
「

知
識

を
基

盤
と

し
た

自
立

、
協

働
、

創
造

モ
デ

ル
」

に
ほ

か
な

ら
な

い
。

成
熟

社
会

に
ふ

さ
わ

し
い

モ
デ

ル
を

提
示

・
実

現
す

る
こ

と
に

よ
り

、
負

の
連

鎖
を

正
の

連
鎖

に
転

換
し

閉
塞

感
を

打
破

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る
。

（
成

熟
社
会

に
お

い
て
求

め
ら

れ
る
能

力
）

大
学

は
、

教
育

と
研

究
を

通
じ

て
、

上
に

示
唆

し
た

よ
う

な
学

生
の

未
来

と
社

会
の

未
来

を
創

り

出
す

、
極
め

て
重

要
な
責

務
を

担
っ
て

い
る

。

こ
れ

か
ら

人
材

需
要

の
増

加
が

見
込

ま
れ

る
分

野
は

、
現

在
に

お
い

て
も

短
期

高
等

教
育

を
含

め
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*1
平

成
2
3
年

３
月

の
新

卒
就

職
者

8
0
万

人
の

う
ち

、
大

学
院

・
大

学
・

短
期

大
学

の
卒

業
者

は
約

4
5
万

人
（

約
5
7
%
）

（
関

連
デ

ー
タ

（
ｐ

4
9
）

参
照

）
。

*2
大

学
進

学
率

（
2
0
0
9年

）
は

、
日

本
の

49
％

に
対

し
、

O
EC
D
平

均
は

59
％

（
関

連
デ

ー
タ

（
ｐ

5
2
）

参
照

）
。

*
3

日
本

の
高

等
教

育
進

学
者

数
は

、
約

7
3
万

人
（

1
9
9
0
年

）
か

ら
約

6
8
万

人
（

2
0
0
9
年

）
に

減
少

（
関

連
デ

ー
タ

（
ｐ

5
2
）

参
照
）
。

*
4

日
本

の
大

学
に

お
け

る
社

会
人

の
入

学
者

割
合

（
推

計
）

は
約

２
％

（
2
0
0
9
年

）
に

対
し

、
社

会
人

入
学

者
が

相
当

数
含

ま
れ

る
2
5
歳

以
上

の
入

学
者

割
合

の
O
E
C
D
平

均
は

約
2
1
％

（
2
0
0
9
年

）
と

大
き

な
開

き
が

あ
る

（
関

連
デ

ー
タ

（
ｐ

5
3
）

参
照
）
。

*
5

全
世

界
で

の
留

学
生

数
は

1
9
9
0
年

の
約

1
3
0
万

人
か

ら
2
0
0
9
年

に
は

約
3
7
0
万

人
ま

で
増

加
。

日
本

へ
の

留
学

生
数

は
、

2
0
0
5
年

の
約

1
2
万

人
か

ら
2
0
0
9
年

に
は

約
1
3
万

人
と

人
数

は
増

加
し
て

い
る

が
、

全
世

界
の

留
学

生
全

体
に

占
め

る
割

合
は

4
.
1
％

か
ら

3
.
6
％

に
減

少
し

て
い

る
（

関
連

デ
ー

タ
（

ｐ
5
6
）

参
照

）
。

*
6

「
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

戦
略

」
平

成
2
4
年

６
月

４
日

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
育

成
推
進

会
議

（
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
a
n
t
e
i.

g
o.
j
p/
j
p/
s
in
g
i/
g
l
ob
a
l/
1
20
6
01
1
ma
t
om
e
.p
d
f）

（
関
連
デ

ー
タ
（

ｐ
5
6
、

5
7
）

参
照
）

た
高

等
教
育

修
了

者
が
就

業
者

の
大
き

な
割

合
を
占

め
て

い
る

*1
。

ま
た

、
製

造
業

等
に

お
い

て
も
、

国
内

の
生

産
拠

点
の

海
外

移
転

等
に

伴
っ

て
人

材
需

要
が

高
等

教
育

修
了

者
に

シ
フ

ト
す

る
傾

向
が

あ
る

。
し

た
が

っ
て

、
本

審
議

会
は

、
学

士
課

程
答

申
と

同
様

に
、

現
在

の
大

学
進

学
率

等
の

水
準

が
過

剰
で

あ
る

と
い

う
立

場
を

と
ら

な
い

。
多

く
の

国
々

に
お

い
て

最
近

2
0
年

間
に

大
学

進
学

率
も

進
学

者
数

も
上

昇
し

て
い

る
中

で
、

2
0
年

前
に

は
相

対
的

に
高

か
っ

た
我

が
国

の
大

学
進

学
率

は
、

現
在

で
は
経

済
協

力
開
発

機
構

（
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ

）
加
盟

国
の

平
均
を

下
回

っ
て

い
る

*2
。

さ
ら

に
、

主
要

国
の

中
で
我

が
国

の
み
が

、
進

学
率
は

上
昇

し
て
い

る
も

の
の
進

学
者

数
が
減

少
し

て
い

る
*3
。
ま

た
、

社
会

人
学

生
の

入
学

割
合

が
Ｏ

Ｅ
Ｃ

Ｄ
加

盟
国

の
平

均
を

大
き

く
下

回
っ

て
い

る
*4
と

と
も

に
、

全

大
学

生
に

占
め

る
留

学
生

の
割

合
に

つ
い

て
も

、
世

界
全

体
の

留
学

生
数

が
拡

大
す

る
中

、
減

少
し

て
い

る
*5
。

こ
の

よ
う
な

現
実

を
踏
ま

え
れ

ば
、
高

等
教

育
の
規

模
を

縮
小
す

る
こ

と
は

、
必

要
な
数

の
労

働
力

人
口

が
確

保
で

き
ず

、
我

が
国

の
社

会
経

済
の

停
滞

、
萎

縮
に

つ
な

が
る

だ
け

で
な

く
、

社
会

人
に

対
す

る
学

び
直

し
の

場
の

提
供

や
、

様
々

な
背

景
を

持
つ

学
生

が
互

い
に

切
磋

琢
磨

し
な

が
ら

自
ら

の
能

力
を

磨
き

、
グ

ロ
ー

バ
ル

な
視

点
を

養
成

す
る

と
い

っ
た

、
大

学
が

果
た

す
べ

き
役

割
を

達
成
で

き
な

く
な
る

こ
と

に
つ
な

が
る

と
考
え

る
。

よ
り

重
要

な
課

題
は

、
人

材
の

質
の

確
保

で
あ

る
。

大
学

を
中

心
に

社
会

全
体

で
取

り
組

む
べ

き

課
題

は
、
高

等
教

育
を
通

じ
て

、
5
ペ

ー
ジ
で

述
べ

た
よ
う

な
成

熟
社
会

に
お

い
て

求
め

ら
れ
る

「
学

士
力

」
の
重

要
な

要
素
を

有
す

る
人
材

を
確

実
に
育

成
す

る
こ
と

で
あ

る
。
「

学
士

力
」

が
土
台

と
な

っ
て

、
学

術
研

究
や

技
術

、
文

化
的

な
感

性
等

に
裏

付
け

ら
れ

た
我

が
国

固
有

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
起

こ
す

能
力

、
我

が
国

が
生

み
出

し
た

固
有

の
価

値
を

異
な

る
文

化
的

・
言

語
的

背
景

を
持

っ
た

人
々

に
発

信
で

き
る

能
力

、
異

な
る

世
代

や
異

な
る

文
化

を
持

っ
た

相
手

の
考

え
方

や
視

点
に

配
慮

し
つ

つ
、
意

思
疎

通
が
で

き
る

能
力
な

ど
、

未
来
社

会
の

形
成
に

寄
与

す
る

力
が

育
成
さ

れ
る

。

我
が

国
の

現
在

の
状

況
に

鑑
み

れ
ば

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
の

加
速

す
る

社
会

に
お

い
て

活
躍

で
き

る

人
材

の
育

成
の

重
要

性
が

増
し

て
い

る
こ

と
は

論
を

俟
た

な
い

。
政

府
の

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
育

成
推

ま

進
会

議
も
、

層
の

厚
い
グ

ロ
ー

バ
ル
人

材
が

必
要
だ

と
指

摘
し
て

お
り

*6
、

そ
の

具
体
的

な
育

成
の
目

標
と

方
策

を
示

し
て

い
る

が
、

そ
の

た
め

に
高

等
教

育
が

果
た

す
べ

き
役

割
は

極
め

て
大

き
い

。
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

の
土

台
と

し
て

重
要

な
の

は
、

我
が

国
の

歴
史

や
文

化
に

関
す

る
知

識
や

認
識

、
多

元
的

な
文

化
の

受
容

性
、

あ
る

い
は

前
述

の
よ

う
な

認
知

的
、

倫
理

的
、

社
会

的
能

力
、

教
養

、
知

識
、

経
験

を
含

め
た

汎
用

的
能

力
で

あ
る

。
こ

れ
ら

は
グ

ロ
ー

バ
ル

化
に

よ
る

社
会

経
済

構
造

の
変

化
に

対
応
す

る
た

め
の
全

て
の

国
民
の

課
題

で
も
あ

る
。

ま
た

、
こ

の
よ

う
な

社
会

経
済

構
造

の
変

化
の

中
で

、
持

続
可

能
で

活
力

あ
る

地
域

の
形

成
も

極

め
て

重
要

か
つ

喫
緊

の
課

題
で

あ
る

。
大

学
が

地
域

再
生

の
拠

点
と

な
る

と
と

も
に

、
地

域
の

未
来

を
担

う
有

為
な

人
材

の
育

成
に

責
任

を
持

つ
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

汎
用

的
能

力
は

こ
の

よ
う

な
地

域
社

会
・
経

済
を

支
え
る

人
材

に
と
っ

て
も

必
要
不

可
欠

で
あ
る

。

４
．

求
め

ら
れ

る
学

士
課

程
教

育
の

質
的

転
換

（
学

士
課
程

教
育

の
質
的

転
換

）

前
述

の
と

お
り

、
我

が
国

に
お

い
て

は
、

急
速

に
進

展
す

る
グ

ロ
ー

バ
ル

化
、

少
子

高
齢

化
に

よ

る
人

口
構

造
の

変
化

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
資

源
、

食
料

等
の

供
給

問
題

、
地

域
間

の
格

差
の

広
が

り
な

ど
の

問
題

が
急

速
に

浮
上

し
て

い
る

中
で

、
社

会
の

仕
組

み
が

大
き

く
変

容
し

、
こ

れ
ま

で
の

価
値

観
が

根
本

的
に

見
直

さ
れ

つ
つ

あ
る

。
こ

の
よ

う
な

状
況

は
、

今
後

長
期

に
わ

た
り

持
続

す
る

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
こ

の
よ

う
な

時
代

に
生

き
、

社
会

に
貢

献
し

て
い

く
に

は
、

想
定

外
の

事
態

に
遭

遇
し

た
と

き
に

、
そ

こ
に

存
在

す
る

問
題

を
発

見
し

、
そ

れ
を

解
決

す
る

た
め

の
道

筋
を

見
定

め
る

能
力

が
求
め

ら
れ

る
。

生
涯

に
わ

た
っ

て
学

び
続

け
る

力
、

主
体

的
に

考
え

る
力

を
持

っ
た

人
材

は
、

学
生

か
ら

み
て

受

動
的

な
教

育
の

場
で

は
育

成
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
従

来
の

よ
う

な
知

識
の

伝
達

・
注

入
を

中
心

と
し

た
授

業
か

ら
、

教
員

と
学

生
が

意
思

疎
通

を
図

り
つ

つ
、

一
緒

に
な

っ
て

切
磋

琢
磨

し
、

相
互

に
刺

激
を

与
え

な
が

ら
知

的
に

成
長

す
る

場
を

創
り

、
学

生
が

主
体

的
に

問
題

を
発

見
し

解
を

見
い

だ
し

て
い

く
能

動
的

学
修

（
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

）
へ

の
転

換
が

必
要

で
あ

る
。

す
な

わ
ち

個
々

の
学

生
の

認
知

的
、

倫
理

的
、

社
会

的
能

力
を

引
き

出
し

、
そ

れ
を

鍛
え

る
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
や

デ
ィ

ベ
ー

ト
と

い
っ

た
双

方
向

の
講

義
、

演
習

、
実

験
、

実
習

や
実

技
等

を
中

心
と

し
た

授
業

へ
の

転
換

に
よ

っ
て

、
学

生
の

主
体

的
な

学
修

を
促

す
質

の
高

い
学

士
課

程
教

育
を

進
め

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

学
生

は
主

体
的

な
学

修
の

体
験

を
重

ね
て

こ
そ

、
生

涯
学

び
続

け
る

力
を

修
得

で
き

る
の

で
あ
る

。

学
生

の
主

体
的

な
学
修

を
促

す
具
体

的
な

教
育
の

在
り

方
は
、
そ
れ

ぞ
れ

の
大
学

の
機

能
や

特
色

、

学
生

の
状

況
等

に
応

じ
て

様
々

で
あ

り
得

る
。

し
か

し
、

従
来

の
教

育
と

は
質

の
異

な
る

こ
の

よ
う

な
学

修
の

た
め

に
は

、
学

生
に

授
業

の
た

め
の

事
前

の
準

備
（

資
料

の
下

調
べ

や
読

書
、

思
考

、
学
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(
※

)
「

用
語
集

」
を
参

照
（

以
下
同

じ
。
）
。

生
同

士
の
デ

ィ
ス

カ
ッ
シ

ョ
ン

、
他

の
専

門
家

等
と

の
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン

等
）
、
授

業
の

受
講
（

教

員
の

直
接
指

導
、
そ

の
中
で

の
教

員
と
学

生
、
学

生
同
士

の
対

話
や
意

思
疎

通
）
や
事

後
の

展
開
（

授

業
内

容
の

確
認

や
理

解
の

深
化

の
た

め
の

探
究

等
）

を
促

す
教

育
上

の
工

夫
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

や
サ

ー
ビ

ス
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
(
※

)

、
留

学
体

験
と

い
っ

た
教

室
外

学
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

の
提

供
が

必
要

で
あ

る
。

学
生

に
は

事
前

準
備

・
授

業
受

講
・

事
後

展
開

を
通

し
て

主
体

的
な

学
修

に
要

す
る

総
学

修
時

間

の
確

保
が

不
可

欠
で

あ
る

。
一

方
、

教
育

を
担

当
す

る
教

員
の

側
に

は
、

学
生

の
主

体
的

な
学

修
の

確
立

の
た

め
に

、
教

員
と

学
生

あ
る

い
は

学
生

同
士

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

り
入

れ
た

授
業

方
法

の
工
夫

、
十

分
な

授
業

の
準
備

、
学

生
の

学
修

へ
の

き
め
の

細
か

い
支
援

な
ど

が
求

め
ら

れ
る
。

大
学

教
育

の
質

的
転

換
を

実
践

し
て

い
く

に
は

、
学

生
の

主
体

的
な

学
修

を
支

え
る

た
め

の
教

育

方
法

の
転

換
と

教
員

の
教

育
能

力
の

涵
養

が
必

要
で

あ
る

が
、

そ
れ

に
は

研
究

能
力

の
一

層
の

向
上

が
求

め
ら

れ
る

。
双

方
向

の
授

業
を

進
め

、
十

分
な

準
備

を
し

て
き

た
学

生
の

力
を

伸
ば

す
に

は
、

教
員

が
当

該
分

野
及

び
関

連
諸

分
野

の
学

術
研

究
の

動
向

に
精

通
し

て
い

る
必

要
が

あ
り

、
そ

の
た

め
に

は
教

員
が

自
ら

の
研

究
力

を
高

め
る

努
力

を
怠

ら
な

い
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。

学
士

課
程

答
申

で
指

摘
さ

れ
て

い
る

と
お

り
、

研
究

と
い

う
営

み
を

理
解

し
、

実
践

す
る

教
員

が
、

学
生

の
実

情
を

踏
ま

え
つ

つ
、

研
究

の
成

果
に

基
づ

き
、

自
ら

の
知

識
を

統
合

し
て

教
育

に
当

た
る

こ
と

は
大

学
教

育
の

責
務

で
あ

る
。

教
育

と
研

究
と

の
相

乗
効

果
が

発
揮

さ
れ

る
教

育
内

容
・

方
法

を
追

求
す

る
こ

と
が

、
一
層

重
要

で
あ
る

。

（
認

識
の
共

有
の

必
要
性

）

か
つ

て
の

高
度

成
長
期

に
は

、
「

企
業

は
大

学
教

育
に
多

く
を

期
待
し

て
お

ら
ず

、
入

社
後
の

社
内

教
育

と
実
務

上
の

経
験
や

実
践

で
人
材

を
伸

ば
せ
ば

よ
い

」
、「

昔
か
ら

大
学

生
は
勉

強
し

て
お

ら
ず

、

そ
れ

で
も

卒
業

後
社

会
で

十
分

に
活

躍
し

て
き

た
」

と
い

う
認

識
が

比
較

的
広

く
存

在
し

て
い

た
。

今
日

、
多

く
の

企
業

等
が

、
大

学
に

対
し

て
、

入
学

者
選

抜
に

よ
る

ふ
る

い
分

け
機

能
で

は
な

く
、

教
育

の
丁
寧

な
過

程
を
通

し
て

ど
の
よ

う
な

能
力
を

育
成

し
、
「

何
を
身

に
付

け
、

何
が

で
き
る

よ
う

に
な

っ
た
か

」
を

問
う
よ

う
に

な
っ
て

い
る

。

大
学

関
係

者
等

は
、

学
士

課
程

教
育

の
質

的
転

換
が

「
待

っ
た

な
し

」
の

課
題

で
あ

り
、

若
者

や

学
生

、
地

域
社

会
や

産
業

界
を

含
め

、
社

会
全

体
に

と
っ

て
極

め
て

切
実

な
問

題
で

あ
る

こ
と

を
改

め
て

認
識
す

る
必

要
が
あ

る
。
我
が

国
の

未
来
、
ま

た
我

が
国
に

対
す

る
国
際

的
な

評
価

や
信

頼
は
、

将
来

に
わ

た
る

知
的

な
潜

在
力

に
大

い
に

依
存

す
る

。
全

国
の

若
者

や
学

生
が

い
か

に
し

っ
か

り
と

主
体

的
な

学
修

を
し

て
い

る
か

、
各

大
学

が
教

育
方

法
の

質
的

転
換

を
通

し
て

学
生

の
主

体
的

な
学

*
1

大
学

設
置

基
準

（
文

部
科

学
省

令
第

2
8
号
）
（
抄

）

第
2
1
条

各
授

業
科

目
の

単
位

数
は

、
大

学
に

お
い

て
定

め
る

も
の

と
す

る
。

２
前

項
の

単
位

数
を

定
め

る
に

当
た

つ
て

は
、

１
単

位
の

授
業

科
目

を
4
5
時

間
の

学
修

を
必

要
と

す
る

内
容

を
も

つ

て
構

成
す

る
こ

と
を

標
準

と
し

、
授

業
の

方
法

に
応

じ
、

当
該

授
業

に
よ

る
教

育
効

果
、

授
業

時
間

外
に

必
要

な
学

修
等
を
考

慮
し
て

、
次

の
基
準

に
よ
り

単
位
数

を
計

算
す
る

も
の
と

す
る
。

一
講

義
及

び
演

習
に

つ
い

て
は

、
1
5
時

間
か

ら
3
0
時

間
ま

で
の
範

囲
で

大
学

が
定

め
る

時
間

の
授

業
を

も
つ

て
１

単
位
と

す
る
。

二
実

験
、

実
習

及
び

実
技

に
つ

い
て

は
、

3
0
時

間
か

ら
4
5
時

間
ま

で
の

範
囲

で
大

学
が

定
め

る
時

間
の

授
業

を
も

つ
て

１
単

位
と

す
る

。
た

だ
し

、
芸

術
等

の
分

野
に

お
け

る
個

人
指

導
に

よ
る

実
技

の
授

業
に

つ
い

て
は

、
大

学

が
定
め

る
時
間

の
授

業
を
も

つ
て
１

単
位
と

す
る

こ
と
が

で
き
る

。

修
の

場
を
い

か
に

支
え
て

い
る

か
が
、

知
的

な
潜
在

力
の

指
標
と

な
る

も
の

で
あ

る
。

し
た

が
っ

て
、

何
ら

か
の

具
体

的
な

行
動

に
着

手
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

ま
ず

学
士

課
程

教
育

の

質
的

転
換

へ
の

好
循

環
を

生
み

出
し

、
そ

れ
が

確
か

な
成

果
を

あ
げ

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

学
生

や
保

護
者

、
地

域
社

会
、

地
方

公
共

団
体

、
企

業
、

非
営

利
法

人
な

ど
、

広
く

社
会

が
そ

の
実

感
を

共
有

し
、

そ
の

結
果

、
大

学
に

お
け

る
学

修
へ

の
信

頼
が

高
ま

る
と

い
う

大
き

な
社

会
的

好
循

環
を

形
成

す
る

こ
と
が

求
め

ら
れ
る

。

（
質

的
転
換

を
目

的
と
し

た
学

修
時
間

の
実

質
的
な

増
加

・
確
保

）

そ
の

た
め

に
は

、
こ

れ
ま

で
の

学
士

課
程

教
育

の
成

果
と

課
題

を
踏

ま
え

つ
つ

、
緊

要
性

や
実

際

性
、

効
果

等
を

考
慮

し
つ

つ
、

ま
ず

改
革

の
た

め
の

具
体

的
な

始
点

を
定

め
、

そ
こ

か
ら

質
的

転
換

へ
と

大
き
く

展
開

す
る
こ

と
が

必
要
で

あ
る

。

こ
の

よ
う

な
観

点
か

ら
、

本
審

議
会

は
、

学
生

の
主

体
的

な
学

び
を

確
立

し
、

学
士

課
程

教
育

の

質
を

飛
躍

的
に

充
実

さ
せ

る
諸

方
策

の
始

点
と

し
て

、
学

生
の

十
分

な
質

を
伴

っ
た

主
体

的
な

学
修

時
間

の
実

質
的

増
加

・
確

保
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

た
（

別
添

２
「

学
士

課
程

教
育

の
質

的
転

換
へ

の
好

循
環
の

確
立

」
参
照

）
。

５
．

学
士

課
程

教
育

の
現

状
と

学
修

時
間

（
学

士
課
程

教
育

の
課
題

）

本
審

議
会

が
学

士
課

程
教

育
の

質
的

転
換

へ
の

好
循

環
の

始
点

と
し

て
学

生
の

学
修

時
間

の
増

加

・
確

保
に

着
目

し
た

の
は

、
我

が
国

の
大

学
生

の
学

修
時

間
が

諸
外

国
の

学
生

と
比

べ
て

著
し

く
短

い
と

い
う

現
実

を
改

め
て

認
識

し
た

か
ら

に
他

な
ら

な
い

。
大

学
制

度
に

お
い

て
、

前
述

の
と

お
り

１
単

位
は

授
業

前
後

の
主

体
的

な
学

修
を

含
め

て
4
5
時

間
の

学
修

を
要

す
る

内
容

で
構

成
す

る
こ

と

が
標

準
と
さ

れ
て

い
る

*
1 。

こ
の

単
位

制
度

は
学
修

の
主

体
性
と

い
う

大
学
に

お
け

る
学

修
の

本
質
に
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*
1

大
学
設
置

基
準
が

想
定

し
て
い

る
、
一

般
的
な

学
期

中
の
１

日
当
た

り
総
学

修
時

間
の
算

定
は
以

下
の
と

お
り

。

卒
業

要
件

＝
1
2
4
単

位
、

１
単

位
＝

4
5
時

間
＝

（
授

業
１

時
間

＋
関

連
す

る
学

修
２

時
間

）
×

1
5
週

１
学

期
で

修
得

す
る
べ

き
単

位
＝

1
2
4
単

位
÷

４
年

間
÷

２
学

期
≒

1
6
単

位

１
学

期
の

学
修

時
間

＝
16
単

位
×

4
5時

間
＝

7
2
0
時

間

１
週

間
の

学
修

時
間

＝
7
2
0
時

間
÷

1
5
週

＝
4
8
時

間

１
日

の
学

修
時

間
（

１
週

間
を

６
日

間
で

計
算

）
4
8
時

間
÷

６
日

＝
８

時
間

*
2

東
京

大
学

大
学

経
営

・
政

策
研

究
セ

ン
タ

ー
（

C
R
U
M
P）

「
全

国
大

学
生

調
査
」
（

平
成

1
9
年

）
（

h
t
t
p
:
/
/
u
m
p
.
p
.
u
-

t
o
k
y
o
.
a
c
.
j
p
/
c
r
u
m
p
/
c
a
t
7
7
/
c
a
t
8
2
/
p
o
s
t
-
6
.
h
t
m
l
）

に
よ

る
（

関
連

デ
ー

タ
（
ｐ

5
8
）
参

照
）
。
な

お
、
こ

の
ほ

か
に

も
独

立
行

政
法

人
学

生
支

援
機

構
「

平
成
2
2
年

度
学

生
生

活
調

査
」
（

平
成

2
2
年

）
（

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
a
s
s
o
.
g
o
.
j
p

/
s
t
a
t
i
s
t
i
c
s
/
g
a
k
u
s
e
i
_
c
h
o
s
a
/
1
0
.
h
t
m
l
）

で
は

、
「

大
学

の
授

業
」

と
「

大
学

の
授

業
の

予
習

・
復

習
」

を
合

わ
せ

た
1
日

当
た

り
の

学
修

時
間

の
平

均
は

3
.
7
時

間
と

い
う

デ
ー

タ
も

あ
る

。

*3
「

全
国

大
学
生

調
査
」

(
前

出
*
2
）
、

及
び

N
S
SE
(
Na
t
io
n
al

Su
r
v
ey

of
St
u
de
n
t
E
ng
a
ge
m
e
nt
)
に

よ
る

（
関

連
デ

ー
タ

（
ｐ

5
8
)
参

照
）
。

*
4

文
部

科
学

省
「

大
学

に
お

け
る

教
育

内
容

等
の

改
革

状
況

に
つ

い
て

」
（

平
成
2
1
年

度
）
（

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
e
x
t
.
g
o
.
j
p

/
a
_
m
e
n
u
/
k
o
u
t
o
u
/
d
a
i
g
a
k
u
/
0
4
0
5
2
8
0
1
/
_
_
i
c
s
F
i
l
e
s
/
a
f
i
e
l
d
f
i
l
e
/
2
0
1
1
/
0
8
/
2
5
/
1
3
1
0
2
6
9
_
1
.
pd

f
）

に
よ

る
（

関

連
デ

ー
タ
（

ｐ
6
2
）

参
照
）
。

*
5

朝
日

新
聞

社
「
『

教
育

』
を

テ
ー

マ
に

し
た

全
国

世
論

調
査

結
果

」
平

成
2
3
年

1
月

1
日

（
1
8
面

）
に

よ
る

（
関

連
デ

ー
タ

（
ｐ

6
2
）

参
照

）
。

*
6

日
本

経
団

連
「

企
業

の
求

め
る

人
材

像
に

つ
い

て
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
」
（

平
成

1
6
年

）
（

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
e
i
d
a
n
r
e
n
.

o
r.
j
p/
j
ap
a
ne
s
e/
p
o
li
c
y/
2
00
4
/0
8
3.
p
df
）

に
よ

る
（

関
連

デ
ー

タ
（

ｐ
6
3
）

参
照
）
。

*
7

「
全
国
大

学
生
調

査
」
（
前

出
*
2
）

に
よ
る

（
関

連
デ
ー

タ
（
ｐ

6
4
）
参

照
）
。

基
づ

く
仕
組

み
で

あ
る
と

と
も

に
、
体

系
的

な
教
育

課
程

と
不
可

分
に

連
動

し
て

い
る
。

卒
業

の
要

件
は

原
則
と

し
て

４
年
以

上
の

在
学
と

1
2
4
単

位
以

上
の
単

位
修

得
で

あ
る

こ
と
を

踏
ま

え
る

と
、

学
期

中
の

一
日

当
た

り
の

総
学

修
時

間
は

８
時

間
程

度
で

あ
る

こ
と

が
前

提
と

さ
れ

て
い

る
*
1
。

し
か

し
、

実
際

に
は

、
我

が
国

の
学

生
の

学
修

時
間

は
そ

の
約

半
分

の
一

日
4
.
6
時

間
に

と
ど

ま
る

と
い
う

調
査

結
果
が

あ
る

*2
。
こ

れ
は

例
え
ば

ア
メ

リ
カ
の

大
学

生
と
比

較
し

て
極
め

て
短

い
*3
。

同
調

査
に

よ
れ

ば
、

理
学

、
保

健
、

芸
術

分
野

は
相

対
的

に
学

修
時

間
が

長
い

が
、

社
会

科
学

分
野

は
特

に
短
い

。

こ
れ

に
関

連
し

て
、

前
述

の
と

お
り

授
業

計
画

（
シ

ラ
バ

ス
）

を
作

成
し

て
い

る
大

学
は

平
成

2
1

年
度

で
9
6
.
4
％

ま
で

進
ん

で
い

る
が

、
そ

の
う

ち
「

具
体

的
な

準
備

学
修

内
容

を
示

し
て

い
る

」
大

学
は

3
5
.
8
％

、
「

具
体

的
な

標
準

学
修

時
間

の
目

安
を

示
し

て
い

る
」

大
学

は
6
.
8
％

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

*4
。

ま
た

、
国

民
、

産
業

界
や

学
生

は
、

学
士

課
程

教
育

の
現

状
に

満
足

し
て

い
な

い
。

例
え

ば
、

あ

る
新

聞
社

の
世

論
調

査
で

は
、

日
本

の
大

学
が

世
界

に
通

用
す

る
人

材
や

社
会

、
企

業
が

求
め

る
人

材
を

育
て
て

い
る

か
と
の

質
問

に
、
６

割
を

超
え
る

国
民

が
否
定

的
な

回
答

を
し

て
い
る

*5
。

ま
た
、

経
済

団
体

の
調

査
に

よ
れ

ば
、

企
業

の
学

士
課

程
教

育
に

対
す

る
ニ

ー
ズ

と
大

学
が

教
育

面
で

特
に

注
力

し
て

い
る

点
と

で
は

、
特

に
「

チ
ー

ム
で

特
定

の
課

題
に

取
り

組
む

経
験

を
さ

せ
る

」
、
「

理
論

に
加

え
て

、
実

社
会

と
の

つ
な

が
り

を
意

識
し

た
教

育
を

行
う

」
な

ど
の

点
で

重
要

性
の

認
識

に
差

異
や

隔
た
り

が
あ

る
*6
。

さ
ら

に
、
学

士
課

程
教
育

を
受

け
て
い

る
学

生
の
５

～
６

割
が

「
論

理
的
に

文
章

を
書

く
力

」
、
「

人
に

分
か

り
や

す
く

話
す

力
」
、
「

外
国

語
の

力
」

に
つ

い
て

の
大

学
の

授
業

の

有
効

性
を
否

定
的

に
捉
え

て
い

る
*7
。

学
長

・
学

部
長

ア
ン
ケ

ー
ト

に
よ
れ

ば
、

学
生
の

学
修

成
果
に

つ
い

て
、
「

専
門

的
知

識
、
技

術
・

技
能

」
、「

職
業

人
と
し

て
の

倫
理
観

」
に

つ
い

て
学

長
・

学
部
長

は
高

い
満
足

度
を

示
し

て
い

る
が
、

成
熟

社
会

に
お

い
て

重
要

な
「

獲
得

し
た

知
識

等
を

活
用

し
、

新
た

な
課

題
に

適
用

し
課

題
を

解
決

す
る

能
力

」
や

「
汎

用
的

能
力

」
に

関
す

る
満

足
度

が
相

対
的

に
低

い
。

ま
た

、
学

修
時

間
に

つ
い

て
は

、
「

授
業

に
出

席
し

受
講

す
る

時
間

」
に

関
し

て
は

高
い

満
足

度
を

示
し

て
い

る
が

、
「

事
前

の

準
備

や
事
後

の
展

開
な
ど

授
業

外
の
学

修
時

間
」
に

関
し

て
は
満

足
度

が
極

め
て

低
い
。

（
学

修
時
間

に
着

目
す
る

理
由

）

こ
の

よ
う

な
学

士
課

程
教

育
の

課
題

を
踏

ま
え

れ
ば

、
学

生
が

、
予

測
困

難
な

時
代

に
あ

っ
て

生

涯
学

び
続

け
、

主
体

的
に

考
え

る
力

を
修

得
す

る
に

は
、

事
前

の
準

備
、

授
業

の
受

講
、

事
後

の
展

開
と

い
っ

た
能

動
的

な
学

修
過

程
に

要
す

る
十

分
な

学
修

時
間

が
不

可
欠

で
あ

る
。

学
修

時
間

が
短

い
と

い
う

現
状

に
加

え
て

、
学

生
の

学
修

時
間

に
着

目
し

て
学

士
課

程
教

育
の

改
善

を
図

る
理

由
は

以
下

の
と
お

り
で

あ
る
。

第
一

に
、

教
育

課
程

の
基

準
が

法
令

で
定

め
ら

れ
、

授
業

時
数

を
中

心
に

教
育

課
程

が
編

成
さ

れ

て
い

る
初

等
中

等
教

育
と

は
異

な
り

、
学

生
が

主
体

的
に

事
前

の
準

備
、

授
業

の
受

講
、

事
後

の
展

開
と

い
う

学
修

の
過

程
に

一
定

時
間

を
か

け
て

取
り

組
む

こ
と

を
も

っ
て

単
位

を
授

与
し

、
ま

た
、

こ
の

よ
う

な
学

修
経

験
を

組
織

的
、

体
系

的
に

深
め

る
こ

と
を

も
っ

て
学

位
を

授
与

す
る

と
い

う
の

が
大

学
制

度
で

あ
る

。
学

修
の

量
と

質
の

両
立

の
た

め
に

は
、

質
を

伴
っ

た
学

修
時

間
で

あ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
し

た
が

っ
て

、
各

大
学

の
学

士
課

程
教

育
の

基
本

的
な

目
標

の
達

成
状

況
は

、
学

修
時

間
に

つ
い

て
、

①
学

士
課

程
教

育
に

求
め

ら
れ

る
学

修
の

質
が

伴
う

よ
う

に
確

保
さ

れ
て

い
る

か
、

②
そ

の
大

学
が

重
視

す
る

教
育

に
関

す
る

営
為

と
活

動
に

照
ら

し
て

適
切

な
設

定
と

な
っ

て
い

る
か

、
③

大
学

や
教

員
の

組
織

的
な

責
任

体
制

が
そ

の
確

保
に

対
応

し
て

い
る

か
、

と
い

っ
た

点
に

よ
っ

て
示
さ

れ
る

も
の
と

言
え

よ
う
。

第
二

に
、

学
士

課
程

教
育

の
改

善
に

つ
い

て
は

様
々

な
手

法
や

着
眼

点
が

考
え

ら
れ

る
が

、
学

修

時
間

は
、

大
学

ご
と

の
学

士
課

程
教

育
の

内
容

・
方

法
の

自
律

性
や

多
様

性
を

確
保

し
つ

つ
、

大
学

間
の

制
度

的
な

共
通

性
を

維
持

し
、

学
士

課
程

教
育

の
質

的
転

換
に

向
け

た
好

循
環

の
始

点
と

な
る

指
標

と
し
て

活
用

で
き
る

基
本

的
な
条

件
で

あ
る
。

第
三

に
、

学
士

課
程

教
育

に
お

け
る

質
を

伴
っ

た
学

修
時

間
の

確
保

は
、

世
界

的
に

も
学

士
課

程
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*1
近

年
の

動
向

と
し

て
、

欧
州

に
お

い
て

は
、

1
9
9
9
年

の
「

ボ
ロ

ー
ニ

ャ
宣

言
」

以
降

、
欧

州
域

内
の

国
際

競
争

力
の

向
上

の
基

盤
と

し
て

の
域

内
の

学
位

等
の

国
際

通
用

性
の

確
保

の
た

め
、
「

ボ
ロ

ー
ニ

ャ
・

プ
ロ

セ
ス

」
が

進
行

中
で

あ
る

。
2
0
1
0
年

以
降

は
、

高
等

教
育

資
格

の
円

滑
な

認
定

を
行

う
「

欧
州

高
等

教
育

圏
」

の
構

築
を

目
標

に
設

定
し
た

。

A
S
EA
N
地

域
で

は
、

AU
N
（

A
SE
A
N大

学
連

合
）

等
が

単
位

互
換

等
の

共
通

の
質

保
証
枠

組
み
を

検
討
し

て
い

る
。

国
際

機
関

に
お

い
て

は
、

2
0
0
5
年

、
U
N
E
S
C
O
（

国
連

教
育

科
学

文
化

機
関

）
と

O
E
C
D
（

経
済

開
発

協
力

機
構

）
が

「
国

境
を

越
え

て
提

供
さ

れ
る

高
等

教
育

の
質

保
証

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
を

策
定

し
た

。
ま

た
、

2
0
0
6
年

以
降

、

O
E
C
D
に

お
い

て
高

等
教

育
の

学
修

成
果

に
関

す
る

国
際

的
な

検
討

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
2
0
1
1
年

に
は

、
U
N
E
S
C
O
の

「
ア

ジ
ア

・
太

平
洋

地
域

に
お

け
る

高
等

教
育

の
資

格
の

認
定

に
関

す
る

地
域

条
約

」
の

採
択

会
合

が
東

京
で

開
催

さ

れ
、

締
約

国
間

に
お

け
る

高
等

教
育

資
格

等
の

相
互

認
定

に
関

す
る

原
則

等
を

定
め

た
条
約

案
が
採

択
さ
れ

た
。

我
が

国
に

お
い

て
も

、
各

大
学

に
よ

る
国

際
教

育
連

携
を

通
じ

た
教

育
内

容
の

充
実

等
の

観
点

か
ら

、
平

成
2
2
年

、

中
央

教
育

審
議

会
大

学
分

科
会

大
学

グ
ロ

ー
バ

ル
化

検
討

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
が

「
我

が
国

の
大

学
と

外
国

の
大

学

間
に

お
け

る
ダ

ブ
ル

・
デ

ィ
グ

リ
ー

等
、

組
織

的
・

継
続

的
な

教
育

連
携

関
係

の
構

築
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を

策
定

。
（

関
連

デ
ー

タ
（

ｐ
6
4
）

参
照

）

*
2

B
e
n
e
s
s
e
教

育
研

究
開

発
セ

ン
タ

ー
「

第
４

回
学

習
基

本
調

査
報

告
書

」
（

平
成

1
9
年
）
（

h
t
t
p
:
/
/
b
e
n
e
s
s
e
.
j
p
/b
e
r

d
/c
e
nt
e
r/
o
pe
n
/r
e
p
or
t
/g
a
ku
k
ih
o
n4
/
ho
n
/i
n
d
ex
_
ko
u
.h
t
ml
）

に
よ

る
（

関
連

デ
ー

タ
（

ｐ
6
5
）

参
照

）
。

教
育

の
質
の

保
証

が
課
題

*1
に

な
る

中
で

、
国

際
的
な

信
頼

の
指
標

と
し

て
不
可

欠
で

あ
る
。

以
上

の
よ

う
な

観
点

か
ら

、
本

審
議

会
と

し
て

は
、

学
士

課
程

教
育

の
質

を
飛

躍
的

に
向

上
さ

せ

る
た

め
に
、
十
分

な
質

的
充
実

を
前

提
と
し

つ
つ

学
生
の

学
修

時
間
の

増
加

・
確
保

を
始

点
と

し
て

、

学
生

の
主
体

的
な

学
び
を

確
立

す
る
こ

と
が

必
要
だ

と
考

え
る
。

（
減

少
す
る

高
校

生
の
勉

強
時

間
）

な
お

、
大

学
生

の
学

修
時

間
に

関
連

し
て

、
高

校
生

に
つ

い
て

も
学

力
に

お
け

る
中

間
層

の
勉

強

時
間

が
最

近
1
5
年

間
で

約
半

分
に

減
少

し
て

い
る

と
い

う
調

査
結

果
*2
も

深
刻

に
受

け
止

め
る

必
要

が
あ

る
。

後
述

す
る

よ
う

に
、

そ
の

背
景

に
は

、
高

等
学

校
教

育
自

体
の

課
題

に
加

え
、

大
学

進
学

率
の

上
昇

と
大

学
入

学
者

選
抜

の
実

施
方

法
の

多
様

化
・

評
価

尺
度

の
多

元
化

等
に

よ
る

大
学

入
学

者
選

抜
に
お

け
る

選
抜
機

能
の

低
下
も

あ
る

と
考
え

ら
れ

る
。

６
．

学
士

課
程

教
育

の
質

的
転

換
へ

の
方

策

（
体

系
的
・

組
織

的
な
教

育
の

実
施
）

学
士

課
程

教
育

の
質

的
転

換
へ

の
好

循
環

の
た

め
に

は
、

質
を

伴
っ

た
学

修
時

間
の

実
質

的
な

増

加
・

確
保

が
不

可
欠

で
あ

る
。

た
だ

し
、

こ
の

点
の

改
善

は
、

学
生

に
向

か
っ

て
「

学
修

時
間

を
増

や
し

な
さ

い
」

と
呼

び
か

け
る

こ
と

だ
け

で
は

実
現

し
な

い
。

学
生

の
学

修
時

間
の

増
加

・
確

保
に

は
、

学
生

の
主

体
的

な
学

修
を

促
す

教
育

内
容

と
方

法
の

工
夫

が
不

可
欠

で
あ

る
。

す
な

わ
ち

、
大

学
の

教
員

が
、

学
生

の
主

体
的

な
学

修
の

確
立

は
当

該
学

生
に

と
っ

て
も

社
会

に
と

っ
て

も
必

須
で

あ
る

と
い

う
意

識
に

立
っ

て
、

主
体

的
な

学
修

の
仕

方
を

身
に

付
け

さ
せ

、
そ

れ
を

促
す

方
向

で
教

育
内

容
と

方
法

の
改

善
を

行
う

こ
と

、
ま

た
そ

の
よ

う
な

教
員

の
取

組
を

大
学

が
組

織
的

に
保

証
す

*1
プ

ロ
グ

ラ
ム

中
心

の
考

え
方

に
基

づ
い

た
具

体
的

な
取

組
例

と
し

て
は

、
「

育
成

す
る

人
材

像
に

即
し

た
４

年
一

貫

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
（

新
潟

大
学

）
や

「
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

フ
ロ

ー
（

マ
ッ

プ
）

到
達

目
標

達
成

型
の

教
育

プ
ロ

グ

ラ
ム
」
（

金
沢
工

業
大

学
）
が

あ
る
（

関
連
デ

ー
タ

（
ｐ

72
）
）
。

る
こ

と
が
必

要
で

あ
る
。

し
た

が
っ

て
、

学
修

時
間

の
実

質
的

な
増

加
・

確
保

は
、

以
下

の
諸

方
策

と
連

な
っ

て
進

め
ら

れ

る
必

要
が
あ

る
。

・
教
育

課
程

の
体
系

化

大
学

、
学

部
、

学
科

の
教

育
課

程
が

全
体

と
し

て
ど

の
よ

う
な

能
力

を
育

成
し

、
ど

の
よ

う
な

知
識

、
技

術
、

技
能

を
修

得
さ

せ
よ

う
と

し
て

い
る

か
、

そ
の

た
め

に
個

々
の

授
業

科

目
が

ど
の

よ
う

に
連

携
し

関
連

し
合

う
か

が
、

あ
ら

か
じ

め
明

示
さ

れ
る

こ
と

。
な

お
、

大

学
と

し
て

の
学

位
授

与
の

方
針

に
対

し
て

授
業

科
目

数
が

過
多

で
あ

っ
た

り
、

科
目

の
内

容

が
過

度
に

重
な

っ
て

い
る

場
合

は
、

そ
の

精
選

の
上

に
体

系
化

が
行

わ
れ

る
必

要
が

あ
る

。

ま
た

、
科

目
を

履
修

す
る

学
生

を
は

じ
め

、
当

該
大

学
、

学
部

、
学

科
等

が
提

供
し

て
い

る

教
育

課
程

の
内

容
に

関
心

を
持

つ
全

て
の

人
に

教
育

課
程

の
体

系
が

容
易

に
理

解
で

き
る

よ

う
に
、
科

目
間
の

関
連

や
科
目

内
容

の
難
易

を
表

現
す
る

番
号

を
つ
け

る
（

ナ
ン

バ
リ

ン
グ
）

な
ど
、

教
育

課
程
の

構
造

を
分
か

り
や

す
く
明

示
す

る
工
夫

が
必

要
で

あ
る

。

・
組
織

的
な

教
育
の

実
施

体
系

的
な

教
育

課
程

に
基

づ
い

て
、

教
員

間
の

連
携

と
協

力
に

よ
る

組
織

的
教

育
が

行
わ

れ
る
こ

と
。
往

々
に
し

て
大

学
の
授

業
（

授
業

科
目

）
は

個
々

の
教

員
の

責
任
に

委
ね

ら
れ
、

教
員

の
専

門
性

に
引

き
つ

け
た

授
業

科
目

の
設

定
が

行
わ

れ
て

き
た

が
、

学
士

課
程

教
育

の

質
的

転
換

の
た

め
に

は
、

教
員

全
体

の
主

体
的

な
参

画
に

よ
る

教
育

課
程

の
体

系
化

と
並

ん

で
、
授

業
内

容
や
そ

の
実

施
に
関

わ
る

教
員
の

組
織

的
な
取

組
が

必
要

で
あ

る
。

・
授
業

計
画

（
シ
ラ

バ
ス

）
の
充

実

学
生

に
事

前
に

提
示

す
る

授
業

計
画

（
シ

ラ
バ

ス
）

は
、

単
な

る
講

義
概

要
（

コ
ー

ス
カ

タ
ロ

グ
）

に
と

ど
ま

る
こ

と
な

く
、

学
生

が
授

業
の

た
め

主
体

的
に

事
前

の
準

備
や

事
後

の

展
開

な
ど

を
行

う
こ

と
を

可
能

に
し

、
他

の
授

業
科

目
と

の
関

連
性

の
説

明
な

ど
の

記
述

を

含
み
、

授
業

の
工
程

表
と

し
て
機

能
す

る
よ
う

に
作

成
さ
れ

る
こ

と
。

・
全
学

的
な

教
学
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

の
確

立

教
員

の
教

育
力

の
向

上
を

含
む

諸
課

題
の

発
見

と
解

決
を

進
め

る
た

め
、

学
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
下

、
全

学
的

な
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

確
立

し
、

大
学

教
育

の
改

革
サ

イ
ク

ル

を
展
開

さ
せ

る
こ
と

。

こ
の

よ
う

に
、

学
士

課
程

教
育

を
各

教
員

の
属

人
的

な
取

組
か

ら
大

学
が

組
織

的
に

提
供

す
る

体

系
立

っ
た

も
の

へ
と

進
化

さ
せ

、
学

生
の

能
力

を
ど

う
伸

ば
す

か
と

い
う

学
生

本
位

の
視

点
に

立
っ

た
学

士
課

程
教

育
へ

と
質

的
な

転
換

を
図

る
た

め
に

は
、

教
員

中
心

の
授

業
科

目
の

編
成

か
ら

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
中

心
の

授
業

科
目

の
編

成
へ

の
転

換
*1
が

必
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
は

、
教

学
シ

ス
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*
1

「
予

測
困

難
な

時
代

に
お

い
て

生
涯

学
び

続
け

、
主

体
的

に
考

え
る

力
を

育
成

す
る

大
学

へ
」

平
成

2
4
年

３
月

2
6
日

中
央

教
育

審
議

会
大

学
分

科
会

大
学

教
育

部
会

審
議

ま
と

め
（

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
e
x
t
.
g
o
.
j
p
/
b
_
m
e
n
u
/
s
h
i
n
g
i
/
c
h
uk
y
o

/
ch
u
ky
o
4/
h
ou
k
ok
u
/
13
1
91
8
3.
h
tm
）

テ
ム

の
再
構

築
や

そ
れ
を

支
援

す
る
ス

タ
ッ

フ
の
養

成
や

確
保
が

必
要

と
な

る
。

こ
の

よ
う

な
全

学
的

な
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

確
立

の
た

め
に

は
、

学
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

に

よ
る

全
学

的
な

合
意

形
成

が
不

可
欠

で
あ

り
、

そ
れ

を
可

能
と

す
る

実
効

性
あ

る
全

学
的

な
ガ

バ
ナ

ン
ス

と
財
政

基
盤

の
確
立

が
求

め
ら
れ

る
。

教
員

に
は

そ
れ

ぞ
れ

の
授

業
に

お
い

て
学

生
の

知
的

・
人

間
的

能
力

を
開

花
さ

せ
る

質
の

高
い

教

育
を

展
開

す
る

責
任

が
あ

る
。

学
生

が
そ

の
潜

在
的

能
力

を
眠

ら
せ

た
ま

ま
大

学
を

卒
業

し
て

し
ま

う
こ

と
は

、
当

該
学

生
に

と
っ

て
も

、
社

会
に

と
っ

て
も

大
き

な
損

失
で

あ
り

、
学

長
や

教
学

担
当

副
学

長
等

の
全

学
的

な
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

当
た

る
者

は
、

潜
在

的
能

力
を

含
め

て
学

生
の

能
力

を
開

花
さ

せ
る

学
士

課
程

教
育

を
大

学
が

組
織

的
に

提
供

す
る

責
任

が
あ

る
こ

と
を

改
め

て
認

識
す

る
必

要
が
あ

る
。

以
上

の
よ

う
に

、
質

を
伴

っ
た

学
修

時
間

の
実

質
的

な
増

加
・

確
保

は
あ

く
ま

で
も

好
循

環
の

始

点
で

あ
り

、
手

段
で

あ
る

。
教

員
や

学
生

が
個

々
の

授
業

科
目

の
充

実
や

学
修

に
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
投

入
し

、
学

修
意

欲
を

高
め

て
主

体
的

な
学

修
を

確
立

す
る

た
め

に
、

各
授

業
科

目
の

内
容

・
方

法
の

改
善

、
授

業
科

目
の

整
理

・
統

合
や

相
互

連
携

、
履

修
科

目
の

登
録

の
上

限
の

適
切

な
設

定
等

に
取

り
組

む
こ

と
が

必
要

な
の

で
あ

っ
て

、
た

だ
授

業
時

数
を

増
加

さ
せ

た
り

、
教

員
・

科
目

間
の

連
携

や
調

整
な

く
事

前
の

課
題

を
過

大
に

課
し

た
り

す
る

こ
と

は
、

学
修

意
欲

を
低

下
さ

せ
る

こ
と

は
あ

っ
て

も
、

学
士

課
程

教
育

の
質

的
転

換
に

資
す

る
こ

と
に

は
な

ら
な

い
。

ま
た

、
授

業
科

目
の

整
理

・
統

合
は

、
教

育
課

程
に

お
け

る
個

々
の

学
生

の
学

修
量

を
減

少
さ

せ
る

た
め

に
行

う
も

の
で

は
な

く
、

教
育

課
程

の
体

系
性

を
高

め
、

教
員

が
個

々
の

授
業

科
目

の
充

実
に

注
ぐ

時
間

と
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
増

や
し

、
学

生
の

主
体

的
な

学
修

を
確

立
す

る
た

め
に

行
わ

れ
る

べ
き

方
策

で
あ

る
こ

と
は

言
う

ま
で

も
な
い

。

７
．

質
的

転
換

に
向

け
た

更
な

る
課

題

（
大

学
に
よ

る
改

革
努
力

と
課

題
）

本
審

議
会

は
、

本
年

３
月

2
6
日

に
大

学
分

科
会

大
学

教
育

部
会

の
「

審
議

ま
と

め
」

*1
を

公
表

し

た
後

、
こ

の
よ

う
な

現
状

の
背

景
を

理
解

す
る

た
め

に
、

各
地

で
開

催
さ

れ
た

「
大

学
教

育
改

革
地

域
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
を

通
じ

て
学

生
や

教
職

員
と

直
接

議
論

す
る

と
と

も
に

、
学

長
・

学
部

長
ア

ン
ケ

ー
ト

、
パ
ブ

リ
ッ

ク
・

コ
メ

ン
ト
に

よ
る

意
見
聴

取
、
有

識
者
か

ら
の

ヒ
ア
リ

ン
グ

等
を

実
施

し
た
。

前
述

の
と

お
り

、
学

士
課

程
教

育
の

改
善

の
た

め
の

取
組

は
様

々
な

形
で

進
展

し
て

い
る

。
本

審

議
会

も
、

こ
れ

ま
で

の
審

議
過

程
等

を
通

じ
、

多
く

の
教

員
や

職
員

が
目

の
前

の
学

生
に

向
か

い
合

い
、

真
剣

に
教

育
し

よ
う

と
し

て
い

る
様

子
に

接
し

て
き

た
。

ま
た

、
学

長
・

学
部

長
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
授

業
の

工
程

表
と

し
て

の
シ

ラ
バ

ス
、

履
修

系
統

図
（

※
）
、

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

・
ア

シ
ス

タ
ン

ト

（
Ｔ

Ａ
）

（
※

）
や

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

等
に

よ
る

教
育

サ
ポ

ー
ト

、
学

位
授

与
方

針
に

基
づ

く
組

織
的

な
教

育
の

改
善

の
た

め
の

フ
ァ

カ
ル

テ
ィ

・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

（
Ｆ

Ｄ
）

の
充

実
な

ど
は

高
い

割
合

で
実

施
さ

れ
て

お
り

、
か

つ
、

今
後

更
に

推
進

し
た

い
と

い
う

回
答

が
多

か
っ

た
。

ま
た

、
学

修
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

（
※

）
の

活
用

や
学

生
の

学
修

経
験

等
を

問
う

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
（

学
修

行
動

調
査

（
※

）

等
）

の
重
要

性
の

認
識
も

比
較

的
高
か

っ
た

。

し
か

し
な

が
ら

、
我

が
国

の
学

生
の

学
修

時
間

は
全

体
と

し
て

短
く

、
多

く
の

国
民

は
大

学
教

育

の
現

状
を

肯
定

的
に

は
捉

え
て

い
な

い
。

こ
の

ギ
ャ

ッ
プ

の
中

で
、

学
士

課
程

教
育

の
質

的
転

換
に

熱
心

に
取

り
組

ん
で

い
る

教
員

や
職

員
の

意
欲

を
阻

喪
さ

せ
る

こ
と

な
く

、
そ

れ
ぞ

れ
の

大
学

に
お

い
て

教
育

の
質

的
転

換
の

た
め

の
改

革
サ

イ
ク

ル
が

持
続

的
に

機
能

す
る

よ
う

に
す

る
た

め
に

は
、

学
士

課
程

教
育

を
め

ぐ
る

問
題

の
背

景
や

原
因

を
分

析
し

た
上

で
、

大
学

や
社

会
全

体
で

有
効

な
対

応
を

講
じ
る

こ
と

が
必
要

で
あ

る
。

（
「

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

の
学
士

課
程

教
育
」

と
い

う
概
念

の
未

定
着
）

学
士

課
程

教
育

を
め

ぐ
る

問
題

の
背

景
・

原
因

と
し

て
考

え
ら

れ
る

第
一

の
点

は
、

学
士

課
程

答

申
が

期
待

し
た

学
位

を
与

え
る

課
程

（
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
と

し
て

の
「

学
士

課
程

教
育

」
と

い
う

概
念

の
定

着
が
い

ま
だ

途
上
で

あ
る

と
い
う

現
状

で
あ
る

。
学

長
・

学
部

長
ア
ン

ケ
ー

ト
に
お

い
て

も
、「

科

目
の

内
容

が
各

教
員

の
裁

量
に

依
存

し
、

教
員

間
の

連
携

が
十

分
で

な
い

」
、
「

授
業

科
目

が
細

分
化

さ
れ

、
開

設
科

目
が

多
い

」
、
「

教
育

課
程

の
編

成
が

学
科

な
ど

細
分

化
さ

れ
た

組
織

を
中

心
と

し
て

行
わ

れ
て

い
る

」
こ

と
に

問
題

が
あ

る
と

い
う

課
題

意
識

が
強

い
こ

と
が

う
か

が
え

る
。

ま
た

、
教

学
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト

の
確
立

に
つ

い
て
は

、
「

明
確

な
教

育
目

標
の

設
定
と

こ
れ

に
基

づ
く

体
系
的

な
教

育
課

程
の

構
築

」
、
「

学
内

／
学

部
内

の
教

員
間

で
の

教
育

改
善

に
関

す
る

認
識

の
共

有
」

が
重

要
で

あ
る

と
の
認

識
が

高
か
っ

た
。

課
題

の
解

決
に

は
以

下
の

諸
点

の
改

善
が

求
め

ら
れ

る
。

ま
ず

、
成

熟
社

会
に

お
い

て
学

生
に

求

め
ら

れ
る

能
力

を
ど

の
よ

う
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

育
成

す
る

か
（

学
位

授
与

の
方

針
）

を
明

示
し

、
そ

の
方

針
に

従
っ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

全
体

の
中

で
個

々
の

授
業

科
目

は
能

力
育

成
の

ど
の

部
分

を
担

う
か

を
担

当
教

員
が

認
識

し
、

他
の

授
業

科
目

と
連

携
し

関
連

し
合

い
な

が
ら

組
織

的
に

教
育

を
展

開
す

る
こ

と
、

そ
の

成
果

を
プ

ロ
グ

ラ
ム

共
通

の
考

え
方

や
尺

度
（
「

ア
セ

ス
メ

ン
ト

・
ポ

リ
シ

ー
」

（
※

）
）

に
則

っ
て

評
価

し
、
そ

の
結

果
を
プ

ロ
グ

ラ
ム
の

改
善

・
進
化

に
つ

な
げ
る

と
い

う
改

革
サ

イ
ク
ル

の
っ

と

が
回

る
構

造
を

定
着

さ
せ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
学

位
授

与
の

方
針

に
基

づ
い

て
、

個
々

の
学

生
の

学
修

成
果

と
と

も
に

、
教

員
が

組
織

的
な

教
育

に
参

画
し

こ
れ

に
貢

献
す

る
こ

と
や

、
プ

ロ
グ

ラ
ム
自

体
の

評
価
を

行
う

と
い
う

一
貫

性
・
体

系
性

の
確
立

が
重

要
で

あ
る

。
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は
じ

め
に

個
々

の
授

業
科

目
が

あ
る

の
で

は
な

く
、

ま
ず

学
位

授
与

の
方

針
の

下
に

学
生

の
能

力

を
育

成
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
あ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

の
授

業
科

目
が

そ
れ

を
支

え
る

と
い

う
構

造
に

な
ら

な
け

れ
ば

、
個

々
の

教
員

が
授

業
の

改
善

を
図

っ
て

も
、

学
生

全
体

が
明

確
な

目
標

の
下

で
学

修
時

間
を

か
け
て

主
体

的
に
学

ぶ
こ

と
は
望

め
な

い
の
で

あ
る

。

前
述

の
と

お
り

、
学

士
課

程
教

育
を

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

充
実

さ
せ

る
た

め
に

そ
れ

ぞ
れ

の
大

学

や
文

部
科

学
省

等
が

行
う

べ
き

方
策

は
、

既
に

学
士

課
程

答
申

で
詳

細
か

つ
網

羅
的

に
示

さ
れ

て
い

る
。

今
必

要
と

さ
れ

る
の

は
、

こ
れ

ら
を

単
に

そ
れ

ぞ
れ

別
個

に
実

施
す

る
こ

と
で

は
な

く
、

教
職

員
の

意
識

改
革

を
進

め
つ

つ
、

上
記

の
改

革
サ

イ
ク

ル
を

相
互

に
関

連
さ

せ
な

が
ら

、
全

学
的

な
教

学
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト

の
中
で

実
際

に
機
能

さ
せ

る
こ
と

で
あ

る
。

（
学

修
支
援

環
境

の
整
備

に
つ

い
て
の

課
題

）

第
二

の
点

は
、

主
体

的
な

学
修

の
確

立
の

観
点

か
ら

、
学

生
の

学
修

を
支

え
る

環
境

を
更

に
整

備

す
る

必
要
が

あ
る

こ
と
で

あ
る

。
学
長

・
学

部
長
ア

ン
ケ

ー
ト
で

は
、
「
き

め
細
か

な
指

導
を
サ

ポ
ー

ト
す

る
ス
タ

ッ
フ

が
不
足

」
し

て
い

る
と

い
う

課
題
意

識
が

強
い
。
そ

の
他

、
専

任
教

員
数

の
充
実

、

主
体

的
な

学
修

を
支

え
る

図
書

館
の

充
実

や
開

館
時

間
の

延
長

、
学

生
に

よ
る

協
働

学
修

の
場

や
学

生
寮

等
キ

ャ
ン

パ
ス

環
境

の
整

備
、

奨
学

金
の

充
実

な
ど

、
様

々
な

意
見

や
要

望
が

寄
せ

ら
れ

た
。

学
生

が
平

日
は

ア
ル

バ
イ

ト
等

を
行

う
こ

と
な

く
学

修
に

専
念

で
き

る
環

境
を

整
備

す
べ

き
で

あ
る

と
い

う
指
摘

は
、

今
日
的

に
特

に
重
要

で
あ

る
。

（
高

等
教
育

と
初

等
中
等

教
育

の
接
続

に
つ

い
て
の

課
題

）

第
三

の
点

は
、

初
等

中
等

教
育

、
特

に
高

等
学

校
教

育
と

高
等

教
育

の
接

続
や

連
携

が
必

ず
し

も

円
滑

と
は

言
え

な
い

現
状

で
あ

る
。

す
な

わ
ち

、
1
8
歳

人
口

減
少

期
に

お
け

る
大

学
・

学
部

等
の

設

置
に

関
す

る
抑

制
方

針
の

原
則

撤
廃

に
よ

る
進

学
率

の
上

昇
、

高
等

学
校

教
育

の
制

度
・

実
態

両
面

に
わ

た
る

多
様

化
、

大
学

入
試

の
実

施
方

法
の

多
様

化
や

評
価

尺
度

の
多

元
化

は
、

各
大

学
・

学
部

が
そ

れ
ぞ

れ
入

学
試

験
を

実
施

し
入

学
者

を
決

定
す

る
と

い
う

我
が

国
固

有
の

仕
組

み
の

も
と

で
、

高
等

学
校

と
大

学
と

の
接

続
の

在
り

方
を

質
的

に
変

容
さ

せ
、

複
雑

か
つ

多
様

な
実

態
を

も
た

ら
し

て
い

る
。

そ
の

結
果

、
高

等
学

校
で

は
学

力
中

間
層

の
高

校
生

の
学

習
時

間
が

大
き

く
減

少
し

て
い

る
、

大

学
で

は
初

年
次

教
育

や
補

習
学

修
等

が
増

加
し

て
い

る
、

高
等

学
校

の
教

育
課

程
の

弾
力

化
へ

の
対

応
に

よ
っ

て
大

学
入

試
セ

ン
タ

ー
試

験
は

限
界

と
言

わ
れ

る
ほ

ど
に

複
雑

化
し

て
い

る
な

ど
、

改
善

を
要

す
る
状

況
が

生
じ
て

い
る

。

大
学

に
お

け
る

主
体

的
な

学
修

は
、

義
務

教
育

及
び

高
等

学
校

教
育

を
通

じ
て

基
本

的
な

知
識

・

技
能

の
着

実
な

習
得

や
そ

れ
ら

を
活

用
し

て
課

題
を

解
決

す
る

た
め

に
必

要
な

思
考

力
等

、
並

び
に

そ
れ

ら
を
支

え
る

学
修
意

欲
、
倫
理

的
、
社

会
的
能

力
が

基
盤
と

し
て

形
成
さ

れ
て

こ
そ

成
立

す
る
。

*
1

「
大
学
改

革
実
行

プ
ラ

ン
」
（

h
tt
p
:/
/
ww
w
.m
e
x
t.
g
o.
j
p/
b
_m
e
nu
/
ho
u
do
u
/
24
/
06
/
13
2
17
9
8.
h
tm
）

前
述

の
ア
ン

ケ
ー

ト
に
よ

れ
ば

、
学

長
・

学
部
長

は
、
大

学
で
の

学
修

に
と
っ

て
の

課
題

と
し

て
「

学

生
の

自
ら

学
び

考
え

る
習

慣
が

不
足

し
て

い
る

」
こ

と
を

強
く

意
識

し
て

お
り

、
高

等
学

校
教

育
と

大
学

教
育

が
連

携
・

協
力

し
な

が
ら

、
両

者
の

学
び

の
質

を
高

め
る

こ
と

を
求

め
る

声
は

教
員

や
学

生
か

ら
も
数

多
く

寄
せ
ら

れ
た

。

（
地

域
社
会

や
企

業
な
ど

、
社

会
と
大

学
の

接
続
に

つ
い

て
の
課

題
）

第
四

の
点

は
、

地
域

社
会

や
企

業
な

ど
、

社
会

と
大

学
と

の
関

係
を

見
直

す
必

要
性

で
あ

る
。

就

職
活

動
の

早
期

化
・

長
期

化
が

学
生

の
主

体
的

な
学

修
を

阻
害

し
て

い
る

現
状

は
深

刻
で

あ
り

、
教

員
や

学
生

か
ら

そ
の

是
正

を
求

め
る

強
い

声
が

多
い

。
例

え
ば

、
授

業
に

出
席

せ
ず

に
就

職
活

動
を

し
て

い
て

も
卒

業
で

き
る

大
学

の
現

状
、

授
業

時
間

に
か

か
る

時
期

に
学

生
を

呼
び

出
し

た
り

す
る

企
業

の
現

状
が

あ
る

。
ま

た
、

大
学

教
育

改
革

地
域

フ
ォ

ー
ラ

ム
に

お
い

て
、

就
職

面
接

等
で

企
業

か
ら

卒
業

論
文

の
内

容
等

に
つ

い
て

ほ
と

ん
ど

聞
か

れ
た

こ
と

が
な

く
、

大
学

で
の

学
修

が
社

会
で

活
き

る
と

い
う

意
識

が
芽

生
え

な
い

と
い

う
学

生
か

ら
の

指
摘

も
あ

っ
た

。
一

方
、

学
長

・
学

部
長

ア
ン

ケ
ー

ト
に

お
い

て
は

、
学

外
か

ら
の

支
援

の
中

で
地

域
社

会
や

企
業

に
よ

る
「

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

な
ど

体
験

・
実

践
活

動
の

た
め

の
協

力
」

が
重

要
で

あ
る

と
い

う
認

識
が

強
い

こ
と

が
示

さ
れ

た
。 学

修
と

就
職

活
動

の
相

克
は

、
喫

緊
の

課
題

と
し

て
企

業
側

の
理

解
を

得
て

解
決

さ
れ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
大

学
生

の
主

体
的

な
学

修
の

確
立

や
学

修
へ

の
動

機
付

け
と

い
う

観
点

か
ら

、
地

域
社

会
や

企
業

と
大

学
や

大
学

間
連

携
組

織
（

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
）

が
新

し
い

連
携

・
協

力
関

係
を

構
築

す
る

こ
と
が

期
待

さ
れ
る

。

８
．

今
後

の
具

体
的

な
改

革
方

策

学
士

課
程

教
育

の
質

的
転

換
を

図
る

た
め

に
必

要
な

改
革

方
策

（
本

文
の

６
）

を
、

そ
れ

に
向

け

た
課

題
の
背

景
（

本
文

の
７

）
と

文
部

科
学

省
の
「

大
学
改

革
実

行
プ
ラ

ン
」（

平
成

2
4
年
６

月
５

日
）

*1

な
ど

を
踏
ま

え
て

、

①
大
学

や
文

部
科
学

省
、

企
業
等

に
お

い
て
速

や
か

に
取
り

組
む

こ
と

が
求

め
ら
れ

る
事

項

②
本

審
議

会
と

し
て

制
度

や
枠

組
み

の
見

直
し

を
含

め
て

多
面

的
に

審
議

を
深

め
る

必
要

が
あ

り
速
や

か
に

議
論
を

開
始

す
る
事

項

に
分

け
て

整
理

す
る

と
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。
こ

れ
ら

に
つ

い
て

は
、

大
学

改
革

実
行

プ
ラ

ン
に

示
さ

れ
た
工

程
表

も
踏
ま

え
て

迅
速
か

つ
着

実
に
実

施
さ

れ
る
こ

と
が

重
要

と
考

え
る
。

31



①
速

や
か

に
取

り
組
む

こ
と

が
求
め

ら
れ

る
事
項

（
大

学
）

大
学

に
お

い
て

は
、

各
大

学
の

状
況

を
踏

ま
え

、
例

え
ば

、
以

下
の

よ
う

な
取

組
を

行
い

、
学

士

課
程

教
育
の

質
的

転
換
を

図
る

こ
と
が

求
め

ら
れ
る

。

（
ア

）
学

長
を

中
心

と
し

て
、

副
学

長
・

学
長

補
佐

、
学

部
長

及
び

専
門

的
な

支
援

ス
タ

ッ
フ

等

が
チ

ー
ム

を
構

成
し

、
当

該
大

学
の

学
位

授
与

の
方

針
の

下
で

、
学

生
に

求
め

ら
れ

る
能

力

を
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し
て

の
学

士
課
程

教
育

を
通
じ

て
い

か
に
育

成
す

る
か

を
明

示
す
る

こ
と

、

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

中
で

個
々

の
授

業
科

目
が

能
力

育
成

の
ど

の
部

分
を

担
う

か
の

認
識

を
担

当

教
員

間
の

議
論

を
通

じ
て

共
有

し
、

他
の

授
業

科
目

と
連

携
し

関
連

し
合

い
な

が
ら

組
織

的

な
教

育
を

展
開

す
る

こ
と

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

共
通

の
考

え
方

や
尺

度
（

ア
セ

ス
メ

ン
ト

・
ポ

リ

シ
ー

）
に

則
っ

た
成

果
の

評
価
、

そ
の

結
果
を

踏
ま

え
た
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
改

善
・
進

化
と

い
の

っ
と

う
一

連
の

改
革

サ
イ
ク

ル
が

機
能
す

る
全

学
的
な

教
学

マ
ネ
ジ

メ
ン

ト
の

確
立

を
図
る

。

学
長
を
中
心
と
す
る
チ
ー
ム
は
、
学
位
授
与
の
方
針
、
教
育
課
程
の
編
成
・
実
施
の
方
針

（
※

） 、

学
修

の
成

果
に

係
る

評
価

等
の

基
準

に
つ

い
て

、
改

革
サ

イ
ク

ル
の

確
立

と
い

う
観

点
か

ら

相
互

に
関

連
付

け
た

情
報

発
信

に
努

め
る

。
特

に
、

成
果

の
評

価
に

当
た

っ
て

は
、

学
修

時

間
の

把
握

と
い

っ
た
学

修
行

動
調
査

や
ア

セ
ス
メ

ン
ト

・
テ
ス

ト
（

学
修

到
達
度

調
査

）（
※

）
、

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

（
※

）
、

学
修

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
等

、
ど

の
よ

う
な

具
体

的
な

測
定

手
法

を
用

い

た
か

を
併

せ
て

明
確
に

す
る

。

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

策
定

に
お

い
て

は
、

Ｃ
Ａ

Ｐ
制

（
※

）
や

ナ
ン
バ

リ
ン

グ
等
を

実
際

に
機

能
さ

せ
な

が
ら

、
教

員
が

個
々

の
授

業
科

目
の

充
実

に
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
投

入
す

る
こ

と
を

可

能
と

す
る

よ
う

に
授

業
科

目
の

整
理

・
統

合
と

連
携

を
図

る
。

ま
た

、
学

位
授

与
の

方
針

に

基
づ

く
組

織
的

な
教

育
へ

の
参

画
、

貢
献

に
つ

い
て

の
教

員
評

価
を

行
い

、
教

員
の

教
育

力

の
向

上
・

改
善

や
処
遇

の
決

定
、
顕

彰
等

に
活
用

す
る

。

学
部

長
の

選
任

に
当

た
っ

て
は

、
学

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
で

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
担

い
、

大
学

教
育

の
改

革
サ

イ
ク

ル
の

確
立

を
図

る
チ

ー
ム

の
構

成
員

と
し

て
の

適
任

性

と
い

う
観

点
も

重
視
す

る
。

（
イ

）
全

学
的

な
改

革
サ

イ
ク

ル
の

確
立

の
た

め
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

中
心

に
「

プ
ロ

グ
ラ

ム

と
し

て
の

学
士

課
程

教
育

」
と

い
う

基
本

的
な

認
識

の
共

有
や

教
育

方
法

に
関

す
る

技
術

の

向
上

に
資

す
る

充
実

し
た

Ｆ
Ｄ

を
実

施
す

る
。

そ
の

た
め

に
、

専
門

家
（

フ
ァ

カ
ル

テ
ィ

・

デ
ィ

ベ
ロ

ッ
パ

ー
）
の

養
成

や
確
保

、
活

用
を
図

る
。

（
ウ

）
学

部
等

の
縦

割
り

の
構

造
を

超
え

て
学

士
課

程
教

育
を

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

機
能

さ
せ

る

た
め

に
は

、
教

員
だ

け
で

は
な

く
、

職
員

等
の

専
門

ス
タ

ッ
フ

の
育

成
と

教
育

課
程

の
形

成

・
編

成
へ

の
組

織
的

参
画

が
必

要
で

あ
り

、
例

え
ば

、
他

大
学

と
の

事
務

の
共

同
実

施
等

で

*
1

こ
こ

で
は
、
「

独
立

行
政

法
人

の
制
度

及
び

組
織

の
見

直
し

の
基

本
方

針
」
（

平
成

2
4
年

１
月
2
0
日

閣
議

決
定

）
に

お

い
て

、
「

大
学

連
携

型
」

と
さ

れ
た

独
立

行
政

法
人

を
指

す
。

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

と
大

学
評

価
・

学
位

授
与

機
構

を

統
合

す
る

と
と

も
に

、
廃

止
さ

れ
る

国
立

大
学

財
務

・
経

営
セ

ン
タ

ー
の

業
務

を
承

継
し

、
平

成
2
6
年

4
月

を
目

指
し

、

創
設

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

「
大

学
教

育
の

質
保

証
の

た
め

の
新

法
人

」
の

ほ
か

、
日

本
学

術
振

興
会

、
日

本
学

生

支
援

機
構
が

該
当
す

る
。

リ
ソ

ー
ス

を
再

配
置
す

る
と

い
っ
た

工
夫

も
し
つ

つ
、

そ
の
確

保
と

養
成

を
図

る
。

（
大

学
支
援

組
織

）

大
学

の
活

動
を

支
え
る

大
学

間
連
携

組
織

（
コ
ン

ソ
ー

シ
ア
ム

）
、

大
学

団
体
、

学
協

会
、
認

証
評

価
機

関
、

大
学

連
携

法
人

*1
等

の
大

学
支

援
組

織
は

、
学

士
課

程
教

育
の

質
的

転
換

に
大

き
な

役
割

を
果

た
す

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
上

記
（

イ
）
、
（

ウ
）

の
フ

ァ
カ

ル
テ

ィ
・

デ
ィ

ベ
ロ

ッ
パ

ー

や
教

育
課

程
の

専
門

ス
タ

ッ
フ

の
養

成
・

研
修

な
ど

の
ほ

か
、

例
え

ば
以

下
の

よ
う

な
取

組
が

期
待

さ
れ

る
。

（
ア

）
大

学
情

報
の

積
極

的
発

信
に

つ
い

て
、

一
年

間
の

成
果

を
比

較
可

能
な

形
で

情
報

発
信

す

る
「

ア
ニ

ュ
ア

ル
・

レ
ポ

ー
ト

（
年

次
報

告
書

）
（

※
）
」

と
し

て
自

己
点

検
・

評
価

の
公

表
や

活
用

を
行

う
と

と
も

に
、

大
学

教
育

の
質

保
証

の
た

め
の

新
法

人
に

お
い

て
認

証
評

価
機

関

や
大

学
団

体
等

が
参

画
し

た
自

律
性

の
高

い
主

体
を

設
け

て
、

平
成

2
6
年

度
か

ら
本

格
的

に

運
営

す
る

「
大

学
ポ

ー
ト

レ
ー

ト
（

仮
称

）
（

※
）
」

の
積

極
的

な
活

用
を

促
進

す
る

。
「

大
学

ポ

ー
ト

レ
ー

ト
（

仮
称

）
」

の
重

要
な

役
割

の
一

つ
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

大
学

が
そ

の
機

能
や

特
色

に
応

じ
て

ど
の

よ
う

な
教

育
に

取
り

組
み

、
成

果
を

上
げ

て
い

る
か

に
つ

い
て

、
数

値
以

外

を
含

む
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
、

社
会

に
お

い
て

従
来

の
偏

差
値

等
に

偏
し

た
ラ

ン

キ
ン

グ
と

は
異
な

る
実

態
に
即

し
た

大
学
像

の
共

有
を

図
る

こ
と
に

あ
る

。

（
イ

）
ア

セ
ス

メ
ン
ト

・
テ

ス
ト

（
学

修
到
達

度
調

査
）
、

学
修
行

動
調

査
、
ル

ー
ブ

リ
ッ
ク

等
、

学
生

の
学

修
成

果
の

把
握

の
具

体
的

な
方

策
に

つ
い

て
は

、
国

際
機

関
に

お
け

る
取

組
の

動

向
や

諸
外

国
の

例
も

参
考

に
し

つ
つ

、
大

学
連

携
法

人
、

大
学

間
連

携
組

織
（

コ
ン

ソ
ー

シ

ア
ム
）
、

学
協
会

等
に

お
い
て

速
や

か
に
、

か
つ

多
元

的
に

研
究
・

開
発

を
推
進

す
る

。

（
ウ

）
学

士
課

程
答

申
を

踏
ま

え
た

文
部

科
学

省
の

依
頼

に
よ

り
、

日
本

学
術

会
議

は
平

成
2
2
年

８
月

に
「

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

在
り

方
に

つ
い

て
」

を
回

答
し

た
。

同
回

答
の

中

で
提

言
さ

れ
た

「
分

野
別

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
」

に
つ

い
て

は
、

現
在

、
日

本

学
術

会
議

に
お

い
て

言
語

・
文

学
や

経
営

学
、

法
学

等
の

分
野

で
審

議
が

進
ん

で
お

り
、

そ

れ
ら

は
、

各
専

門
分

野
の

学
修

に
お

け
る

知
識

の
習

得
や

能
力

の
育

成
に

つ
い

て
指

針
を

明

確
に

整
理

し
た

画
期

的
な

も
の

と
な

っ
て

い
る

。
こ

れ
ら

は
、

各
大

学
に

お
け

る
改

革
サ

イ

ク
ル

の
確

立
に

際
し

て
重

要
な

参
考

に
な

る
も

の
と

考
え

ら
れ

、
日

本
学

術
会

議
に

は
引

き

続
き

他
の

分
野

に
つ

い
て

の
審

議
の

促
進

を
期

待
し

た
い

。
文

部
科

学
省

は
そ

の
旨

を
日

本
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*1
大

学
基

準
協

会
で

は
平

成
2
3
年

度
実

施
分

か
ら

、
大

学
評

価
・

学
位

授
与

機
構

、
日

本
高

等
教

育
評

価
機

構
で

は
平

成
2
4
年

度
実

施
分

か
ら

、
内

部
質

保
証

の
評

価
を

導
入

し
て
い

る
。
（

大
学

基
準

協
会

：
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
u
a
a
.
o
r
.
j
p
/
i

m
a
g
e
s
/
a
c
c
r
e
d
i
t
a
t
i
o
n
/
p
d
f
/
e
_
s
t
a
n
d
a
r
d
/
u
n
i
v
e
r
s
i
t
y
/
u
_
s
t
a
n
d
a
r
d
.
p
d
f
）

(
大

学
評

価
・

学
位
授

与
機

構
：
h
t
t

p
:
/
/
w
w
w
.
n
i
a
d
.
a
c
.
j
p
/
n
_
h
y
o
u
k
a
/
d
a
i
g
a
k
u
/
_
_i
c
s
F
i
l
e
s
/
a
f
i
e
l
d
f
i
l
e
/
2
0
1
1
/
0
6
/
2
8
/
n
o
6
_
1
_
1
_
d
a
i
g
a
k
u
k
i
ju
n
2

4
.p
d
f）

（
日

本
高

等
教

育
評

価
機

構
：

h
t
tp
:
//
w
w
w.
j
ih
e
e.
o
r.
j
p/
d
ow
n
lo
a
d
/0
2
_2
4
ji
s
sh
i
ta
n
ko
.
pd
f
）

*2
”

in
f
or
m
at
i
on

a
nd

co
m
mu
n
ic
a
ti
o
n
t
ec
h
n
ol
o
gy
”

の
略

。
情

報
通

信
技

術
。

学
術

会
議

に
依

頼
す
る

と
と

も
に
、
各

大
学
や

認
証

評
価

機
関

に
お
け

る
そ

の
活
用

を
促

す
。

（
エ
）

大
学

評
価

の
改

善
に

つ
い
て

は
、
各

認
証

評
価

機
関

の
内
部

質
保

証
（

※
）
を

重
視

す
る

動
き

*1

を
踏

ま
え

、
全

学
的

な
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

下
で

改
革

サ
イ

ク
ル

が
確

立
し

て
い

る
か

ど

う
か

な
ど

、
学

修
成

果
を

重
視

し
た

認
証

評
価

が
行

わ
れ

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
（

別
添

３

参
照

）
。

ま
た

、
そ

れ
ぞ

れ
の

大
学

の
特

徴
が

よ
り

明
確

に
把

握
で
き

る
客

観
的
な

指
標

の
開

発
、

大
学

が
そ

の
機

能
を

踏
ま

え
て

重
点

を
置

い
て

い
る

教
育

活
動

や
研

究
活

動
に

着
目

し

た
評

価
、

後
述

す
る

よ
う

に
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
等

で
積

極
的

に
連

携
す

る
こ

と
が

求
め

ら

れ
て

い
る

地
域

社
会

や
企

業
等

の
多

様
な

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

の
意

見
の

活
用

、
評

価
に

関

す
る

業
務

の
効

率
化

を
図

る
こ

と
な

ど
も

重
要

で
あ

る
。

こ
れ

に
関

連
し

て
、

文
部

科
学

省

に
お

い
て

、
国

際
教

育
連

携
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
評

価
や

海
外

の
大

学
と

の
学

位
授

与
に

関
す

る

連
携

の
仕

組
み

の
在
り

方
に

つ
い
て

も
検

討
を
進

め
る

。

（
文

部
科
学

省
等

）

文
部

科
学

省
等

に
は

、
大

学
の

主
体

的
な

取
組

を
支

え
る

観
点

か
ら

、
以

下
の

よ
う

な
取

組
が

求

め
ら

れ
る
。

（
ア

）
大

学
教

育
の

質
的
転

換
、
研

究
力
や

地
域

の
拠
点

と
し

て
の
機

能
の

強
化
等

を
図

る
た
め

、

高
等

教
育

に
対

す
る

公
財

政
措

置
や

税
制

改
正

等
に

よ
り

企
業

等
か

ら
の

大
学

へ
の

支
援

を

促
す

仕
組

み
の

充
実
を

図
る

。

（
イ

）
各

大
学

に
お

け
る

全
学

的
な

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
下

で
の

改
革

サ
イ

ク
ル

の
確

立
を

促

進
す

る
た

め
、

教
学

に
関

す
る

制
度

の
見

直
し

を
図

る
と

と
も

に
、

基
盤

的
経

費
や

国
公

私

立
大

学
を

通
じ

た
補

助
金

等
の

配
分

に
当

た
っ

て
は

、
例

え
ば

、
組

織
的

・
体

系
的

な
教

育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

確
立

な
ど

、
十

分
な

質
を

伴
っ

た
学

修
時

間
の

実
質

的
な

増
加

・
確

保
を

は

じ
め

教
学

上
の

改
革
サ

イ
ク

ル
の
確

立
へ

の
取
組

状
況

を
参
考

資
料

の
一
つ

と
す

る
。

そ
の

際
、

Ｔ
Ａ

等
の

教
育

サ
ポ

ー
ト

ス
タ

ッ
フ

の
充

実
、

学
生

の
主

体
的

な
学

修
の

べ
ー

ス
と

な
る

図
書

館
の

機
能

強
化

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

*2
を

活
用

し
た

双
方

向
型

の
授

業
・

自
修

支
援

や

教
学

シ
ス

テ
ム

の
整

備
な

ど
、

学
修

環
境

整
備

へ
の

支
援

も
連

動
さ

せ
な

が
ら

充
実

す
る

。

（
ウ

）
各

大
学

に
お

け
る

教
学

シ
ス

テ
ム

の
確

立
に

不
可

欠
な

フ
ァ

カ
ル

テ
ィ

・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

パ

*
1

大
学

設
置

基
準

（
文

部
科

学
省

令
第

2
8
号
）
（
抄

）

第
1
4
条

教
授

と
な

る
こ

と
の

で
き

る
者

は
、

次
の

各
号

の
い

ず
れ

か
に

該
当

し
、

か
つ

、
大

学
に

お
け

る
教

育
を

担

当
す
る
に

ふ
さ
わ

し
い

教
育
上

の
能
力

を
有
す

る
と

認
め
ら

れ
る
者

と
す
る

。

一
博

士
の

学
位

（
外

国
に

お
い

て
授

与
さ

れ
た

こ
れ

に
相

当
す

る
学

位
を

含
む

。
）

を
有

し
、

研
究

上
の

業
績

を

有
す
る

者

二
研
究

上
の
業

績
が

前
号
の

者
に
準

ず
る
と

認
め

ら
れ
る

者

三
学

位
規

則
（

昭
和

二
十

八
年

文
部

省
令

第
九

号
）

第
五

条
の

二
に

規
定

す
る

専
門

職
学

位
（

外
国

に
お

い
て

授
与

さ
れ

た
こ

れ
に

相
当

す
る

学
位

を
含

む
。
）

を
有

し
、

当
該

専
門

職
学

位
の

専
攻

分
野

に
関

す
る

実
務

上
の

業
績
を

有
す
る

者

四
大

学
に

お
い

て
教

授
、

准
教

授
又

は
専

任
の

講
師

の
経

歴
（

外
国

に
お

け
る

こ
れ

ら
に

相
当

す
る

教
員

と
し

て

の
経
歴

を
含
む
。
）
の
あ

る
者

五
芸
術

、
体
育

等
に

つ
い
て

は
、
特

殊
な
技

能
に

秀
で
て

い
る
と

認
め
ら

れ
る

者

六
専
攻

分
野
に

つ
い

て
、
特

に
優
れ

た
知
識

及
び

経
験
を

有
す
る

と
認
め

ら
れ

る
者

*2
従
来
の

奨
学
金

事
業
や

授
業

料
減
免

に
加
え

、
東
日

本
大

震
災
被

災
者
を

対
象
と

し
た

就
学
支

援
を
含

む
。

*3
医

療
系

人
材

養
成

、
獣

医
師

養
成

、
技

術
者

養
成

の
分

野
に

お
い

て
こ

の
よ

う
な

取
組

が
進

め
ら

れ
て

い
る

ほ
か

、

教
員

養
成

の
分

野
で

は
、

教
員

養
成

評
価

シ
ス

テ
ム

や
大

学
間

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
を

活
用

し
た

相
互

評
価

シ
ス

テ
ム

の

取
組

等
が
進

め
ら
れ

て
い

る
。

ー
、

あ
る

い
は

入
学

者
選

抜
や

教
学

に
関

わ
る

デ
ー

タ
分

析
、

テ
ス

ト
理

論
や

学
修

評
価

等

の
知

見
を

有
す

る
専

門
ス

タ
ッ

フ
の

養
成

や
確

保
・

活
用

の
た

め
に

、
拠

点
形

成
や

大
学

間

の
連

携
の

在
り

方
等

に
関

す
る

調
査

研
究

を
行

う
。

な
お

、
こ

れ
と

並
行

し
て

、
体

系
的

Ｆ

Ｄ
の

受
講

と
大

学
設

置
基

準
第

１
４

条
（

教
授

の
資

格
）

*1
に

定
め

る
「

大
学

に
お

け
る

教

育
を

担
当

す
る

に
ふ

さ
わ

し
い

教
育

上
の

能
力

」
の

関
係

の
整

理
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

。

（
エ

）
学

生
に

対
す

る
経

済
的

支
援

に
つ

い
て

は
、

奨
学

事
業

等
*2
の

強
化

や
、

い
わ

ゆ
る

ワ
ー

ク
・

ス
タ

デ
ィ

（
※

）
の

促
進

、
企

業
や

個
人

か
ら

の
寄

附
な

ど
を

促
す

た
め

の
税
制

改
正

等
を

含
め

、
更

に
そ

の
充
実

を
図

る
。

（
オ

）
大

学
の

教
育

課
程

を
能

力
に

着
目

し
て

捉
え

る
こ

と
を

前
提

に
、

授
業

科
目

に
着

目
し

た

現
在

の
各

種
国

家
資

格
等

に
係

る
教

育
課

程
指

定
の

在
り

方
に

つ
い

て
、

文
部

科
学

省
と

し

て
研

究
を

速
や

か
に

進
め

る
。

ま
た

、
学

士
課

程
教

育
に

求
め

ら
れ

て
い

る
専

門
職

業
人

養

成
に

お
い

て
も

、
専

門
的

知
識
の

修
得

に
と
ど

ま
ら

ず
、
批

判
的
、
合

理
的

な
思
考

力
な

ど
、

必
要

な
能

力
に

つ
い

て
そ

の
重

要
性

を
踏

ま
え

制
度

の
検

討
を

進
め

る
と

と
も

に
、

そ
の

よ

う
な

能
力

の
育

成
に

向
け

た
各

大
学

の
取

組
を

促
す

。
な

お
、

専
門

職
業

人
養

成
の

い
く

つ

か
の

分
野

に
お

い
て

進
め

ら
れ

て
い

る
分

野
別

到
達

目
標

や
分

野
別

第
三

者
評

価
の

策
定

な

ど
の

分
野

別
質

保
証
の

取
組

*3
を

支
援

す
る

。

（
カ

）
学

生
の

思
考

を
引

き
出

す
教

科
書

等
の

教
材

や
教

育
方

法
の

開
発

・
研

究
な

ど
、

教
育

に

関
す

る
特

色
あ

る
自
発

的
な

取
組
に

対
し

て
も
支

援
を

行
う
。

（
キ

）
「

大
学

教
育

改
革

地
域

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

の
よ

う
な

学
生

と
の

熟
議

や
直

接
的

な
議

論
の

場

を
継

続
し

、
学

士
課

程
教

育
が

学
位

授
与

の
方

針
に

基
づ

い
た

体
系

的
で

組
織

的
な

プ
ロ

グ
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*
1

「
平

成
2
4
年

度
大

学
、

短
期

大
学

及
び

高
等

専
門

学
校

卒
業

・
修

了
予

定
者

に
係

る
就

職
に

関
す

る
要

請
」
（

平
成

2
3
年

３
月

1
7
日

就
職

問
題

懇
談

会
座

長
名

要
請

文
書

）
（

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
e
x
t
.
g
o
.
j
p
/
a
_
m
e
n
u
/
k
o
u
t
o
u
/
g
a
k
u
s
e
i
sh
i
e

n
/1
3
11
9
96
.
ht
m
）

ラ
ム

で
あ

る
べ

き
こ

と
の

認
識

の
共

有
を

図
る

と
と

も
に

、
大

学
に

対
し

て
も

学
生

の
意

見

を
全

学
的

な
教

学
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
の

確
立

の
た
め

に
有

効
に
活

用
す

る
よ
う

促
す

。

（
地

域
社
会

・
企

業
等
）

地
域

社
会

や
企

業
等
に

は
、

大
学
と

連
携

し
つ
つ

、
以

下
の
よ

う
な

取
組

が
期

待
さ
れ

る
。

（
ア

）
学

士
課

程
教

育
は

キ
ャ

ン
パ

ス
の

中
だ

け
で

完
結

す
る

も
の

で
は

な
く

、
サ

ー
ビ

ス
・

ラ

ー
ニ

ン
グ

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
、

社
会

体
験

活
動

や
留

学
経

験
等

は
、

学
生

の
学

修
へ

の

動
機

付
け

を
強

め
、

成
熟

社
会

に
お

け
る

社
会

的
自

立
や

職
業

生
活

に
必

要
な

能
力

の
育

成

に
大

き
な

効
果

を
持

つ
。

特
に

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

は
、

学
生

が
自

ら
の

専
攻

や
将

来
希

望

す
る

職
業

に
関

連
し

た
職

場
で

業
務

を
体

験
す

る
こ

と
を

通
じ

、
専

門
知

識
の

有
用

性
や

職

業
自

体
に

つ
い

て
具

体
的

に
理

解
し

、
労

働
へ

の
意

欲
・

態
度

を
高

め
る

と
と

も
に

、
自

己

の
適

性
や

志
向

に
照

ら
し

進
路

を
考

え
る

機
会

と
し

て
活

用
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

し

た
が

っ
て

、
地

域
社

会
や

企
業

等
と

大
学

は
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

の
学

士
課

程
教

育
の

質

的
向

上
の

た
め

の
、

地
域

・
企

業
参

画
型

の
新

た
な

連
携

・
協

力
に

取
り

組
む

こ
と

が
重

要

で
あ

る
。

あ
わ

せ
て

、
学

生
に

対
す

る
経

済
的

支
援

の
充

実
の

た
め

の
連

携
協

力
を

進
め

る

こ
と

を
望

み
た

い
。

（
イ

）
知

識
基

盤
社

会
に

あ
っ

て
、

大
学

は
、

個
人

が
生

涯
に

わ
た

っ
て

知
的

な
基

礎
に

裏
付

け

ら
れ

た
豊

か
な

教
養

や
知

識
、

技
術

、
技

能
を

主
体

的
に

学
修

す
る

機
会

を
提

供
し

、
そ

の

地
域

に
即

し
た

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

創
出

を
リ

ー
ド

す
る

地
域

社
会

の
核

で
あ

る
。

地
方

自

治
体

や
地

域
社

会
は

、
地

域
の

大
学

と
連

携
し

、
そ

の
知

的
資

源
を

積
極

的
に

活
用

す
る

こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

そ
の

際
、

放
送

大
学

等
の

通
信

教
育

の
利

活
用

も
重

要
で

あ
る

。
地

方

自
治

体
が

、
そ

れ
ぞ

れ
の

教
育

や
地

域
の

振
興

に
関

す
る

計
画

等
に

お
い

て
大

学
と

の
連

携

を
明

確
に

位
置

付
け
、
こ

れ
ら
の

取
組

を
積
極

的
に

推
進

す
る

こ
と
が

有
効

と
考
え

ら
れ

る
。

（
ウ

）
学

生
が

十
分

な
学

修
時

間
を

確
保

し
、

主
体

的
に

学
修

す
る

力
を

確
実

に
身

に
つ

け
る

た

め
に

、
企

業
に

は
、

大
学

に
お

け
る

学
修

を
尊

重
す

る
立

場
か

ら
、

大
学

側
と

の
協

議
に

よ

っ
て

採
用

活
動

の
開

始
時

期
を

更
に

見
直

す
な

ど
、

就
職

活
動

の
早

期
化

・
長

期
化

の
是

正

を
図

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

具
体

的
に

は
、

採
用

に
関

す
る

広
報

活
動

の
開

始
時

期
は

卒

業
前

年
度

の
３

月
以

降
、

選
考

活
動

は
卒

業
前

年
度

の
成

績
を

適
切

に
評

価
で

き
る

時
期

以

降
（

卒
業

年
度

の
夏

季
休

暇
以

降
）

と
す

る
こ

と
*1

が
求

め
ら

れ
る

。
こ

の
こ

と
は

質
の

高

い
人

材
を

得
る

と
い

う
こ

と
に

つ
な

が
る

た
め

、
長

期
的

に
は

企
業

に
と

っ
て

も
有

益
で

あ

る
。 ま

た
、

就
職

活
動

の
際

、
企

業
は

、
学

生
が

大
学

に
お

い
て

身
に

付
け

た
汎

用
的

能
力

や

専
門

的
知

識
を

積
極

的
に

問
う

こ
と

に
よ

っ
て

、
学

生
の

学
修

へ
の

動
機

付
け

を
高

め
る

こ

と
が

望
ま

れ
る

。
同

時
に

、
大

学
は

学
生

の
学

修
成

果
の

評
価

を
厳

格
に

行
う

こ
と

に
よ

っ

て
、

企
業

に
お

い
て
そ

れ
が

適
正
に

評
価

さ
れ
る

よ
う

に
す
る

こ
と

が
重
要

で
あ

る
。

②
本

審
議

会
に

お
い
て

速
や

か
に
審

議
を

開
始
す

る
事

項

本
審

議
会

は
、

上
記

改
革

の
進

捗
状

況
に

つ
い

て
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

と
分

析
を

行
い

、
改

革
の

着

実
な

実
施
と

更
な

る
改
善

の
た

め
に
必

要
な

提
案
を

随
時

行
っ
て

い
く

こ
と

と
し

て
い
る

。

本
審

議
会

に
お

い
て

、
制

度
や

枠
組

み
の

見
直

し
を

含
め

て
多

面
的

に
審

議
を

深
め

る
必

要
が

あ

り
、

速
や

か
に

議
論

を
開

始
す

る
事

項
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

本
審

議
会

は
、

下
記

の
事

項
に

つ
い

て
一

年
程

度
の

審
議

を
経

て
基

本
的

な
考

え
方

を
ま

と
め

る
方

向
で

積
極

的
に

審
議

を
進

め
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

各
大

学
に

お
い

て
は

、
こ

の
よ

う
な

審
議

を
先

取
り

し
て

、
む

し
ろ

新
し

い
モ

デ
ル

を
示
す

よ
う

な
主
体

的
か

つ
前
向

き
な

取
組
を

期
待

し
た
い

。

（
ア

）
前

述
の

と
お

り
、

現
在

、
高

等
学

校
教

育
と

高
等

教
育

の
接

続
や

連
携

は
必

ず
し

も
円

滑

と
は

言
え

な
い

。
高

等
学

校
教

育
、

大
学

入
学

者
選

抜
、

大
学

教
育

は
相

互
に

関
連

し
合

っ

て
お

り
、

ど
れ

か
一

つ
に

の
み

課
題

が
あ

る
と

捉
え

た
り

、
特

定
の

部
分

に
つ

い
て

の
み

改

善
を

加
え

よ
う

と
し

た
り

す
る

こ
と

で
は

、
問

題
は

解
決

し
な

い
。

こ
れ

か
ら

の
社

会
を

担

う
生

徒
・

学
生

に
必

要
な

能
力

を
育

成
す

る
と

い
う

観
点

か
ら

、
高

等
学

校
教

育
、

大
学

入

学
者

選
抜

、
大

学
教

育
と

い
う

三
局

面
の

連
携

と
役

割
分

担
を

見
直

し
、

高
等

学
校

教
育

の

質
保

証
、

大
学

入
学

者
選

抜
の

改
善

、
大

学
教

育
の

質
的

転
換

を
、

高
等

学
校

と
大

学
の

そ

れ
ぞ

れ
が

責
任
を

持
ち

つ
つ
、

連
携

し
な
が

ら
同

時
に
進

め
る

こ
と

が
必

要
で
あ

る
。

高
等

学
校

に
お

い
て

知
識

・
技

能
の

確
実

な
習

得
と

と
も

に
、

言
語

活
動

、
探

究
活

動
や

社
会

体
験

活
動

等
を

通
し

て
批

判
的

・
合

理
的

な
思

考
力

や
学

習
意

欲
、

倫
理

的
・

社
会

的

能
力

、
チ

ー
ム

で
行

動
で

き
る

力
を

育
成

し
、

大
学

に
お

い
て

専
門

分
野

の
学

修
を

通
じ

こ

れ
ら

の
汎

用
的
能

力
を

更
に
伸

ば
す

た
め
に

は
、

①
高

等
学

校
か

ら
大

学
へ
の

移
行

に
お
い

て
、
単

に
知

識
を

再
生

す
る
力

だ
け

で
は

な
く

、

広
く

汎
用

的
な

能
力

を
問
う

と
と

も
に
、

②
大

学
に

お
け

る
学

修
成
果

を
各

大
学
や

分
野

の
特
性

に
応

じ
て

可
視

化
す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る
と

考
え

る
。

こ
の

た
め

、
国

内
外

の
様

々
な

教
育

の
質

保
証

の
た

め
の

仕
組

み
や

構
想

、
下

記
（

イ
）

の
検

討
状

況
等

を
踏

ま
え

、
高

等
学

校
教

育
、

大
学

入
学

者
選

抜
、

大
学

教
育

と
い

う
三

局

面
の

改
善

を
総

合
的

に
ど

の
よ

う
に

結
び

つ
け

、
具

体
化

す
る

か
に

つ
い

て
、

本
審

議
会

に

新
た

に
特

別
な
審

議
の

場
を
設

置
し

て
、
大

学
や

高
等

学
校

の
関
係

者
、
受

験
生

や
保

護
者
、
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地
域

や
企

業
の

関
係

者
な

ど
と

広
く

国
民

的
な

対
話

・
議

論
を

行
い

つ
つ

、
審

議
を

行
う

こ

と
と

し
た

い
。

（
イ

）
我

が
国

の
大
学

に
お

い
て
、
「

プ
ロ

グ
ラ

ム
と
し

て
の

学
士
課

程
教

育
」

と
い

う
概
念

が
定

着
し

て
い

な
い

理
由

の
一

つ
に

は
、

平
成

1
7
年

１
月

の
本

審
議

会
答

申
「

我
が

国
の

高
等

教

育
の

将
来

像
」
に

お
い

て
、
「

現
在
、

大
学

は
学
部

・
学

科
や
研

究
科

と
い

っ
た

組
織
に

着
目

し
た

整
理

が
な

さ
れ

て
い

る
。

今
後

は
、

教
育

の
充

実
の

観
点

か
ら

、
学

部
・

大
学

院
を

通

じ
て

、
学

士
・

修
士

・
博
士

・
専

門
職
学

位
と

い
っ
た

学
位

を
与
え

る
課

程
（
プ

ロ
グ

ラ
ム
）

中
心

の
考

え
方

に
再

整
理

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
」

と
指

摘
さ

れ
て

い
る

と
お

り
、

現
行

の

学
校

教
育

法
第

９
章

に
定

め
る

大
学

制
度

が
大

学
や

学
部

・
学

科
、

研
究

科
と

い
っ

た
組

織

に
着

目
し

て
構

成
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
あ

る
。

大
学

の
教

育
研

究
上

の
基

本
組

織
と

し
て

学

部
が

位
置

付
け

ら
れ

て
い

る
現

行
の

大
学

制
度

は
長

い
経

緯
を

有
し

制
度

と
し

て
定

着
し

て

い
る

が
、

今
後

、
学

生
の

流
動

性
の

向
上

な
ど

高
等

教
育

全
体

の
柔

構
造

化
の

視
点

も
踏

ま

え
、

そ
の

在
り
方

に
つ

い
て
更

に
審

議
を
深

め
る

こ
と
が

必
要

で
あ

ろ
う

。

（
ウ

）
（

イ
）

の
観

点
も

踏
ま

え
、

大
学

改
革

を
推

進
し

、
大

学
が

社
会

を
リ

ー
ド

す
る

役
割

を

一
層

果
た

し
て

い
く

た
め

に
、

多
様

で
多

目
的

な
大

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

本
質

に
ふ

さ
わ

し

い
ガ

バ
ナ

ン
ス
の

在
り

方
や
財

政
基

盤
の
確

立
に

つ
い
て

議
論

を
進

め
る

。

（
エ

）
社

会
経

済
構

造
の

変
化

の
中

で
そ

の
重

要
性

が
増

し
、

高
等

教
育

の
機

会
均

等
、

教
養

教

育
や

職
業

教
育

、
地

域
の

生
涯

学
習

の
拠

点
と

い
っ

た
役

割
を

果
た

し
て

い
る

短
期

大
学

士

課
程

に
つ

い
て

、
知

識
基

盤
社

会
、

成
熟

社
会

の
中

で
そ

の
機

能
を

ど
の

よ
う

に
再

構
築

す

べ
き

か
な

ど
、
そ

の
在

り
方
を

検
討

す
る
こ

と
と

し
た
い

。

な
お

、
１

．
で

述
べ

た
と

お
り

本
答

申
は

、
学

士
課

程
教

育
の

質
的

転
換

に
焦

点
を

当
て

た
も

の

で
あ

る
。

上
記

の
速

や
か

に
審

議
す

べ
き

事
項

以
外

に
も

、
社

会
人

の
学

び
直

し
の

場
や

地
域

社
会

の
核

と
し
て

の
大

学
の
役

割
を

果
た
す

た
め

の
課
題

・
論

点
や
職

業
教

育
、
教

育
費

負
担

の
在

り
方

、

国
際

化
の

拠
点

と
な

る
大

学
の

形
成

や
海

外
の

大
学

と
の

国
際

的
な

教
育

連
携

強
化

の
更

な
る

推
進

方
策

な
ど

、
議

論
す

べ
き

事
項

は
多

い
。

こ
れ

ら
の

諸
課

題
に

つ
い

て
も

、
速

や
か

に
審

議
す

べ
き

事
項

と
の
関

連
も

踏
ま
え

つ
つ

、
順
次

、
検

討
を
進

め
る

こ
と
と

し
た

い
。
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*
1

審
議

経
過
（
ｐ
1
5
4
～
1
5
5
）
参
照
。

*
2

１
社

会
や

学
生

か
ら

の
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

大
学

制
度

及
び

そ
の

教
育

の
在

り
方

、
２

グ
ロ

ー
バ

ル
化

の
進

展
の

中
で

の
大

学
教

育
の

在
り

方
、

３
人

口
減

少
期

に
お

け
る

我
が

国
の

大
学

の
全

体
像

に
つ

い
て

、
①

現
状

、
②

大

学
分

科
会

に
お

け
る

審
議

、
③

基
本

的
考

え
方

、
④

今
後

の
対

応
に

つ
い

て
整

理
し

、
未

着
手

の
事

項
と

併
せ

て
、

引

き
続

き
議

論
を

深
め

る
必

要
性

を
示

し
た

。

（
別

紙
）

こ
れ

ま
で

の
審

議
経

過

１
中

央
教

育
審

議
会
へ

の
諮

問

○
平

成
2
0
年

７
月

に
政

府
に

よ
っ

て
閣

議
決

定
さ

れ
た

「
教

育
振

興
基

本
計

画
」

は
、

大
学

に
関

し
、

平
成

2
0
年

度
か

ら
の

５
年

間
で

、
特

に
重

点
的

に
取

り
組

む
事

項
と

し
て

、
教

育
力

の
強

化

と
質

保
証

、
卓

越
し

た
教

育
研

究
拠

点
の

形
成

と
国

際
化

の
推

進
等

の
施

策
を

示
す

と
と

も
に

、

こ
の

「
５

年
間

を
高

等
教

育
の

転
換

と
革

新
に

向
け

た
始

動
期

間
と

位
置

づ
け

、
中

長
期

的
な

高

等
教

育
の

在
り

方
に
つ

い
て

検
討
し

、
結

論
を
得

る
」

と
し
て

い
る

。

○
こ

の
こ

と
を

受
け

て
、

同
年

９
月

1
1
日

、
文

部
科

学
大

臣
か

ら
中

央
教

育
審

議
会

に
諮

問
「

中

長
期

的
な

大
学

教
育

の
在

り
方

に
つ

い
て

」
が

な
さ

れ
、

大
学

分
科

会
に

お
い

て
、

そ
の

具
体

的

な
検

討
が

付
託

さ
れ
た

こ
と

を
受
け

て
、

９
月

2
5
日

以
降

審
議

を
進

め
て

き
た

。

２
諮

問
事

項
と

審
議
の

進
め

方

○
諮

問
の

主
な

内
容
は

、
以

下
の
三

つ
か

ら
な
っ

て
い

る
。

①
社

会
や

学
生

か
ら

の
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

大
学

制
度

及
び

そ
の

教
育

の
在

り
方

に

つ
い

て

②
グ

ロ
ー

バ
ル
化

の
進

展
の
中

で
の

大
学
教

育
の

在
り
方

に
つ

い
て

③
人

口
減

少
期
に

お
け

る
我
が

国
の

大
学
の

全
体

像
に
つ

い
て

加
え

て
、

①
～

③
に
関

連
す

る
行
財

政
シ

ス
テ
ム

の
検

討
を
行

う
こ

と
と

さ
れ

て
い
る

。

（
第

４
期
中

央
教

育
審
議

会
に

お
け
る

検
討

）

○
諮

問
を

受
け

た
第

４
期

大
学

分
科

会
（

任
期

：
平

成
1
9
年

２
月

～
平

成
2
1
年

１
月

）
で

は
、

審

議
事

項
は

多
岐

に
わ

た
る

も
の

の
、

各
事

項
は

深
く

関
連

し
て

い
る

た
め

、
部

会
等

に
分

割
し

て

検
討

を
委

ね
る

の
で
は

な
く

、
大
学

分
科

会
と
し

て
直

接
に
審

議
を

行
っ

た
。

な
お

、
審

議
事

項
の

う
ち

専
門

的
な

内
容

に
関

し
て

は
、

大
学

分
科

会
に

置
か

れ
た

「
大

学
教

育
の

検
討

に
関

す
る

作
業

部
会

」
に

計
1
3
の

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
（

W
G
）

を
設

け
、

各
W
G
が

各
種

の
調

査
・

分
析

・
論

点
整

理
の

た
め

の
専

門
的

な
検

討
を

行
い

、
論

点
が

あ
る

程
度

整
理

さ

れ
た

も
の

か
ら

、
随

時
、

大
学

分
科

会
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

、
大

学
分

科
会

を
審

議
の

主
体

と

し
た

。

平
成
2
1
年

１
月

2
6
日

ま
で

７
回
の

審
議

*1
を
行

い
、
同

日
付

け
で

審
議
経

過
*2
を

取
り

ま
と

め
た

。

*
1

公
的

な
質

保
証

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

論
点

整
理

。
グ

ロ
ー

バ
ル

化
の

進
展

に
関

す
る

論
点

整
理

。
大

学
の

量
的

規
模

の
検

討
の

論
点

整
理

。
大

学
の

適
正

規
模

を
踏

ま
え

た
自

主
的

な
組

織
の

見
直

し
の

支
援

の
提

言
。

大
学

教
育

・
学

生

支
援
の
共
同

利
用
拠
点
制
度
の
創
設

の
提
言
。

*
2

公
的

な
質

保
証

シ
ス

テ
ム

に
関

し
、

設
置

基
準

・
設

置
認

可
審

査
・

認
証

評
価

に
関

す
る

経
緯

と
課

題
の

整
理

。
ま

た
、
大
学
院

教
育
の
実
質
化
に
関
す

る
課
題
整
理
。
学
生
の
経
済
的
支
援
の

提
言
。

*
3

「
社

会
的

・
職

業
的

自
立

に
関

す
る

指
導

等
」

の
設

置
基

準
の

改
正

。
教

育
情

報
の

公
表

の
検

討
開

始
。

大
学

院
教

育
に

関
す

る
大

学
の

取
組

の
検

証
開

始
。

海
外

大
学

と
の

ダ
ブ

ル
・

デ
ィ

グ
リ

ー
等

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
案

の
作

成
。

大
学
の
自
主
的
な
経
営
改
善
へ
の
支

援
の
検
討
課
題
の
整
理
。
社
会
人
学
生

の
受
入
れ
促
進
支
援
の
検
討
開
始
。

*
4

公
的

な
質

保
証

シ
ス

テ
ム

(
設

置
基

準
、

設
置

認
可

、
認

証
評

価
）

を
整

備
。

教
育

情
報

と
し

て
公

表
す

べ
き

最
低

限
の

事
項

を
明

確
化

。
履

修
対

象
者

を
明

確
に

し
た

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

整
備

、
大

学
間

連
携

を
通

じ
地

域
ニ

ー
ズ

に

応
じ

た
人

材
養

成
、

学
修

成
果

の
評

価
・

活
用

の
促

進
。

海
外

の
大

学
と

の
ダ

ブ
ル

・
デ

ィ
グ

リ
ー

等
に

よ
る

教
育

連

携
促

進
の

運
用

上
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
整

備
。

ア
ジ

ア
地

域
経

済
の

一
体

的
進

展
を

踏
ま

え
た

人
材

育
成

。
従

来
の

大

学
院

振
興

施
策

に
つ

い
て

の
成

果
や

課
題

の
検

証
実

施
、

及
び

第
2
次

大
学

院
教

育
振

興
施

策
要

綱
（

仮
称

）
を

視
野

に
入

れ
た

今
後

の
新

た
な

施
策

の
検

討
開

始
。

国
公

私
立

大
学

の
機

能
と

役
割

の
整

理
。

私
立

大
学

の
健

全
な

発
展

の

た
め

の
対

応
を

整
理

。
大

学
の

機
能

別
分

化
を

踏
ま

え
た

施
策

の
充

実
、

各
大

学
の

特
色

を
踏

ま
え

た
評

価
の

検
討
。

（
第

５
期
中

央
教

育
審
議

会
に

お
け
る

検
討

）

○
平

成
2
1
年

２
月

に
発

足
し

た
第

５
期

大
学

分
科

会
で

は
、

第
４

期
と

同
じ

く
、

大
学

分
科

会
が

主
導

的
に

検
討

を
行

う
こ

と
を

基
本

と
し

た
上

で
、

審
議

の
機

動
性

を
高

め
、

議
論

の
内

容
を

深

化
さ

せ
る

た
め

、
五

つ
の

部
会

と
二

つ
の

委
員

会
を

設
置

す
る

と
と

も
に

、
部

会
の

下
に

複
数

の

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
（

W
G
）

を
設

置
し

、
審

議
事

項
の

う
ち

専
門

的
な

内
容

に
関

し
、

調
査

・
分

析
・

論
点

整
理
を

行
っ

た
。

○
多

岐
に

わ
た

る
審

議
事

項
に

つ
い

て
、

段
階

的
に

論
点

を
整

理
し

て
お

り
、

そ
う

し
た

審
議

経

過
の

概
要

を
随

時
取
り

ま
と

め
て
き

た
。

・
平
成

2
1
年

６
月
「

第
１

次
報
告

」
*
1

・
〃

８
月
「

第
２

次
報
告

」
*
2

・
平
成

2
2
年

１
月
「

第
３

次
報
告

」
*
3

・
〃

６
月
「

第
４

次
報
告

」
*
4

こ
れ
ら

の
４

回
の
報

告
は

、
各
種

審
議

事
項
に

関
し

、

①
制
度

改
正

を
含
む

具
体

的
な
提

言
に

至
っ
た

も
の

、

②
一
定

の
方

向
性
を

提
示

し
、
更

な
る

審
議
を

要
す

る
も
の

、

③
論
点

整
理

に
と
ど

ま
り

、
方
向

性
も

含
め
て

具
体

的
な
審

議
を

要
す

る
も

の
、

な
ど

多
様

な
内

容
を

含
ん

で
い

る
。

そ
の

う
ち

大
学

設
置

基
準

等
の

改
正

に
関

し
、

具
体

的
な

提

言
に

至
っ

た
も

の
に

つ
い

て
は

、
大

学
を

取
り

巻
く

状
況

等
に

速
や

か
に

対
応

す
る

た
め

、
以

下

の
と

お
り

、
そ

の
改
正

を
随

時
答
申

し
て

い
る
。

・
平

成
2
1
年

1
0
月

：
地

域
の

医
師

確
保

等
に

早
急

に
対

応
す

る
た

め
、

医
学

教
育

の
定

員
増

の

た
め

の
専

任
教

員
数

と
校

舎
面

積
の

規
定

を
整

備
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

大
学

設
置

基

準
等

の
改

正
を
答

申
。

・
平

成
2
2
年

２
月

：
社

会
的

・
職

業
的

自
立

に
関

す
る

指
導

等
の

規
定

を
整

備
す

る
た

め
、

大
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*
1

部
会
で
は
4
3
回
、
ワ
ー
キ
ン

グ
で
は
4
5
回
審
議
を
行
っ
た
。
（

審
議

経
過

（
ｐ
1
5
5
～
1
6
0,
1
6
3
～
1
6
6
）
参
照
）

*
2

公
的

な
質

保
証

シ
ス

テ
ム

（
設

置
基

準
、

設
置

認
可

審
査

、
認

証
評

価
）

の
改

善
。

グ
ロ

ー
バ

ル
化

へ
の

対
応

（
海

外
大

学
と

の
ダ

ブ
ル

・
デ

ィ
グ

リ
ー

を
推

進
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

公
表

な
ど

）
。

大
学

の
活

動
に

関
す

る
情

報
の

公

表
（

大
学

が
公

表
す

べ
き

教
育

情
報

の
明

確
化

な
ど

）
。

設
置

形
態

、
機

能
別

分
化

と
大

学
間

連
携

の
促

進
。

教
育

研

究
機

能
の

充
実

の
た

め
の

取
組

・
経

営
の

基
盤

強
化

（
大

学
財

政
の

重
要

性
と

今
後

の
改

善
）

を
提

言
。

ま
た

、
更

に

検
討

す
べ

き
課

題
と

し
て

、
体

系
性

・
一

貫
性

の
あ

る
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
確

立
、

各
大

学
の

教
育

研
究

の
状

況
の

可

視
化

、
機

能
別

評
価

の
導

入
、

大
学

の
自

主
的

・
自

律
的

な
判

断
に

よ
る

組
織
基
盤
の
強
化
な
ど
を
論
点
整
理
。

学
設

置
基

準
等
の

改
正

を
答
申

。

・
平

成
2
2
年

２
月

：
法

科
大

学
院

に
お

け
る

法
学

未
修

者
の

学
修

の
充

実
に

係
る

専
門

職
大

学

院
設

置
基

準
の

改
正

と
、

認
証

評
価

の
評

価
項

目
の

追
加

等
の

た
め

の
文

部
科

学
省

令
の

改

正
を

答
申

。

・
平
成

2
2
年

５
月
：

教
育

情
報
の

公
表

の
促
進

の
た

め
大
学

設
置

基
準

等
の

改
正
を

答
申

。

・
平

成
2
2
年

６
月

：
国

際
連

合
大

学
が

大
学

院
の

課
程

を
開

設
す

る
こ

と
を

受
け

て
、

我
が

国

の
大

学
院

入
学

資
格

と
の

接
続

や
、

大
学

院
と

の
単

位
互

換
を

可
能

と
す

る
大

学
院

設
置

基

準
等

の
改

正
を
答

申
。

○
ま

た
、

大
学

院
教

育
に

関
し

て
は

、
平

成
1
7
年

９
月

の
「

新
時

代
の

大
学

院
教

育
」

後
の

状
況

を
踏

ま
え

た
検

討
を

行
い

、
そ

の
結

果
を

平
成

2
3
年

１
月

に
「

グ
ロ

ー
バ

ル
化

社
会

の
大

学
院

教

育
」

と
し

て
取

り
ま
と

め
た

。

○
こ

の
ほ

か
に

も
、

審
議

を
通

じ
て

具
体

的
な

提
言

に
至

っ
た

も
の

に
つ

い
て

は
、

制
度

改
正

や

予
算

措
置

等
を

講
じ
た

。

大
学
分

科
会

で
は
、

平
成

2
3
年
１

月
1
9
日

ま
で

1
9
回

の
審
議

*1
を

行
い
、

同
日

付
け

で
「

第
５
期

・
中

央
教

育
審

議
会
大

学
分

科
会
の

審
議

経
過
と

更
に

検
討
す

べ
き

課
題

に
つ

い
て
」

*
2 を

取
り
ま

と
め

、
こ

れ
ま

で
の

検
討

も
踏

ま
え

つ
つ

、
引

き
続

き
各

界
の

意
見

も
踏

ま
え

て
検

討
を

行
う

こ

と
と

し
た

。

（
第

６
期
中

央
教

育
審
議

会
に

お
け
る

検
討

）

○
平

成
2
3
年

２
月

に
発

足
し

た
第

６
期

大
学

分
科

会
で

は
、

こ
れ

ま
で

の
審

議
を

踏
ま

え
、

特
に

以
下

の
観

点
に

重
点
を

置
い

て
審
議

を
行

う
こ
と

に
つ

い
て
、
文
部

科
学

省
よ
り

要
請

が
あ

っ
た

。

①
教

育
の

質
の
保

証
・

向
上
の

推
進

方
策
に

つ
い

て

②
大

学
の

機
能
別

の
分

化
や
連

携
に

関
す
る

推
進

方
策
に

つ
い

て

③
大

学
の

組
織
・

経
営

基
盤
の

強
化

に
つ
い

て

こ
の

た
め

、
二

つ
の

部
会

と
二

つ
の

委
員

会
を

設
置

し
、

審
議

事
項

の
う

ち
専

門
的

な
内

容
に

関

し
、

今
日

ま
で

調
査
・

分
析

・
論
点

整
理

を
行
っ

て
き

た
。

○
そ

の
間

、
大

学
設

置
基

準
等

の
改

正
に

関
し

、
大

学
を

取
り

巻
く

状
況

等
に

速
や

か
に

対
応

す

*
1

我
が

国
の

大
学

改
革

と
し

て
急

が
れ

る
課

題
と

し
て

、
①

大
学

教
育

を
通

じ
た

共
通

基
盤

の
確

立
（

学
士

課
程

に
お

け
る

学
生

受
入

れ
／

教
育

課
程

の
編

成
／

学
位

授
与

の
方

針
の

明
確

化
、

大
学

院
教

育
の

実
質

化
）
、

②
機

能
別

分
化

の
進

展
へ

の
対

応
、

③
こ

れ
ら

の
た

め
の

、
学

内
ガ

バ
ナ

ン
ス

強
化

を
挙

げ
、

議
論

の
進

め
方

を
整

理
。

ま
た

、
機

能

別
分

化
の

進
展

に
対

応
し

た
取

組
へ

の
財

政
支

援
、

大
学

の
教

育
活

動
の

可
視

化
大

学
を

支
援

す
る

団
体

の
役

割
の

充

実
な
ど
当
面

の
支
援
策
を
取
り
ま
と

め
た
。

*
2

審
議
経
過
（
ｐ

1
6
0
～
1
6
2
）
参
照
。

*
3

「
予

測
困

難
な

時
代

に
お

い
て

生
涯

学
び

続
け

、
主

体
的

に
考

え
る

力
を

育
成

す
る

大
学

へ
」

平
成

2
4
年

3
月

2
6
日

中
央

教
育

審
議

会
大

学
分

科
会

大
学

教
育

部
会
審

議
ま

と
め

（
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
e
x
t
.

g
o
.
j
p
/
b
_m

e
nu

/
sh

i
ng

i
/c

h
uk

y
o/

ch
u
ky

o4
/
ho
u
ko

ku
/
13

19
1
83
.
ht

m）

る
た

め
、

以
下

の
と
お

り
、

そ
の
改

正
を

随
時
答

申
し

て
い
る

。

・
平

成
2
4
年

１
月

：
課

程
を

通
じ

て
一

貫
し

た
体

系
的

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
持

っ
た

博
士

課
程

教

育
を

構
築

す
る

こ
と

等
に

よ
り

大
学

院
教

育
の

質
を

高
め

る
た

め
、

大
学

院
設

置
基

準
等

の

改
正

を
答

申
。

・
平

成
2
4
年

３
月

：
空

地
及

び
運

動
場

に
係

る
要

件
を

弾
力

化
す

る
た

め
、

大
学

設
置

基
準

等

の
改

正
を

答
申
。

○
ま

た
、

同
年

８
月

2
4
日

に
は

、
機

能
別

分
化

の
進

展
へ

の
対

応
の

観
点

か
ら

、
大

学
の

取
組

を

支
援

す
る

方
策

を
中
心

に
、「

中
央

教
育

審
議

会
大
学

分
科

会
の
こ

れ
ま

で
の
主

な
論

点
に
つ

い
て

」
*
1 を

取
り

ま
と

め
た
。

○
学

士
課

程
教

育
に
関

し
て

は
、
大

学
教

育
部
会

に
お

い
て
1
1
回

に
わ
た

っ
て

審
議

*
2 し

、
平

成
2
4

年
３

月
2
6
日

に
、

学
士

課
程

教
育

の
質

的
転

換
へ

の
好

循
環

の
第

一
歩

（
始

点
）

と
し

て
、

ま
ず

「
質

を
伴

っ
た

学
修

時
間

の
実

質
的

な
増

加
・

確
保

に
よ

る
学

生
の

主
体

的
な

学
び

の
確

立
」

に

取
り

組
む

必
要

が
あ
る

と
い

う
こ
と

を
基

本
的
な

考
え

方
と
す

る
「

審
議

ま
と

め
」

*
3 を

取
り

ま
と

め
、

公
表

し
た

。
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現状と課題

当面の改善方策 ～教育委員会・学校と大学の連携・協働による高度化

改革の方向性

教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な
向上方策について（答申）の概要

教員養成の改革の方向性 ： 教員養成を修士レベル化し、高度専門職業人として位置付け

◆多様な人材の登用の促進 ◆授業料減免や奨学金の活用等による学生の経済的負担の軽減について留意
◆教員免許更新制については、詳細な制度設計の際に更に検討
◆詳細な制度設計の際は、幼稚園教諭等、学校種や職種の特性に配慮するとともに、国公私の設置形態に留意

教員免許制度の改革の方向性 ：
「一般免許状（仮称）」、「基礎免許状（仮称）」、「専門免許状（仮称）」の創設

一般免許状(仮称)：探究力、新たな学びを展開できる実践的指導力、コミュニケーション力等を保証する、
標準的な免許状。学部4年に加え、1年から2年程度の修士レベルの課程での学修を標準。

基礎免許状(仮称)：教職に関する基礎的な知識･技能を保証。学士課程修了レベル。
専門免許状(仮称)：特定分野に関し高い専門性を証明。(分野は、学校経営、生徒指導、教科指導 等）

養成段階
（学部レベル）
◆学校現場での体験機会の充実等による
カリキュラムの改善、いじめ等の生徒
指導に係る実践力の向上

◆課程認定の厳格化等質保証の改革

（修士レベル）
◆教職大学院制度を発展・拡充し、全て
の都道府県に設置を推進
（現状:25大学（20都道府県）815人）

◆いじめ等の生徒指導に係る事例やノウ
ハウの集積等、教育研究の充実

◆大学院設置基準の大括り化等

◆専修免許状の在り方の見直し
（一定の実践的科目の必修化推進等）

◆学習科学等実践的な教育学研究の推進

◆柔軟かつ多様な大学間連携の推進

初任段階

◆教育委員会と大学との連携・協働によ
る初任段階の研修の高度化

◆初任段階の教員を複数年にわたり支援
する仕組みの構築

現職段階及び管理職の段階

（現職段階）
◆教育委員会と大学との連携・協働によ
る現職研修のプログラム化・単位化の
推進

（管理職段階）
◆マネジメント力を有する管理職の職能
開発のシステム化の推進

修士レベル化に向け、修士レベルの課程の質と量の充実、教育委員会と大学との連携・協働等、
段階的に取組を推進。主要な取組は、教育振興基本計画に盛り込む。

多様な人材の登用

◆社会人、理数系、
英語力のある人材
等多様な人材が教
職を志す仕組みの
検討

採用段階

◆大学での学習状況
の評価の反映等選
考方法の一層の改
善

グローバル化への対応
◆教員を志望する学生の海外留学を促進

特別支援教育の専門性向上
◆免許法認定講習の受講促進等の取組により、特別支援学校教諭免許状の取得率の向上

学校が魅力ある職場となるための支援、改善を進める上での留意事項
◆教員に優れた人材が得られるよう、教員給与等の処遇の在り方の検討や教職員配置など教育条件を整備

◆先導的な取組を支援するための事業の実施、大学院への派遣の促進や初任者研修をはじめとした教員研
修のより一層効果的な取組を推進するための研修等定数の改善、効果的な活用等の支援が必要

◆グローバル化など社会の急速な進展の中で人材育成像が変化しており、２１世紀を生き抜くための力を育
成するため、思考力・判断力・表現力等の育成など新たな学びに対応した指導力を身に付けることが必要

◆学校現場における諸課題の高度化・複雑化により、初任段階の教員が困難を抱えており、養成段階におけ
る実践的指導力の育成強化が必要

教育委員会と大学との連携・協働による教職生活の全体を通じた一体的な改革、新たな学びを支える教員
の養成と、学び続ける教員を支援する仕組みの構築（「学び続ける教員像」の確立）が必要

※「基礎免許状（仮称）」取得者が「一般免許状（仮称）」を取得する段階は、(ⅰ)採用前に取得、(ⅱ)採用後の初任者研修と連携し
た修士レベルの課程の修了により取得、(ⅲ)採用後一定期間のうちに修士レベルの課程等での学修により取得を想定
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教
職

生
活

の
全

体
を

通
じ

た

教
員

の
資

質
能

力
の

総
合

的
な

向
上

方
策

に
つ

い
て

(
答

申
)

【
抜

粋
】

平
成

２
４

年
８

月
２

８
日

中
央

教
育

審
議

会

-
1

-

Ⅰ
．
現

状
と
課

題
○

グ
ロ

ー
バ

ル
化

や
情

報
化

、
少

子
高

齢
化

な
ど

社
会

の
急

激
な

変
化

に
伴

い
、

高
度

化
・

複
雑

化
す

る
諸

課
題

へ
の

対
応

が
必

要
と

な
っ

て
お

り
、

学
校

教
育

に
お

い
て

、
求

め
ら

れ

る
人

材
育

成
像

の
変

化
へ

の
対

応
が

必
要

で
あ

る
。

○
こ

れ
に

伴
い

、
２

１
世

紀
を

生
き

抜
く

た
め

の
力

を
育

成
す

る
た

め
、

こ
れ

か
ら

の
学

校

は
、

基
礎

的
・

基
本

的
な

知
識

・
技

能
の

習
得

に
加

え
、

思
考

力
・

判
断

力
・

表
現

力
等

の

育
成

や
学

習
意

欲
の

向
上

、
多

様
な

人
間

関
係

を
結

ん
で

い
く

力
の

育
成

等
を

重
視

す
る

必

要
が

あ
る

。
こ

れ
ら

は
、

様
々

な
言

語
活

動
や

協
働

的
な

学
習

活
動

等
を

通
じ

て
効

果
的

に

育
ま

れ
る

こ
と

に
留

意
す

る
必

要
が

あ
る

。

○
今

後
は

、
こ

の
よ

う
な

新
た

な
学

び
を

支
え

る
教

員
の

養
成

と
、

学
び

続
け

る
教

員
像

の

確
立

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

○
一

方
、

い
じ

め
・

暴
力

行
為

・
不

登
校

等
へ

の
対

応
、

特
別

支
援

教
育

の
充

実
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ

の
活

用
な

ど
、

諸
課

題
へ

の
対

応
も

必
要

と
な

っ
て

い
る

。

○
こ

れ
ら

を
踏

ま
え

、
教

育
委

員
会

と
大

学
と

の
連

携
・

協
働

に
よ

り
、

教
職

生
活

全
体

を

通
じ

て
学

び
続

け
る

教
員

を
継

続
的

に
支

援
す

る
た

め
の

一
体

的
な

改
革

を
行

う
必

要
が

あ

る
。

１
．

こ
れ

か
ら

の
社

会
と

学
校

に
期

待
さ

れ
る

役
割

○
グ

ロ
ー

バ
ル

化
や

情
報

通
信

技
術

の
進

展
、

少
子

高
齢

化
な

ど
社

会
の

急
激

な
変

化
に

伴
い

、

高
度

化
、

複
雑

化
す

る
諸

課
題

へ
の

対
応

が
必

要
と

な
っ

て
お

り
、

多
様

な
ベ

ク
ト

ル
が

同
時

に

存
在

・
交

錯
す

る
、

変
化

が
激

し
く

先
行

き
が

不
透

明
な

社
会

に
移

行
し

つ
つ

あ
る

。

○
こ

う
し

た
中

で
、

幅
広

い
知

識
と

柔
軟

な
思

考
力

に
基

づ
い

て
、

知
識

を
活

用
し

、
付

加
価

値

を
生

み
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
や

新
た

な
社

会
を

創
造

し
て

い
く

人
材

や
、

国
際

的
視

野
を

持
ち

、

個
人

や
社

会
の

多
様

性
を

尊
重

し
つ

つ
、

他
者

と
協

働
し

て
課

題
解

決
を

行
う

人
材

が
求

め
ら

れ

て
い

る
。

○
こ

れ
に

伴
い

、
２

１
世

紀
を

生
き

抜
く

た
め

の
力

を
育

成
す

る
た

め
、

こ
れ

か
ら

の
学

校
は

、

基
礎

的
・

基
本

的
な

知
識

・
技

能
の

習
得

に
加

え
、

こ
れ

ら
を

活
用

し
て

課
題

を
解

決
す

る
た

め

に
必

要
な

思
考

力
・

判
断

力
・

表
現

力
等

の
育

成
や

学
習

意
欲

の
向

上
、

多
様

な
人

間
関

係
を

結

ん
で

い
く

力
の

育
成

等
を

重
視

す
る

必
要

が
あ

る
。

こ
れ

ら
は

、
様

々
な

言
語

活
動

や
協

働
的

な

学
習

活
動

を
通

じ
て

効
果

的
に

育
ま

れ
る

こ
と

に
留

意
す

る
必

要
が

あ
る

。
さ

ら
に

、
地

域
社

会

と
一

体
と

な
っ

た
子

ど
も

の
育

成
を

重
視

す
る

必
要

が
あ

り
、

地
域

社
会

の
様

々
な

機
関

等
と

の

連
携

の
強

化
が

不
可

欠
で

あ
る

。

○
ま

た
、
学

校
現

場
で

は
、
い

じ
め

・
暴

力
行

為
・

不
登

校
等

生
徒

指
導

上
の

諸
課

題
へ

の
対

応
、

特
別

支
援

教
育

の
充

実
、

外
国

人
児

童
生

徒
へ

の
対

応
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

活
用

の
要

請
を

は
じ

め
、

複
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雑
か

つ
多

様
な

課
題

に
対

応
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

加
え

て
、

社
会

全
体

の
高

学
歴

化

が
進

行
す

る
中

で
教

員
の

社
会

的
地

位
の

一
層

の
向

上
を

図
る

こ
と

の
必

要
性

も
指

摘
さ

れ
て

い

る
。

○
こ

の
た

め
、

教
員

が
こ

う
し

た
課

題
に

対
応

で
き

る
専

門
的

知
識

・
技

能
を

向
上

さ
せ

る
と

と

も
に

、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
力

を
有

す
る

校
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
下

、
地

域
の

力
を

活
用

し
な

が

ら
、

チ
ー

ム
と

し
て

組
織

的
か

つ
効

果
的

な
対

応
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

○
も

と
よ

り
、

教
員

の
自

己
研

鑽
の

意
欲

は
高

い
も

の
が

あ
り

、
日

本
の

授
業

研
究

の
伝

統
は

諸

外
国

か
ら

も
注

目
さ

れ
、

こ
う

し
た

自
主

的
な

資
質

能
力

向
上

の
取

組
が

こ
れ

ま
で

日
本

の
教

育

の
発

展
を

支
え

て
き

た
と

の
指

摘
も

あ
る

。
今

後
、

学
校

を
取

り
巻

く
状

況
が

大
き

く
変

化
し

て

い
く

中
で

、
そ

う
し

た
様

々
な

校
内

・
校

外
の

自
主

的
な

活
動

を
一

層
活

性
化

し
、

教
職

員
が

チ

ー
ム

と
し

て
力

を
発

揮
し

て
い

け
る

よ
う

な
環

境
の

整
備

、
教

育
委

員
会

等
に

よ
る

支
援

も
必

要

で
あ

る
。

２
．

こ
れ

か
ら

の
教

員
に

求
め

ら
れ

る
資

質
能

力

○
こ

れ
か

ら
の

社
会

で
求

め
ら

れ
る

人
材

像
を

踏
ま

え
た

教
育

の
展

開
、

学
校

現
場

の
諸

課
題

へ

の
対

応
を

図
る

た
め

に
は

、
社

会
か

ら
の

尊
敬

・
信

頼
を

受
け

る
教

員
、

思
考

力
・

判
断

力
・

表

現
力

等
を

育
成

す
る

実
践

的
指

導
力

を
有

す
る

教
員

、
困

難
な

課
題

に
同

僚
と

協
働

し
、

地
域

と

連
携

し
て

対
応

す
る

教
員

が
必

要
で

あ
る

。

○
ま

た
、

教
職

生
活

全
体

を
通

じ
て

、
実

践
的

指
導

力
等

を
高

め
る

と
と

も
に

、
社

会
の

急
速

な

進
展

の
中

で
、

知
識

・
技

能
の

絶
え

ざ
る

刷
新

が
必

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
教

員
が

探
究

力
を

持

ち
、

学
び

続
け

る
存

在
で

あ
る

こ
と

が
不

可
欠

で
あ

る
(
「

学
び

続
け

る
教

員
像

」
の

確
立

)
。

○
上

記
を

踏
ま

え
る

と
、

こ
れ

か
ら

の
教

員
に

求
め

ら
れ

る
資

質
能

力
は

以
下

の
よ

う
に

整
理

さ

れ
る

。
こ

れ
ら

は
、

そ
れ

ぞ
れ

独
立

し
て

存
在

す
る

の
で

は
な

く
、

省
察

す
る

中
で

相
互

に
関

連

し
合

い
な

が
ら

形
成

さ
れ

る
こ

と
に

留
意

す
る

必
要

が
あ

る
。

(
ⅰ

)
教

職
に

対
す

る
責

任
感

、
探

究
力

、
教

職
生

活
全

体
を

通
じ

て
自

主
的

に
学

び
続

け
る

力
(
使

命
感

や
責

任
感

、
教

育
的

愛
情

)

(
ⅱ

)
専

門
職

と
し

て
の

高
度

な
知

識
・

技
能

・
教

科
や

教
職

に
関

す
る

高
度

な
専

門
的

知
識

(
グ

ロ
ー

バ
ル

化
、

情
報

化
、

特
別

支
援

教

育
そ

の
他

の
新

た
な

課
題

に
対

応
で

き
る

知
識

・
技

能
を

含
む

)

・
新

た
な

学
び

を
展

開
で

き
る

実
践

的
指

導
力

(
基

礎
的

・
基

本
的

な
知

識
・

技
能

の
習

得

に
加

え
て

思
考

力
・

判
断

力
・

表
現

力
等

を
育

成
す

る
た

め
、

知
識

・
技

能
を

活
用

す
る

学

習
活

動
や

課
題

探
究

型
の

学
習

、
協

働
的

学
び

な
ど

を
デ

ザ
イ

ン
で

き
る

指
導

力
)

-
3

-

・
教

科
指

導
、

生
徒

指
導

、
学

級
経

営
等

を
的

確
に

実
践

で
き

る
力

(
ⅲ

)
総

合
的

な
人

間
力

(
豊

か
な

人
間

性
や

社
会

性
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

、
同

僚
と

チ
ー

ム
で

対
応

す
る

力
、

地
域

や
社

会
の

多
様

な
組

織
等

と
連

携
・

協
働

で
き

る
力

)

３
．

取
り

組
む

べ
き

課
題

○
今

後
、

こ
の

よ
う

な
資

質
能

力
を

有
す

る
、

新
た

な
学

び
を

支
え

る
教

員
を

養
成

す
る

と
と

も

に
、
「

学
び

続
け

る
教

員
像

」
の

確
立

が
必

要
で

あ
る

。

○
特

に
、

教
科

や
教

職
に

関
す

る
高

度
な

専
門

的
知

識
や

、
新

た
な

学
び

を
展

開
で

き
る

実
践

的

指
導

力
を

育
成

す
る

た
め

に
は

、
教

科
や

教
職

に
つ

い
て

の
基

礎
・

基
本

を
踏

ま
え

た
理

論
と

実

践
の

往
還

に
よ

る
教

員
養

成
の

高
度

化
が

必
要

で
あ

る
。

○
他

方
、

初
任

者
が

実
践

的
指

導
力

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
、

チ
ー

ム
で

対
応

す
る

力
な

ど

教
員

と
し

て
の

基
礎

的
な

力
を

十
分

に
身

に
付

け
て

い
な

い
こ

と
な

ど
が

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

こ

う
し

た
こ

と
か

ら
、

教
員

養
成

段
階

に
お

い
て

、
教

科
指

導
、

生
徒

指
導

、
学

級
経

営
等

の
職

務

を
的

確
に

実
践

で
き

る
力

を
育

成
す

る
な

ど
何

ら
か

の
対

応
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

特
に

、
い

じ

め
・

暴
力

行
為

・
不

登
校

等
生

徒
指

導
上

の
諸

課
題

は
深

刻
な

状
況

に
あ

り
、

陰
湿

な
い

じ
め

な

ど
、

教
員

か
ら

見
え

に
く

い
事

案
に

つ
い

て
も

子
ど

も
の

兆
候

を
見

逃
さ

ず
、

課
題

を
早

期
に

把

握
し

、
警

察
等

の
関

係
機

関
と

連
携

す
る

な
ど

し
て

的
確

に
対

応
で

き
る

指
導

力
を

養
う

と
と

も

に
、

教
職

員
全

体
で

チ
ー

ム
と

し
て

取
り

組
め

る
よ

う
、

こ
う

し
た

力
を

十
分

に
培

う
必

要
が

あ

る
。

○
さ

ら
に

、
教

員
は

、
教

職
生

活
全

体
を

通
じ

て
、

実
践

的
指

導
力

等
を

高
め

る
と

と
も

に
、

社

会
の

急
速

な
進

展
の

中
で

知
識

・
技

能
が

陳
腐

化
し

な
い

よ
う

絶
え

ざ
る

刷
新

が
必

要
で

あ
り

、

「
学

び
続

け
る

教
員

像
」

を
確

立
す

る
必

要
が

あ
る

。
こ

の
よ

う
な

教
員

の
姿

は
、

子
ど

も
た

ち

の
模

範
と

も
な

る
。

○
大

学
で

の
養

成
と

教
育

委
員

会
に

よ
る

研
修

は
分

断
さ

れ
て

お
り

、
教

員
が

大
学

卒
業

後
も

学

び
を

継
続

す
る

体
制

が
不

十
分

で
あ

る
。

こ
の

た
め

、
教

員
が

教
職

生
活

全
体

に
わ

た
っ

て
学

び

を
継

続
す

る
意

欲
を

持
ち

続
け

る
た

め
の

仕
組

み
を

構
築

す
る

必
要

が
あ

る
。

○
加

え
て

、
自

ら
の

実
践

を
理

論
に

基
づ

き
振

り
返

る
こ

と
は

資
質

能
力

の
向

上
に

有
効

で
あ

る

が
、

現
職

研
修

に
お

い
て

大
学

と
連

携
し

た
こ

の
よ

う
な

取
組

は
十

分
で

な
い

。

○
ま

た
、

教
員

採
用

選
考

に
お

い
て

、
養

成
段

階
に

お
け

る
学

習
成

果
の

活
用

な
ど

、
大

学
と

の

連
携

が
不

十
分

で
あ

る
。
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○
優

れ
た

教
員

の
養

成
、

研
修

や
確

保
は

、
大

学
や

学
校

の
中

だ
け

で
行

う
の

で
は

な
く

、
学

校

支
援

に
関

わ
る

関
係

者
を

は
じ

め
と

す
る

広
く

社
会

全
体

の
力

を
結

集
し

て
取

り
組

ん
で

い
く

こ

と
も

必
要

で
あ

る
。

○
以

上
の

こ
と

を
踏

ま
え

、
教

育
委

員
会

と
大

学
と

の
連

携
・

協
働

に
よ

り
、

教
職

生
活

全
体

を

通
じ

て
学

び
続

け
る

教
員

を
継

続
的

に
支

援
す

る
た

め
の

一
体

的
な

改
革

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

-
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Ⅱ
．
改

革
の

方
向

性
○

教
員

に
な

る
前

の
教

育
は

大
学

、
教

員
に

な
っ

た
後

の
研

修
は

教
育

委
員

会
と

い
う

、
断

絶
し

た
役

割
分

担
か

ら
脱

却
し

、
教

育
委

員
会

と
大

学
と

の
連

携
・

協
働

に
よ

り
教

職
生

活

全
体

を
通

じ
た

一
体

的
な

改
革

、
学

び
続

け
る

教
員

を
支

援
す

る
仕

組
み

を
構

築
す

る
必

要

が
あ

る
。

○
教

職
生

活
全

体
を

通
じ

た
一

体
的

な
改

革
、

学
び

続
け

る
教

員
を

支
援

す
る

仕
組

み
づ

く
り

を

進
め

る
際

の
視

点
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

・
教

員
と

し
て

の
専

門
性

の
基

盤
と

な
る

資
質

能
力

を
確

実
に

身
に

付
け

さ
せ

る
た

め
、

教
育

委
員

会
と

大
学

と
の

連
携

・
協

働
に

よ
り

、
教

員
養

成
の

高
度

化
・

実
質

化
を

推
進

す
る

。

・
学

び
続

け
る

教
員

を
支

援
す

る
た

め
、

大
学

の
知

を
活

用
し

た
現

職
研

修
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

生
涯

に
わ

た
り

教
員

の
資

質
能

力
向

上
を

可
視

化
す

る
仕

組
み

を
構

築
す

る
。

・
教

員
に

多
様

な
人

材
を

求
め

る
た

め
、

様
々

な
分

野
か

ら
適

性
の

あ
る

優
秀

な
人

材
の

参
入

を
促

進
す

る
仕

組
み

を
工

夫
す

る
。

・
教

員
免

許
状

が
真

に
教

員
を

志
望

す
る

者
に

授
与

さ
れ

る
よ

う
な

仕
組

み
を

検
討

す
る

。

・
教

育
委

員
会

と
大

学
と

の
連

携
・

協
働

を
進

め
る

に
当

た
っ

て
は

、
地

域
の

国
公

私
立

大
学

の
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

の
活

用
な

ど
に

よ
る

幅
広

い
連

携
・

協
働

体
制

の
構

築
の

視
点

に
も

留
意

す
る

。

○
こ

の
場

合
、
「

大
学

に
お

け
る

教
員

養
成

」
及

び
「

開
放

制
の

教
員

養
成

」
の

原
則

に
つ

い
て

は
、

今
回

の
改

革
で

も
基

本
的

に
尊

重
す

る
も

の
と

し
、

国
公

私
の

設
置

形
態

を
問

わ
ず

、
幅

広

い
大

学
が

参
画

す
る

こ
と

を
前

提
と

す
る

こ
と

に
留

意
す

る
必

要
が

あ
る

。
し

か
し

、
こ

れ
は

、

安
易

に
教

員
養

成
の

場
を

拡
充

し
た

り
、

希
望

す
れ

ば
誰

も
が

教
員

免
許

状
を

容
易

に
取

得
で

き

る
と

い
っ

た
開

放
制

に
対

す
る

誤
っ

た
認

識
を

是
認

す
る

も
の

で
は

な
い

。

１
．

教
員

養
成

の
改

革
の

方
向

性

○
教

員
養

成
を

修
士

レ
ベ

ル
化

し
、
教

員
を

高
度

専
門

職
業

人
と

し
て

明
確

に
位

置
付

け
る

。

○
今

後
、

詳
細

な
制

度
設

計
に

際
し

、
支

援
措

置
、

学
校

種
、

設
置

形
態

等
に

留
意

す
る

。

○
上

記
の

よ
う

な
現

状
と

課
題

が
あ

る
中

で
、

教
職

大
学

院
は

教
育

委
員

会
・

学
校

と
大

学
と

の

連
携

・
協

働
の

中
で

、
今

後
の

教
員

養
成

の
モ

デ
ル

と
な

る
べ

き
実

践
例

を
示

し
つ

つ
あ

る
。

学
部

か
ら

直
接

大
学

院
に

進
む

学
生

(
以

下
「

学
部

新
卒

学
生

」
と

い
う

。
)
の

場
合

、
学

部
４

年
間

で
基

礎
的

な
素

養
を

学
ん

だ
者

が
、

大
学

院
に

お
い

て
学

校
現

場
で

の
実

習
を

組
み

込
み

つ

つ
、

理
論

と
実

践
の

往
還

の
中

更
に

２
年

間
の

学
び

を
行

う
こ

と
で

、
学

校
経

営
の

視
点

を
持

ち

つ
つ

、
自

分
の

実
践

に
自

信
を

持
つ

こ
と

が
で

き
、

修
了

後
不

安
な

く
学

校
現

場
に

入
っ

て
い

け

た
と

い
う

声
が

多
い

。

現
職

の
ま

ま
大

学
院

で
学

ぶ
教

員
(
以

下
「

現
職

教
員

学
生

」
と

い
う

。
)
の

場
合

、
教

職
大

学

43
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院
で

は
、
大

学
教

員
に

よ
る

実
践

を
踏

ま
え

た
理

論
的

な
指

導
の

下
、
他

校
種

の
教

員
や

社
会

人
、

学
部

新
卒

学
生

と
い

う
様

々
な

経
歴

を
持

つ
者

が
集

ま
り

、
従

前
の

研
修

で
は

得
ら

れ
な

い
刺

激

を
受

け
る

と
い

う
声

が
聞

か
れ

る
。

ま
た

、
こ

れ
ま

で
経

験
と

勘
に

基
づ

き
が

ち
で

あ
っ

た
実

践

を
理

論
的

に
省

察
す

る
機

会
が

得
ら

れ
、

改
め

て
こ

れ
ま

で
の

実
践

を
整

理
し

、
理

論
化

し
て

後

進
に

引
き

継
い

で
い

け
る

自
信

を
持

ち
、

修
了

後
は

校
内

研
修

の
企

画
担

当
や

指
導

主
事

等
と

し

て
学

校
や

教
育

委
員

会
の

中
心

的
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
と

い
う

評
価

が
多

く
聞

か
れ

る
。

○
ま

た
、

一
部

の
教

職
大

学
院

に
つ

い
て

は
、

学
校

を
大

学
院

の
実

習
・

学
修

の
拠

点
と

す
る

方

式
に

よ
り

、
校

内
研

修
と

大
学

院
で

の
学

び
を

高
度

に
組

み
合

わ
せ

て
現

場
で

の
課

題
の

解
決

に

当
た

る
試

み
を

行
い

、
成

果
を

上
げ

て
い

る
。

こ
れ

は
、

拠
点

と
な

る
連

携
協

力
校

で
の

具
体

的

課
題

の
解

決
を

題
材

と
し

て
、

当
該

校
の

現
職

教
員

が
勤

務
を

継
続

し
な

が
ら

、
大

学
院

で
の

学

び
を

行
う

こ
と

を
基

本
と

し
て

い
る

。
加

え
て

、
大

学
教

員
が

連
携

協
力

校
を

定
期

的
に

訪
問

し
、

連
携

協
力

校
に

お
け

る
学

校
全

体
、

更
に

は
近

隣
の

学
校

の
教

員
も

含
め

て
、

研
修

を
一

体
的

に

行
い

な
が

ら
、

併
せ

て
学

部
新

卒
学

生
も

連
携

協
力

校
に

お
い

て
学

校
で

の
授

業
研

究
や

指
導

の

改
善

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
学

ぶ
と

い
う

方
式

が
採

ら
れ

て
お

り
、

こ
う

し
た

取
組

も
十

分
に

参
考

と

す
べ

き
で

あ
る

。

○
教

職
大

学
院

で
は

、
こ

の
よ

う
に

現
職

教
員

学
生

と
学

部
新

卒
学

生
が

共
に

学
び

、
時

に
は

現

職
教

員
学

生
が

学
部

新
卒

学
生

の
メ

ン
タ

ー
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
な

ど
、

互
い

に
刺

激
を

受

け
る

と
い

う
効

果
も

見
ら

れ
る

。

○
教

職
大

学
院

に
お

け
る

取
組

は
、

な
お

改
革

す
べ

き
点

も
あ

る
も

の
の

、
高

度
専

門
職

と
し

て

の
教

員
の

育
成

シ
ス

テ
ム

を
確

立
す

る
上

で
の

モ
デ

ル
を

提
供

し
て

い
る

こ
と

は
疑

い
の

な
い

と

こ
ろ

で
あ

る
。

こ
う

し
た

状
況

を
考

え
る

と
、

学
部

を
中

心
と

し
た

教
員

養
成

の
上

に
、

学
校

で

の
実

践
と

任
命

権
者

に
よ

る
研

修
で

実
践

的
な

指
導

力
を

身
に

付
け

る
と

い
っ

た
、

従
来

の
方

法

を
超

え
て

、
大

学
院

レ
ベ

ル
で

大
学

と
教

育
委

員
会

が
連

携
・

協
働

し
な

が
ら

理
論

と
実

践
の

往

還
に

よ
り

教
員

養
成

を
行

う
方

策
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

○
今

後
、

こ
う

し
た

改
革

の
モ

デ
ル

も
参

考
と

し
な

が
ら

、
以

下
の

よ
う

な
観

点
か

ら
修

士
レ

ベ

ル
で

の
学

び
を

教
職

生
活

全
体

の
中

に
組

み
込

ん
で

い
く

こ
と

が
、

時
代

の
変

化
に

対
応

し
た

教

員
の

資
質

能
力

向
上

に
お

い
て

望
ま

し
い

と
考

え
ら

れ
る

。

○
い

じ
め

・
暴

力
行

為
・

不
登

校
等

生
徒

指
導

上
の

諸
課

題
へ

の
対

応
、
特

別
支

援
教

育
の

充
実

、

外
国

人
児

童
生

徒
へ

の
対

応
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

活
用

の
要

請
を

は
じ

め
学

校
現

場
に

お
け

る
課

題
が

高

度
化

・
複

雑
化

し
て

お
り

、
初

任
段

階
の

教
員

が
こ

れ
ら

の
課

題
な

ど
に

十
分

対
応

で
き

ず
困

難

を
抱

え
て

い
る

こ
と

が
指

摘
さ

れ
て

い
る

。
こ

の
た

め
、
初

任
の

段
階

で
教

科
指

導
、
生

徒
指

導
、

学
級

経
営

等
の

職
務

を
的

確
に

実
践

で
き

、
チ

ー
ム

で
課

題
に

対
応

で
き

る
力

を
育

成
す

る
こ

と
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が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

○
こ

れ
ま

で
教

員
の

力
を

育
ん

で
き

た
学

校
の

機
能

が
、
教

員
の

大
量

退
職

や
学

校
の

小
規

模
化

、

学
校

現
場

の
多

忙
化

な
ど

に
よ

り
弱

ま
っ

て
い

る
と

の
指

摘
も

あ
り

、
上

記
の

職
務

を
的

確
に

実

践
で

き
る

力
の

育
成

を
学

校
現

場
だ

け
に

依
存

す
る

こ
と

が
困

難
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

教
職

大

学
院

は
、

こ
う

し
た

こ
と

へ
の

一
つ

の
解

決
策

と
し

て
も

有
効

性
が

示
さ

れ
て

い
る

。

○
社

会
の

変
化

も
激

し
く

、
変

化
に

対
応

で
き

る
視

野
の

広
さ

と
高

度
の

専
門

性
を

持
ち

続
け

る

た
め

、
大

学
に

お
け

る
知

見
を

活
用

し
た

、
学

び
続

け
る

た
め

の
新

た
な

仕
組

み
を

構
築

す
る

必

要
が

あ
る

。

○
グ

ロ
ー

バ
ル

化
や

少
子

高
齢

化
な

ど
社

会
の

急
激

な
変

化
に

伴
う

、
求

め
ら

れ
る

人
材

像
、

学

校
教

育
に

求
め

ら
れ

る
役

割
や

内
容

の
変

化
を

踏
ま

え
、

授
業

の
実

施
方

法
を

含
む

教
育

の
ス

タ

イ
ル

自
体

を
変

え
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
基

礎
的

・
基

本
的

な
知

識
・

技
能

の
習

得

に
加

え
て

こ
れ

ら
を

活
用

し
て

課
題

の
解

決
を

図
る

力
な

ど
学

習
指

導
要

領
に

お
い

て
ね

ら
い

と

さ
れ

て
い

る
力

を
育

成
す

る
た

め
に

は
、
「

Ⅰ
．

現
状

と
課

題
」

で
述

べ
た

よ
う

な
新

た
な

学
び

に
対

応
し

た
新

た
な

授
業

ス
タ

イ
ル

や
教

育
方

法
が

開
発

さ
れ

、
学

生
や

現
職

教
員

に
し

っ
か

り

と
伝

え
ら

れ
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

○
ま

た
、

こ
う

し
た

新
た

な
学

び
は

、
子

ど
も

自
身

が
自

ら
の

主
体

的
な

関
心

に
基

づ
い

て
課

題

を
探

究
し

て
い

く
学

習
が

核
と

な
っ

て
実

現
す

る
も

の
で

あ
る

。

○
そ

の
よ

う
な

学
習

形
態

を
前

提
と

す
る

と
、

教
員

養
成

に
つ

い
て

は
、

学
部

に
お

け
る

能
動

的

な
学

修
等

に
よ

り
、

基
礎

的
・

基
本

的
な

知
識

・
技

能
や

汎
用

的
能

力
を

身
に

付
け

た
上

で
、

大

学
院

レ
ベ

ル
で

自
ら

課
題

を
設

定
し

、
学

校
現

場
に

お
け

る
実

践
と

そ
の

省
察

を
通

じ
て

、
解

決

に
向

け
た

探
究

的
活

動
を

行
う

と
い

う
学

び
を

教
員

自
身

が
経

験
し

た
上

で
、

新
た

な
学

び
を

支

え
る

指
導

法
を

身
に

付
け

る
必

要
が

あ
る

。

○
こ

う
し

た
学

び
を

学
部

レ
ベ

ル
で

行
え

な
い

か
と

の
考

え
も

あ
る

が
、

学
部

に
お

い
て

は
、

教

養
教

育
と

専
門

分
野

の
基

礎
・

基
本

を
重

視
し

た
教

育
が

展
開

さ
れ

て
い

る
。

教
科

の
専

門
的

知

識
の

不
足

や
、

学
校

現
場

で
の

体
験

機
会

の
充

実
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

活
用

な
ど

新
た

な
分

野
へ

の
対

応

が
指

摘
さ

れ
る

中
で

、
こ

う
し

た
応

用
的

な
学

び
は

、
量

的
な

面
か

ら
考

え
て

も
、

ま
た

学
び

の

質
的

な
深

ま
り

か
ら

考
え

て
も

学
部

レ
ベ

ル
の

み
で

行
う

こ
と

は
困

難
で

あ
り

、
学

部
教

育
の

改

善
・

充
実

の
上

に
、

大
学

院
レ

ベ
ル

で
行

う
こ

と
が

ふ
さ

わ
し

い
と

考
え

ら
れ

る
。

○
さ

ら
に

、
こ

れ
か

ら
の

教
育

は
、

ど
の

よ
う

な
教

育
活

動
の

展
開

が
学

習
成

果
に

結
び

つ
く

か

と
い

う
、
学

習
科

学
等

の
実

証
的

な
教

育
学

の
成

果
に

基
づ

い
て

行
わ

れ
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
が

、

44



-
8

-

そ
う

し
た

実
証

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
に

つ
い

て
の

教
育

研
究

を
大

学
院

レ
ベ

ル
で

進
め

る
こ

と
も

必

要
で

あ
る

。

○
上

記
の

よ
う

な
大

学
院

レ
ベ

ル
の

教
育

研
究

は
、
未

だ
十

分
に

行
わ

れ
て

い
る

と
は

い
え

な
い

。

今
後

、
教

育
委

員
会

・
学

校
と

大
学

と
の

連
携

・
協

働
の

中
で

、
こ

う
し

た
理

論
に

裏
打

ち
さ

れ

た
高

度
か

つ
効

果
的

な
教

育
実

践
に

係
る

教
育

研
究

が
、

教
職

大
学

院
を

中
心

と
し

た
修

士
レ

ベ

ル
の

課
程

に
お

い
て

深
め

ら
れ

、
現

場
に

お
け

る
実

践
と

の
往

還
の

中
で

検
証

・
刷

新
さ

れ
、

学

生
や

現
職

教
員

に
還

元
さ

れ
る

よ
う

な
仕

組
み

の
構

築
が

必
要

で
あ

る
。

○
我

が
国

に
お

い
て

は
、

大
学

進
学

率
の

上
昇

に
よ

り
、

高
等

教
育

の
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
化

の
時

代

と
な

っ
て

い
る

が
、

欧
米

諸
国

で
は

、
修

士
号

以
上

の
学

位
取

得
者

が
社

会
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

層

の
相

当
部

分
を

占
め

る
状

況
と

な
っ

て
い

る
こ

と
に

加
え

、
フ

ィ
ン

ラ
ン

ド
や

フ
ラ

ン
ス

な
ど

で

は
教

員
養

成
を

修
士

レ
ベ

ル
で

行
い

、
専

門
性

の
向

上
を

図
る

例
が

見
ら

れ
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。

今
後

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
が

急
激

な
勢

い
で

更
に

進
展

し
、

国
境

を
越

え
た

人
材

の
流

動
性

が
高

ま

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
中

で
、
我

が
国

の
高

学
歴

化
も

今
後

更
に

進
展

す
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

。

○
以

上
を

踏
ま

え
、

教
員

の
高

度
専

門
職

業
人

と
し

て
の

位
置

付
け

を
確

立
す

る
た

め
、

教
員

養

成
を

修
士

レ
ベ

ル
化

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

○
今

後
、
詳

細
な

制
度

設
計

を
行

う
際

に
は

、
必

要
な

支
援

措
置

に
つ

い
て

考
慮

す
る

と
と

も
に

、

学
校

種
、

職
種

の
特

性
、

国
公

私
の

設
置

形
態

に
留

意
す

る
必

要
が

あ
る

。

２
．

教
員

免
許

制
度

の
改

革
の

方
向

性

(
「

一
般

免
許

状
(
仮

称
)
」
、
「

基
礎

免
許

状
(
仮

称
)
」

の
創

設
)

○
探

究
力

、
学

び
続

け
る

力
、

教
科

や
教

職
に

関
す

る
高

度
な

専
門

的
知

識
、

新
た

な
学

び

を
展

開
で

き
る

実
践

的
指

導
力

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
等

を
保

証
す

る
、

標
準

的
な

免

許
状

で
あ

る
「

一
般

免
許

状
(
仮

称
)
」

を
創

設
す

る
。

ま
た

、
当

面
は

、
教

職
へ

の
使

命
感

と
教

育
的

愛
情

、
教

科
に

関
す

る
専

門
的

な
知

識
・

技
能

、
教

職
に

関
す

る
基

礎
的

な
知

識

・
技

能
を

保
証

す
る

「
基

礎
免

許
状

(
仮

称
)
」

も
併

せ
て

創
設

す
る

。

○
「

一
般

免
許

状
(
仮

称
)
」

は
学

部
４

年
に

加
え

、
１

年
か

ら
２

年
程

度
の

修
士

レ
ベ

ル
の

課
程

で
の

学
修

を
標

準
と

し
、
「

基
礎

免
許

状
(
仮

称
)
」

は
、

学
士

課
程

修
了

レ
ベ

ル
と

す

る
。

(
「

専
門

免
許

状
(
仮

称
)
」

の
創

設
)

○
特

定
分

野
に

関
し

、
実

践
の

積
み

重
ね

に
よ

る
更

な
る

探
究

に
よ

り
、

高
い

専
門

性
を

身

に
付

け
た

こ
と

を
証

明
す

る
「

専
門

免
許

状
(
仮

称
)
」

を
創

設
す

る
(
分

野
は

、
学

校
経

営
、

生
徒

指
導

、
進

路
指

導
、

教
科

指
導

(
教

科
ご

と
)
、

特
別

支
援

教
育

、
外

国
人

児
童

生
徒

教

-
9

-

育
、

情
報

教
育

等
)
。

○
多

様
な

人
材

の
登

用
を

促
進

す
る

。

○
教

員
免

許
更

新
制

は
、
詳

細
な

制
度

設
計

の
際

に
更

に
検

討
を

行
う

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

○
今

後
、

詳
細

な
制

度
設

計
を

行
う

際
に

は
、

ス
ク

ラ
ッ

プ
・

ア
ン

ド
・

ビ
ル

ド
の

観
点

に

立
ち

、
検

討
す

る
。

ま
た

、
国

公
私

の
設

置
形

態
ご

と
に

研
修

制
度

等
が

異
な

る
こ

と
を

踏

ま
え

た
取

組
の

在
り

方
や

必
要

な
支

援
措

置
に

つ
い

て
も

考
慮

す
る

必
要

が
あ

る
。

(
１

)
「

一
般

免
許

状
(
仮

称
)
」
、
「

基
礎

免
許

状
(
仮

称
)
」

の
創

設
と

「
専

門
免

許
状

(
仮

称
)
」

の

創
設

①
「

一
般

免
許

状
(
仮

称
)
」

○
探

究
力

、
学

び
続

け
る

力
、

教
科

や
教

職
に

関
す

る
高

度
な

専
門

的
知

識
、

新
た

な
学

び
を

展

開
で

き
る

実
践

的
指

導
力

、
同

僚
と

協
働

し
て

困
難

な
課

題
に

対
応

す
る

力
、

地
域

と
の

連
携

等

を
円

滑
に

行
え

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
を

有
し

、
教

科
指

導
、

生
徒

指
導

、
学

級
経

営
等

を

的
確

に
実

践
で

き
る

力
量

を
保

証
す

る
、

標
準

的
な

免
許

状
で

あ
る

「
一

般
免

許
状

(
仮

称
)
」

を

創
設

す
る

。

○
「

一
般

免
許

状
(
仮

称
)
」

は
、

学
部

４
年

に
加

え
、

１
年

か
ら

２
年

程
度

の
修

士
レ

ベ
ル

の
課

程
(
教

職
大

学
院

、
修

士
課

程
、

又
は

こ
れ

ら
の

内
容

に
類

す
る

学
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
)
で

の
学

修
を

標
準

と
す

る
。

○
修

士
レ

ベ
ル

の
課

程
の

修
業

年
限

に
つ

い
て

は
、

大
学

制
度

と
の

関
係

を
見

据
え

つ
つ

詳
細

な

制
度

設
計

の
際

に
更

に
検

討
を

行
う

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

○
こ

れ
ら

の
内

容
に

類
す

る
学

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

①
教

育
委

員
会

と
大

学
と

の
連

携
・

協
働

に

よ
り

運
営

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

②
教

職
特

別
課

程
(
教

職
に

関
す

る
科

目
の

単
位

を
修

得
さ

せ
る

た
め

に
大

学
が

設
置

す
る

修
業

年
限

を
１

年
と

す
る

課
程

)
の

活
用

、
③

履
修

証
明

プ
ロ

グ
ラ

ム

の
活

用
等

が
考

え
ら

れ
る

。

○
し

た
が

っ
て

、
修

士
レ

ベ
ル

化
を

進
め

る
に

当
た

っ
て

は
、

教
職

大
学

院
、

修
士

課
程

、
こ

れ

ら
の

内
容

に
類

す
る

学
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

含
む

複
数

の
方

策
を

組
み

合
わ

せ
て

行
う

こ
と

が
考

え

ら
れ

る
。

○
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
は

、
学

士
課

程
に

お
け

る
内

容
に

加
え

、
授

業
研

究
や

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
を

中

心
と

す
る

実
践

力
及

び
自

己
学

習
力

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

中
心

に
展

開
し

、
具

体
的

に
は

、

・
教

職
大

学
院

に
お

け
る

「
学

校
に

お
け

る
実

習
」

を
参

考
に

、
学

校
現

場
で

の
実

習
を

し
な

が
ら

、
一

定
期

間
ご

と
に

実
習

で
の

取
組

を
振

り
返

る
「

理
論

と
実

践
の

往
還

を
重

視
し

た
探

究
的

実
践

演
習

」
に

よ
り

、
新

た
な

学
び

を
展

開
で

き
る

実
践

的
指

導
力

、
チ

ー
ム

で
課

題
に

対
応

す
る

力
、

地
域

と
連

携
で

き
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

、
教

科
指

導
、

生
徒

指
導

、
学

45
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級
経

営
等

を
的

確
に

実
践

で
き

る
力

を
身

に
付

け
る

。

・
「

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

活
用

、
特

別
支

援
教

育
、
国

際
教

育
等

新
た

な
分

野
に

関
す

る
知

識
・

技
能

」
、

「
児

童
生

徒
へ

の
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

・
相

談
技

法
」

な
ど

近
年

の
学

校
現

場
を

取
り

巻
く

状
況

を
踏

ま
え

た
高

度
な

専
門

性
も

併
せ

て
身

に
付

け
る

。

○
修

士
レ

ベ
ル

の
養

成
体

制
の

整
備

は
、

教
職

大
学

院
、

教
員

養
成

系
の

修
士

課
程

、
教

員
養

成

系
以

外
の

国
公

私
立

大
学

の
一

般
の

修
士

課
程

を
対

象
に

今
後

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。
そ

の
際

、

教
職

大
学

院
、

国
立

教
員

養
成

系
の

修
士

課
程

の
設

置
数

や
入

学
定

員
が

毎
年

の
教

員
採

用
数

に

比
べ

、
圧

倒
的

に
少

な
く

、
量

的
な

整
備

を
ど

の
よ

う
に

進
め

る
の

か
留

意
す

る
必

要
が

あ
る

。

ま
た

、
国

公
私

立
大

学
の

一
般

の
修

士
課

程
に

つ
い

て
も

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
や

指
導

体
制

等
大

幅

な
改

善
が

早
急

に
必

要
と

考
え

ら
れ

る
。

○
な

お
、

初
任

者
研

修
は

、
教

員
養

成
を

修
士

レ
ベ

ル
化

す
る

こ
と

に
伴

い
、

法
律

上
の

実
施

義

務
の

在
り

方
等

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

②
「

基
礎

免
許

状
(
仮

称
)
」

○
教

職
へ

の
使

命
感

と
教

育
的

愛
情

を
持

ち
、

教
科

に
関

す
る

専
門

的
な

知
識

・
技

能
、

教
職

に

関
す

る
基

礎
的

な
知

識
・

技
能

を
保

証
す

る
「

基
礎

免
許

状
(
仮

称
)
」

を
創

設
す

る
。

○
「

基
礎

免
許

状
(
仮

称
)
」
は

、
学

士
課

程
修

了
レ

ベ
ル

と
し

、
早

期
に
「

一
般

免
許

状
(
仮

称
)
」

を
取

得
す

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

○
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

つ
い

て
は

、
教

科
や

教
職

に
関

す
る

専
門

的
知

識
の

修
得

を
中

心
に

展
開

し
、

具
体

的
に

は
、

・
「

教
職

の
意

義
等

に
関

す
る

理
解

」
、

学
校

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
含

む
「

子
ど

も
と

教
育

に
関

す
る

幅
広

い
体

験
」

に
よ

り
、

教
員

に
な

る
こ

と
の

魅
力

や
す

ば
ら

し
さ

と
と

も
に

厳
し

さ
を

感
じ

さ
せ

る
体

験
を

積
む

。

・
「

教
科

に
関

す
る

専
門

的
理

解
」

を
十

分
身

に
付

け
る

。
こ

の
際

、
教

科
の

実
際

に
即

し
た

内
容

と
す

る
た

め
、
「

教
科

に
関

す
る

科
目

」
と

「
教

職
に

関
す

る
科

目
」

を
架

橋
す

る
内

容

を
展

開
す

る
。

・
「

教
育

の
基

礎
理

論
に

関
す

る
理

解
」

に
加

え
、
「

生
徒

指
導

、
教

育
相

談
、

進
路

指
導

」
、

「
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
活

用
、

特
別

支
援

教
育

等
の

現
代

的
教

育
課

題
に

関
す

る
基

礎
的

素
養

」
に

つ
い

て
学

ぶ
。

・
「

教
育

実
習

」
を

中
心

に
、

教
員

と
し

て
実

践
的

指
導

の
基

礎
と

な
る

力
を

身
に

付
け

る
と

と
も

に
、
「

教
職

実
践

演
習

」
で

学
部

に
お

け
る

学
び

を
総

括
す

る
。

-
1
1

-

③
「

専
門

免
許

状
(
仮

称
)
」

○
学

校
経

営
、

生
徒

指
導

、
進

路
指

導
、

教
科

指
導

(
教

科
ご

と
)
、

特
別

支
援

教
育

、
外

国
人

児

童
生

徒
教

育
、

情
報

教
育

等
特

定
分

野
に

関
し

、
実

践
を

積
み

重
ね

、
更

な
る

探
究

を
す

る
こ

と

に
よ

り
、
高

い
専

門
性

を
身

に
付

け
た

こ
と

を
証

明
す

る
「

専
門

免
許

状
(
仮

称
)
」
を

創
設

す
る

。

複
数

分
野

の
取

得
を

可
能

に
す

る
。

○
一

定
の

経
験

年
数

を
有

す
る

教
員

等
で

、
大

学
院

レ
ベ

ル
で

の
教

育
や

、
国

が
実

施
す

る
研

修
、

教
育

委
員

会
と

大
学

と
の

連
携

に
よ

る
研

修
等

に
よ

り
取

得
す

る
。

学
位

取
得

と
は

つ
な

げ
な

い

こ
と

と
す

る
。

○
校

内
研

修
や

近
隣

の
学

校
と

の
合

同
研

修
会

等
に

つ
い

て
も

、
要

件
を

満
た

せ
ば

、
取

得
単

位

の
一

部
と

し
て

、
認

定
を

可
能

と
す

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

○
学

校
経

営
の

分
野

に
つ

い
て

は
、

管
理

職
へ

の
登

用
条

件
の

一
つ

と
す

る
こ

と
に

つ
い

て
、

今

後
更

な
る

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

(
２

)
「

一
般

免
許

状
(
仮

称
)
」

と
「

基
礎

免
許

状
(
仮

称
)
」

と
の

関
係

○
「

基
礎

免
許

状
(
仮

称
)
」
取

得
者

が
、「

一
般

免
許

状
(
仮

称
)
」
を

取
得

す
る

段
階

に
つ

い
て

、

採
用

と
の

関
係

か
ら

、
３

つ
の

類
型

に
整

理
し

た
。

(
ⅰ

)
「

一
般

免
許

状
(
仮

称
)
」

取
得

後
に

教
員

と
し

て
採

用
。

(
ⅱ

)
「

基
礎

免
許

状
(
仮

称
)
」

を
取

得
し

、
教

員
採

用
直

後
に

初
任

者
研

修
と

連
携

・
融

合
し

た

修
士

レ
ベ

ル
の

課
程

の
修

了
に

よ
り

「
一

般
免

許
状

(
仮

称
)
」

を
取

得
。

(
ⅲ

)
「

基
礎

免
許

状
(
仮

称
)
」

を
取

得
し

、
教

員
採

用
後

一
定

期
間

の
う

ち
に

修
士

レ
ベ

ル
の

課

程
等

で
の

学
修

に
よ

り
、
「

一
般

免
許

状
(
仮

称
)
」

を
取

得
。

○
そ

れ
ぞ

れ
に

メ
リ

ッ
ト

、
デ

メ
リ

ッ
ト

が
あ

り
、

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
、

様
々

な
試

行
の

積

み
重

ね
が

必
要

で
あ

る
。

(
３

)
多

様
な

人
材

の
登

用

○
様

々
な

段
階

で
社

会
人

等
が

そ
の

専
門

性
を

生
か

し
つ

つ
、
教

員
を

志
せ

る
よ

う
に

す
る

た
め

、

「
基

礎
免

許
状

(
仮

称
)
」

未
取

得
者

を
対

象
と

し
た

修
士

レ
ベ

ル
の

課
程

を
設

け
、
「

一
般

免
許

状
(
仮

称
)
」

取
得

を
可

能
と

す
る

。
そ

の
際

、
今

後
、

全
体

と
し

て
教

員
養

成
を

修
士

レ
ベ

ル
化

し
、

資
質

能
力

の
向

上
を

図
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
こ

れ
ら

の
者

に
つ

い
て

も
教

職
の

専
門

性
の

確

保
の

観
点

に
留

意
す

る
必

要
が

あ
る

。

(
４

)
教

員
免

許
更

新
制

○
教

員
免

許
更

新
制

に
つ

い
て

は
、

１
０

年
経

験
者

研
修

の
法

律
上

の
実

施
義

務
の

在
り

方
と

の
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関
係

を
含

め
、

詳
細

な
制

度
設

計
の

際
に

更
に

検
討

を
行

う
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

(
５

)
改

革
を

進
め

る
上

で
留

意
す

べ
き

事
項

○
今

後
、

修
士

レ
ベ

ル
化

を
進

め
る

に
際

し
、

学
部

と
は

異
な

る
修

士
レ

ベ
ル

で
の

具
体

的
な

教

育
内

容
・

方
法

や
、

学
部

段
階

で
の

免
許

状
の

未
取

得
者

へ
の

対
応

な
ど

修
士

レ
ベ

ル
の

カ
リ

キ

ュ
ラ

ム
等

に
つ

い
て

更
な

る
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
優

秀
な

人
材

が
経

済
的

理
由

に
よ

り

教
員

志
望

を
諦

め
る

こ
と

の
な

い
よ

う
、

授
業

料
減

免
や

奨
学

金
の

活
用

等
に

よ
る

学
生

の
経

済

的
負

担
の

軽
減

に
つ

い
て

も
留

意
す

る
必

要
が

あ
る

。

○
複

数
の

学
校

種
を

ま
と

め
た

教
員

免
許

状
の

創
設

は
、

例
え

ば
「

義
務

教
育

免
許

状
」

に
つ

い

て
、

要
取

得
単

位
数

の
大

幅
な

増
加

、
小

中
連

携
の

概
念

整
理

に
つ

い
て

検
討

段
階

に
あ

る
こ

と

な
ど

か
ら

、
中

長
期

的
検

討
課

題
と

す
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

教
員

免
許

状
を

複
数

取
得

す
る

こ

と
は

重
要

で
あ

り
、

更
な

る
隣

接
校

種
免

許
状

の
取

得
促

進
の

た
め

、
例

え
ば

、
複

数
免

許
状

を

取
得

す
る

場
合

の
最

低
修

得
単

位
数

の
設

定
の

検
討

や
、

免
許

法
認

定
講

習
を

免
許

状
更

新
講

習

と
し

て
も

開
設

す
る

な
ど

の
取

組
が

求
め

ら
れ

る
。

○
今

後
、

詳
細

な
制

度
設

計
を

行
う

際
に

は
、

学
校

種
、

職
種

の
特

性
に

配
慮

す
る

こ
と

や
国

公

私
の

設
置

形
態

に
留

意
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

例
え

ば
、

幼
稚

園
教

諭
に

つ
い

て
は

、
現

職

教
員

の
二

種
免

許
状

保
有

者
の

割
合

が
７

割
を

超
え

る
現

状
、

今
後

の
幼

児
期

の
教

育
・

保
育

の

総
合

的
な

提
供

に
関

す
る

制
度

設
計

等
の

状
況

を
踏

ま
え

、
新

し
い

時
代

に
お

け
る

質
の

担
保

・

向
上

と
い

う
観

点
か

ら
適

切
な

制
度

設
計

を
検

討
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
中

・
高

等

学
校

教
諭

に
つ

い
て

は
、

そ
の

多
く

が
教

員
養

成
を

主
た

る
目

的
と

し
な

い
学

科
等

出
身

者
で

占

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

に
留

意
す

る
必

要
が

あ
る

。

○
教

員
免

許
状

が
教

員
と

し
て

の
資

質
能

力
を

一
定

水
準

以
上

に
担

保
す

る
た

め
に

は
、

医
師

、

歯
科

医
師

、
薬

剤
師

等
の

よ
う

に
、

国
家

試
験

の
導

入
を

検
討

す
べ

き
と

の
意

見
が

あ
っ

た
。

し

か
し

な
が

ら
、

国
家

試
験

の
導

入
に

つ
い

て
は

、
様

々
な

課
題

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

中
長

期
的

検

討
課

題
と

す
る

。

○
今

後
、
詳

細
な

制
度

設
計

を
行

う
際

に
は

、
ス

ク
ラ

ッ
プ

・
ア

ン
ド

・
ビ

ル
ド

の
観

点
に

立
ち

、

思
い

切
っ

た
業

務
の

軽
減

な
ど

の
措

置
を

併
せ

て
検

討
す

る
。

ま
た

、
国

公
私

の
設

置
形

態
ご

と

に
研

修
制

度
や

財
政

構
造

が
異

な
っ

て
い

る
こ

と
な

ど
を

踏
ま

え
た

取
組

の
在

り
方

や
必

要
な

支

援
措

置
に

つ
い

て
も

考
慮

す
る

必
要

が
あ

る
。

-
1
3

-

Ⅲ
．
当

面
の

改
善

方
策

～
教

育
委

員
会

・
学

校
と
大

学
の

連
携

・
協

働
に
よ
る
高

度
化

１
．

基
本

的
考

え
方

○
大

学
に

お
け

る
教

員
養

成
に

つ
い

て
、

教
育

委
員

会
、

学
校

関
係

者
か

ら
の

信
頼

を
よ

り
一

層

確
立

す
る

た
め

、
課

程
認

定
大

学
は

、
教

育
委

員
会

・
学

校
と

の
連

携
・

協
働

を
こ

れ
ま

で
以

上

に
深

め
、

下
記

の
改

革
に

積
極

的
に

取
り

組
む

。

○
修

士
レ

ベ
ル

化
に

向
け

、
修

士
レ

ベ
ル

の
課

程
の

質
と

量
の

充
実

、
教

育
委

員
会

と
大

学
と

の

連
携

・
協

働
に

よ
る

研
修

の
充

実
等

、
ス

テ
ッ

プ
を

踏
み

な
が

ら
段

階
的

に
取

組
を

推
進

す
る

。

そ
の

う
ち

、
主

要
な

取
組

は
、

教
育

振
興

基
本

計
画

に
盛

り
込

み
、

計
画

的
に

進
め

る
。

○
修

士
レ

ベ
ル

の
教

員
養

成
の

質
と

量
の

充
実

を
図

る
た

め
、

修
士

課
程

等
の

教
育

内
容

・
方

法

の
改

革
を

推
進

す
る

仕
組

み
を

早
急

に
構

築
す

る
。

○
「

学
び

続
け

る
教

員
像

」
を

確
立

す
る

た
め

、
教

育
委

員
会

と
大

学
と

の
連

携
・

協
働

に
よ

り
、

現
職

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

改
善

し
、

高
度

化
す

る
。

２
．

教
員

養
成

、
採

用
か

ら
初

任
者

の
段

階
の

改
善

方
策

(
学

部
に

お
け

る
教

員
養

成
の

充
実

)

○
教

科
と

教
職

の
架

橋
の

推
進

、
全

学
的

な
体

制
の

整
備

、
個

性
化

・
機

能
別

分
化

の
推

進
、

質
保

証
の

改
革

に
よ

り
、

必
要

な
資

質
能

力
の

育
成

を
徹

底
す

る
。

(
修

士
レ

ベ
ル

の
教

員
養

成
・

体
制

の
充

実
と

改
善

)

○
教

職
大

学
院

制
度

の
発

展
・

拡
充

、
実

践
力

向
上

の
観

点
か

ら
修

士
課

程
の

カ
リ

キ
ュ

ラ

ム
改

革
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
専

修
免

許
状

の
在

り
方

を
見

直
す

。

(
初

任
者

研
修

の
改

善
)

○
教

職
大

学
院

等
と

の
連

携
･
融

合
に

よ
り

、
初

任
者

研
修

の
高

度
化

を
図

る
と

と
も

に
、

長

期
的

な
新

人
教

員
支

援
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。

(
採

用
の

在
り

方
)

○
選

考
方

法
を

一
層

改
善

す
る

と
と

も
に

、
３

０
代

、
４

０
代

の
積

極
的

採
用

を
推

進
す

る
。

(
１

)
国

公
私

立
大

学
の

学
部

に
お

け
る

教
員

養
成

の
充

実

○
修

士
レ

ベ
ル

化
を

想
定

し
つ

つ
、

平
成

１
８

年
中

央
教

育
審

議
会

答
申

も
踏

ま
え

、
教

員
と

し

て
の

基
礎

的
な

資
質

能
力

を
確

実
に

育
成

す
る

た
め

、
国

公
私

を
通

じ
て

学
部

に
お

け
る

教
員

養

成
の

改
革

を
更

に
推

進
す

る
。

①
教

員
養

成
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

改
善

○
修

士
レ

ベ
ル

化
の

前
提

と
し

て
、

学
部

段
階

で
、

教
職

実
践

演
習

を
中

心
に

、
必

要
な

資
質

能
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力
の

育
成

を
徹

底
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

○
教

科
に

関
す

る
科

目
に

つ
い

て
は

、
学

校
教

育
の

教
科

内
容

を
踏

ま
え

て
、

授
業

内
容

を
構

成

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
そ

こ
で

、
例

え
ば

、
「

教
科

に
関

す
る

科
目

」
担

当
教

員
と

「
教

職

に
関

す
る

科
目

」
担

当
教

員
と

が
共

同
で

授
業

を
行

う
な

ど
、

教
科

と
教

職
の

架
橋

を
推

進
す

る

な
ど

の
取

組
が

求
め

ら
れ

る
。

併
せ

て
、

教
科

教
育

学
の

更
な

る
改

善
も

必
要

で
あ

る
。

特
に

、

教
員

養
成

系
以

外
の

課
程

に
お

け
る

教
科

に
関

す
る

科
目

に
つ

い
て

は
、

全
学

的
組

織
で

あ
る

教

員
養

成
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
委

員
会

等
の

組
織

を
活

用
し

、
担

当
教

員
に

対
し

、
教

職
課

程
の

科
目

で

あ
る

こ
と

を
意

識
し

て
展

開
す

る
こ

と
を

徹
底

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

○
修

士
レ

ベ
ル

化
へ

の
段

階
的

な
移

行
を

目
指

し
て

、
修

士
レ

ベ
ル

の
課

程
へ

の
接

続
を

念
頭

に

置
い

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

開
発

や
継

続
的

な
学

校
現

場
で

の
実

習
・

体
験

活
動

の
在

り
方

を
検

討

す
る

な
ど

、
改

革
を

一
層

推
進

す
る

。

○
学

校
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
や

学
校

支
援

地
域

本
部

、
児

童
館

等
で

の
活

動
な

ど
、

教
育

実
習

以
外

に

も
一

定
期

間
学

校
現

場
等

で
の

体
験

機
会

の
充

実
を

図
る

。
そ

の
際

、
特

に
い

じ
め

・
暴

力
行

為

・
不

登
校

等
生

徒
指

導
上

の
諸

課
題

へ
の

対
応

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

活
動

を
重

点
的

に
行

う

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

。
ま

た
、

教
員

を
強

く
志

望
す

る
者

に
対

し
、

学
校

へ
の

長
期

イ
ン

タ
ー

ン

シ
ッ

プ
な

ど
の

実
施

も
考

え
ら

れ
る

。

○
学

校
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

を
教

育
実

習
の

参
加

要
件

と
し

た
り

、
実

習
前

に
教

職
へ

の
意

志
と

自

覚
を

確
認

す
る

た
め

の
面

接
や

レ
ポ

ー
ト

を
課

す
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
教

員
を

志
望

す
る

者
が

教

育
実

習
を

受
講

す
る

よ
う

工
夫

し
、

い
わ

ゆ
る

「
実

習
公

害
」

を
是

正
す

る
。

○
国

立
大

学
附

属
学

校
に

つ
い

て
、

担
当

ス
タ

ッ
フ

の
配

置
な

ど
実

習
の

拠
点

校
と

し
て

の
機

能

強
化

を
図

り
、

大
学

と
連

携
し

つ
つ

、
地

域
の

公
立

学
校

の
実

習
指

導
教

員
の

指
導

力
向

上
、

実

習
に

お
け

る
公

立
学

校
と

の
協

力
体

制
構

築
な

ど
を

図
る

。

②
組

織
体

制

○
教

職
課

程
の

担
当

教
員

に
つ

い
て

は
、

当
該

研
究

分
野

に
お

け
る

研
究

実
績

の
ほ

か
、

教
員

養

成
に

対
す

る
関

わ
り

方
に

つ
い

て
の

明
確

な
考

え
、
実

践
的

指
導

力
育

成
へ

の
寄

与
の

観
点

か
ら

、

教
員

審
査

や
教

員
評

価
を

進
め

る
。

実
務

経
験

者
に

つ
い

て
は

、
教

職
大

学
院

を
修

了
し

た
現

職

教
員

等
、

指
導

者
と

し
て

ふ
さ

わ
し

い
教

育
研

究
実

績
を

有
す

る
者

の
登

用
を

促
進

す
る

。

○
教

員
養

成
の

質
を

全
学

的
に

高
め

る
た

め
、

一
部

の
総

合
大

学
で

は
「

教
職

セ
ン

タ
ー

」
等

の

全
学

的
な

体
制

を
整

備
し

、
教

員
養

成
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

改
善

等
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

こ
う

し
た

取
組

は
、

総
合

大
学

の
有

す
る

資
源

・
機

能
の

教
員

養
成

に
対

す
る

活
用

、
教

育
学

部
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の
有

す
る

資
源

・
機

能
の

全
学

的
活

用
等

の
観

点
か

ら
も

極
め

て
有

効
で

あ
り

、
多

く
の

大
学

で

同
様

の
取

組
を

推
進

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

○
各

大
学

の
強

み
を

生
か

し
な

が
ら

大
学

を
越

え
た

連
携

を
深

め
、

多
様

か
つ

質
の

高
い

大
学

教

育
を

提
供

す
る

こ
と

は
、

社
会

の
多

様
な

課
題

を
解

決
に

導
く

高
度

な
人

材
を

養
成

す
る

た
め

に

必
要

不
可

欠
で

あ
る

。

自
ら

の
強

み
や

個
性

を
生

か
し

た
教

員
養

成
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
そ

れ
に

留
ま

ら
ず

、
大

学
が

相
互

に
連

携
し

、
地

域
や

社
会

の
要

請
に

応
え

る
教

員
養

成
を

進
め

る
た

め
、

大
学

の
特

色

や
強

み
を

生
か

し
た

大
学

間
連

携
や

、
教

育
課

程
の

共
同

実
施

制
度

等
を

活
用

し
た

教
育

シ
ス

テ

ム
を

構
築

す
る

こ
と

に
よ

り
、

機
能

別
分

化
を

進
め

、
更

に
質

の
高

い
教

育
を

提
供

す
る

。
こ

の

場
合

、
教

職
課

程
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

の
体

系
性

が
維

持
さ

れ
、

課
程

認
定

大
学

と
し

て
の

教

員
養

成
に

対
す

る
責

任
を

全
う

し
、

質
の

向
上

に
つ

な
が

る
よ

う
、

留
意

す
る

必
要

が
あ

る
。

③
教

職
課

程
の

質
保

証

○
近

年
の

大
学

教
育

改
革

に
見

ら
れ

る
よ

う
に

、
教

職
課

程
に

お
い

て
も

、
学

生
が

修
得

す
べ

き

知
識

・
技

能
を

明
確

化
し

、
「

何
を

教
え

る
か

」
よ

り
も

「
何

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
か

」
に

重

点
を

置
く

べ
き

で
あ

る
。

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

の
体

系
と

同
時

に
教

職
課

程
と

し
て

の
体

系

の
確

立
に

向
け

、
各

大
学

の
参

考
と

な
る

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
作

成
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

受

講
者

に
よ

る
教

職
課

程
担

当
教

員
へ

の
授

業
評

価
等

を
行

い
、

評
価

結
果

を
教

職
課

程
の

質
向

上

へ
反

映
す

る
な

ど
の

取
組

を
推

進
す

べ
き

で
あ

る
。

さ
ら

に
、

実
習

前
の

学
生

の
質

保
証

の
観

点

か
ら

、
医

師
、

歯
科

医
師

、
薬

剤
師

等
の

養
成

に
お

い
て

行
わ

れ
て

い
る

共
用

試
験

を
参

考
に

、

教
育

実
習

前
に

学
生

の
知

識
・

技
能

等
を

評
価

す
る

取
組

を
推

進
す

る
。

○
教

職
課

程
の

認
定

に
つ

い
て

は
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
体

系
性

や
履

修
時

期
等

必
要

な
科

目
が

適

時
・

適
切

に
開

設
さ

れ
て

い
る

か
、

指
導

力
を

有
す

る
実

務
経

験
者

の
登

用
な

ど
実

践
的

指
導

力

を
育

成
で

き
る

教
員

が
確

保
さ

れ
て

い
る

か
、

教
員

養
成

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

委
員

会
の

設
置

、
教

職

指
導

の
体

制
整

備
、

教
育

委
員

会
と

の
連

携
等

教
員

養
成

の
実

施
体

制
が

適
切

か
な

ど
の

観
点

か

ら
厳

格
に

審
査

を
行

う
。

ま
た

、
こ

れ
に

伴
う

審
査

体
制

に
つ

い
て

も
充

実
し

、
設

置
審

査
と

の

適
切

な
調

整
を

図
る

。

○
全

て
の

課
程

認
定

大
学

に
つ

い
て

、
教

育
の

質
向

上
及

び
社

会
に

対
す

る
説

明
責

任
を

果
た

す

観
点

か
ら

、
教

員
養

成
の

理
念

、
養

成
す

る
教

員
像

、
教

職
指

導
の

体
制

、
教

員
組

織
、

カ
リ

キ

ュ
ラ

ム
、

学
生

の
教

員
免

許
状

取
得

状
況

や
教

員
就

職
率

等
、

情
報

の
公

表
を

検
討

す
る

。

○
事

後
評

価
に

関
し

、
課

程
認

定
委

員
会

に
よ

る
実

地
視

察
に

つ
い

て
は

、
訪

問
校

を
増

や
す

と

と
も

に
、
評

価
の

観
点

に
つ

い
て

も
、
認

定
時

の
水

準
の

維
持

向
上

が
図

ら
れ

て
い

る
か

に
加

え
、

学
生

や
卒

業
生

か
ら

の
聞

き
取

り
、

学
校

や
教

育
委

員
会

の
評

価
も

加
え

る
な

ど
、

更
な

る
改

善

48
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を
図

る
。

こ
れ

に
加

え
、

教
員

養
成

教
育

の
評

価
シ

ス
テ

ム
や

大
学

間
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

を
活

用

し
た

相
互

評
価

シ
ス

テ
ム

の
取

組
等

新
た

な
事

後
評

価
シ

ス
テ

ム
の

構
築

を
推

進
す

る
。

○
実

地
視

察
の

評
価

等
が

著
し

く
低

か
っ

た
り

、
一

定
期

間
当

該
課

程
の

卒
業

生
に

つ
い

て
教

員

へ
の

就
職

が
全

く
な

く
、

そ
の

後
の

改
善

が
見

ら
れ

な
い

場
合

に
は

、
教

職
課

程
の

認
定

を
取

り

消
す

な
ど

、
是

正
勧

告
・

認
定

取
消

の
プ

ロ
セ

ス
を

明
確

化
す

る
こ

と
に

つ
い

て
今

後
検

討
が

必

要
で

あ
る

。

(
２

)
修

士
レ

ベ
ル

の
教

員
養

成
・

体
制

の
充

実
と

改
善

○
修

士
レ

ベ
ル

化
に

向
け

、
教

職
大

学
院

や
修

士
課

程
の

教
育

の
改

革
、

新
た

な
学

び
を

展
開

で

き
る

実
践

力
育

成
モ

デ
ル

の
構

築
等

、
段

階
的

な
体

制
整

備
を

着
実

に
推

進
す

る
。

○
今

後
、
国

立
教

員
養

成
系

大
学

・
学

部
及

び
こ

れ
に

基
礎

を
置

く
教

育
学

研
究

科
に

つ
い

て
は

、

よ
り

一
層

、
高

度
専

門
職

業
人

と
し

て
の

教
員

養
成

へ
と

役
割

を
重

点
化

し
て

い
く

こ
と

が
求

め

ら
れ

る
。

①
教

職
大

学
院

の
拡

充

○
教

職
大

学
院

は
、

新
し

い
学

校
づ

く
り

の
有

力
な

一
員

と
な

り
得

る
新

人
教

員
の

養
成

、
現

職

教
員

を
対

象
と

し
た

ス
ク

ー
ル

リ
ー

ダ
ー

の
養

成
の

双
方

に
お

い
て

、
成

果
を

上
げ

つ
つ

あ
り

、

な
お

改
革

す
べ

き
点

も
あ

る
も

の
の

、
当

初
の

目
標

と
し

て
掲

げ
ら

れ
た

「
教

職
課

程
改

善
の

モ

デ
ル

」
と

し
て

の
役

割
を

果
た

し
つ

つ
あ

る
。

最
初

の
設

置
か

ら
約

５
年

を
経

過
し

、
新

た
な

学
び

に
対

応
し

た
教

科
指

導
力

や
教

科
専

門
の

高
度

化
を

達
成

し
得

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

在
り

方
、
学

校
に

お
け

る
実

習
を

勤
務

に
埋

没
さ

せ
ず

、

理
論

と
実

践
の

往
還

に
よ

り
理

論
に

裏
付

け
ら

れ
た

新
た

な
教

育
実

践
を

生
み

出
し

て
い

く
方

法

の
開

発
な

ど
、

更
に

追
求

す
べ

き
課

題
も

残
さ

れ
て

い
る

。
し

た
が

っ
て

、
今

後
は

こ
れ

ま
で

の

機
能

に
加

え
、

こ
う

し
た

機
能

を
併

せ
持

つ
制

度
と

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

○
今

後
は

、
こ

れ
ま

で
の

教
職

大
学

院
の

成
果

を
踏

ま
え

つ
つ

、
様

々
な

学
校

現
場

の
ニ

ー
ズ

に

も
対

応
で

き
る

よ
う

、
教

職
大

学
院

の
制

度
を

発
展

・
拡

充
さ

せ
る

。
そ

の
際

、
共

通
に

開
設

す

べ
き

授
業

科
目

の
５

領
域

に
つ

い
て

見
直

し
を

図
り

、
学

校
現

場
で

の
実

践
に

資
す

る
教

科
教

育

を
行

う
も

の
や

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
対

応
、

特
別

支
援

教
育

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

、
学

校
経

営
な

ど
特

定

分
野

の
養

成
に

特
化

す
る

も
の

も
含

め
、

教
職

大
学

院
の

制
度

に
取

り
込

ん
で

い
け

る
よ

う
制

度

改
正

を
行

う
べ

き
で

あ
る

。
ま

た
、

現
在

、
生

徒
指

導
に

関
す

る
実

践
的

指
導

力
を

育
成

す
る

た

め
の

コ
ー

ス
等

を
設

け
て

い
る

教
職

大
学

院
も

あ
る

が
、

い
じ

め
・

暴
力

行
為

・
不

登
校

等
生

徒

指
導

上
の

諸
課

題
は

深
刻

な
状

況
に

あ
る

た
め

、
さ

ら
に

、
事

例
や

ノ
ウ

ハ
ウ

の
集

積
を

重
点

的

に
行

い
、

生
徒

指
導

に
関

す
る

教
育

研
究

の
拠

点
と

な
る

よ
う

更
な

る
充

実
が

望
ま

れ
る

。

-
1
7

-

○
こ

う
し

た
制

度
の

発
展

・
拡

充
を

図
っ

た
上

で
、

現
在

、
教

職
大

学
院

の
設

置
さ

れ
て

い
な

い

都
道

府
県

に
お

い
て

は
、

大
学

と
教

育
委

員
会

と
の

連
携

・
協

働
に

よ
り

、
教

職
大

学
院

の
設

置

を
推

進
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

○
指

導
に

当
た

る
教

員
に

つ
い

て
は

、
実

践
的

指
導

力
の

育
成

に
寄

与
で

き
る

か
の

観
点

か
ら

評

価
を

し
、

学
生

が
、

新
た

な
学

び
を

展
開

で
き

る
実

践
的

指
導

力
な

ど
を

身
に

付
け

る
こ

と
が

で

き
る

教
員

組
織

体
制

の
構

築
を

図
る

。
さ

ら
に

、
実

務
家

教
員

に
つ

い
て

は
、

学
校

現
場

で
の

最

新
・

多
彩

な
経

験
を

有
す

る
だ

け
で

な
く

、
こ

れ
を

理
論

化
で

き
る

基
礎

的
な

素
養

を
求

め
る

と

と
も

に
、

現
在

４
割

以
上

と
さ

れ
て

い
る

、
必

要
専

任
教

員
数

全
体

に
対

す
る

割
合

の
見

直
し

を

検
討

す
る

。

○
教

科
に

関
す

る
科

目
担

当
教

員
に

つ
い

て
は

、
理

論
的

ア
プ

ロ
ー

チ
に

よ
り

、
学

生
に

対
し

実

際
の

教
育

活
動

に
直

接
生

か
す

こ
と

が
で

き
る

指
導

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
教

職
大

学
院

に
お

け

る
担

当
教

員
と

な
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。

○
教

職
大

学
院

修
了

者
に

つ
い

て
、

初
任

者
研

修
の

一
部

又
は

全
部

免
除

、
教

員
採

用
選

考
に

お

け
る

選
考

内
容

の
一

部
免

除
、

採
用

枠
の

新
設

等
の

取
組

を
進

め
、

教
職

大
学

院
で

学
ん

だ
こ

と

を
適

切
に

評
価

す
る

と
と

も
に

、
教

職
大

学
院

へ
の

進
学

を
促

進
す

る
た

め
、

教
員

採
用

選
考

合

格
者

の
名

簿
登

載
期

間
延

長
等

の
取

組
を

進
め

、
教

職
大

学
院

で
学

び
や

す
い

環
境

を
整

備
す

る
。

○
教

育
委

員
会

に
お

い
て

は
、

現
職

教
員

の
教

職
大

学
院

へ
の

派
遣

に
つ

い
て

、
研

修
等

定
数

の

有
効

活
用

や
所

属
校

へ
の

支
援

体
制

の
充

実
な

ど
に

よ
り

、
将

来
の

教
育

界
を

担
う

リ
ー

ダ
ー

を

積
極

的
に

派
遣

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

○
こ

の
ほ

か
、

教
職

大
学

院
出

身
の

初
任

者
を

実
習

し
た

学
校

に
配

置
す

る
な

ど
、

教
育

委
員

会

に
お

い
て

は
、

教
職

大
学

院
修

了
者

に
対

す
る

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
の

付
与

等
に

つ
い

て
積

極
的

に

検
討

し
、

教
職

大
学

院
制

度
の

発
展

・
拡

充
に

協
力

し
て

い
く

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

②
国

立
教

員
養

成
系

の
修

士
課

程
の

見
直

し

○
こ

う
し

た
教

職
大

学
院

制
度

の
発

展
・

拡
充

を
図

る
に

当
た

り
、

国
立

教
員

養
成

系
大

学
・

学

部
及

び
こ

れ
に

基
礎

を
置

く
教

育
学

研
究

科
に

つ
い

て
は

、
学

校
現

場
で

求
め

ら
れ

て
い

る
質

の

高
い

教
員

の
養

成
を

そ
の

最
も

重
要

な
使

命
と

し
て

い
る

こ
と

に
鑑

み
れ

ば
、

今
後

、
教

職
大

学

院
を

主
体

と
し

た
組

織
体

制
へ

と
移

行
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

○
ま

た
、

教
職

大
学

院
が

修
士

レ
ベ

ル
の

教
員

養
成

の
主

た
る

担
い

手
と

な
っ

て
い

く
こ

と
を

踏

ま
え

、
国

立
教

員
養

成
系

の
修

士
課

程
に

つ
い

て
、

今
後

ど
の

よ
う

な
方

向
を

目
指

す
べ

き
か

、

そ
の

在
り

方
に

つ
い

て
の

検
討

が
必

要
と

考
え

ら
れ

る
。

49
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○
そ

の
際

、
専

門
職

大
学

院
が

質
保

証
の

観
点

か
ら

、
教

育
に

専
念

す
る

教
員

組
織

を
充

実
す

る

こ
と

を
制

度
創

設
の

趣
旨

と
し

て
い

る
こ

と
に

留
意

し
た

上
で

、
今

後
の

修
士

レ
ベ

ル
化

を
進

め
、

学
部

と
の

一
貫

性
を

確
保

す
る

観
点

か
ら

、
教

職
大

学
院

の
専

任
教

員
の

ダ
ブ

ル
カ

ウ
ン

ト
(
設

置
基

準
上

必
ず

置
く

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

専
任

教
員

を
他

の
学

位
課

程
の

必
置

教
員

数
に

算
入

す

る
こ

と
)
の

在
り

方
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

必
要

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

○
ま

た
、

教
員

養
成

系
の

修
士

課
程

に
つ

い
て

は
、

大
学

院
設

置
基

準
に

お
い

て
、

教
科

等
の

専

攻
ご

と
に

置
く

も
の

と
す

る
教

員
の

数
が

定
め

ら
れ

て
お

り
、

組
織

の
柔

軟
な

見
直

し
や

、
他

大

学
・

学
部

と
の

柔
軟

な
連

携
、

機
能

分
担

の
支

障
に

な
っ

て
い

る
と

の
指

摘
も

あ
る

こ
と

か
ら

、

こ
れ

を
大

括
り

化
す

る
な

ど
、

教
員

養
成

機
能

の
充

実
・

強
化

に
資

す
る

教
育

研
究

体
制

の
構

築

が
可

能
と

な
る

よ
う

見
直

し
を

行
う

。

○
こ

れ
か

ら
の

教
員

養
成

は
、

学
習

科
学

、
教

科
内

容
構

成
の

研
究

の
推

進
及

び
そ

の
成

果
の

活

用
、

経
験

知
・

暗
黙

知
の

一
般

化
に

よ
る

理
論

や
方

法
の

開
発

な
ど

、
学

校
現

場
で

の
実

践
に

つ

な
が

る
教

育
学

研
究

の
成

果
に

基
づ

き
行

う
必

要
が

あ
る

。
こ

の
た

め
、

こ
う

し
た

研
究

を
推

進

す
る

体
制

に
つ

い
て

拠
点

的
に

形
成

す
る

な
ど

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

革
の

理
論

的
支

柱
と

な
る

実

践
的

な
教

育
学

研
究

を
推

進
す

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

③
国

公
私

立
大

学
の

一
般

の
修

士
課

程
の

見
直

し

○
中

・
高

等
学

校
教

員
の

養
成

に
つ

い
て

は
、

国
立

教
員

養
成

系
以

外
の

国
公

私
立

大
学

の
一

般

の
修

士
課

程
の

役
割

が
大

き
い

。
こ

の
た

め
、

一
般

の
修

士
課

程
に

お
い

て
教

員
養

成
の

カ
リ

キ

ュ
ラ

ム
改

革
を

図
り

、
修

士
課

程
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

と
の

バ
ラ

ン
ス

に
配

慮
し

つ
つ

、
学

校
現

場

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
得

る
実

践
性

を
備

え
た

教
育

を
提

供
す

る
体

制
の

整
備

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

教
職

大
学

院
と

の
連

携
プ

ロ
グ

ラ
ム

な
ど

に
よ

り
、

理
論

と
実

践
の

架
橋

を
重

視
し

た
実

習
や

実

践
科

目
を

導
入

す
る

な
ど

の
取

組
も

有
効

と
考

え
ら

れ
る

。

④
専

修
免

許
状

の
在

り
方

の
見

直
し

(
一

定
の

実
践

的
科

目
の

必
修

化
推

進
)

○
現

在
の

専
修

免
許

状
は

、
一

種
免

許
状

を
有

す
る

者
が

、
教

科
又

は
教

職
に

関
す

る
科

目
を

大

学
院

等
に

お
い

て
２

４
単

位
以

上
修

得
す

る
こ

と
と

さ
れ

、
必

ず
し

も
実

践
的

指
導

力
の

向
上

に

結
び

つ
く

も
の

と
な

っ
て

い
な

い
。

今
後

、
教

員
免

許
状

が
、

教
員

と
し

て
の

専
門

性
を

公
的

に

保
証

し
、

可
視

化
す

る
も

の
と

し
て

再
構

築
し

て
い

く
た

め
に

は
、

専
修

免
許

状
の

課
程

認
定

を

受
け

て
い

る
修

士
課

程
に

お
い

て
、

例
え

ば
、

理
論

と
実

践
の

架
橋

を
重

視
し

た
実

習
ベ

ー
ス

の

科
目

を
必

修
化

す
る

な
ど

の
取

組
を

推
進

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
「

専
門

免
許

状
(
仮

称
)
」

で
示

し
た

区
分

を
参

考
に

、
修

得
し

た
専

門
分

野
を

記
入

で
き

る
よ

う
に

す
る

な
ど

、
専

門
性

を
明

確
化

す
る

。

-
1
9

-

○
教

科
と

教
職

を
架

橋
す

る
新

た
な

領
域

の
展

開
を

推
進

す
る

た
め

、
例

え
ば

「
教

科
内

容
構

成

に
関

す
る

科
目

(
仮

称
)
」

を
新

設
す

る
こ

と
や

、
「

各
教

科
の

指
導

法
」

を
各

教
科

の
内

容
と

方

法
を

総
合

し
た

内
容

に
改

善
す

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

⑤
国

公
私

立
大

学
の

学
部

・
修

士
課

程
間

、
大

学
間

の
連

携
の

推
進

○
複

雑
化

・
高

度
化

す
る

教
職

へ
の

社
会

の
要

請
に

応
え

つ
つ

、
修

士
レ

ベ
ル

で
の

養
成

規
模

の

拡
充

を
図

っ
て

い
く

た
め

に
は

、
学

部
・

研
究

科
や

大
学

を
越

え
た

、
様

々
な

レ
ベ

ル
で

の
柔

軟

か
つ

多
様

な
連

携
体

制
を

構
築

し
て

い
く

こ
と

が
不

可
欠

で
あ

り
、

例
え

ば
、

次
の

よ
う

な
類

型

が
考

え
ら

れ
る

。
そ

の
際

、
今

後
の

修
士

レ
ベ

ル
の

規
模

拡
大

の
観

点
か

ら
す

る
と

、
国

立
大

学

だ
け

で
な

く
、

公
私

立
大

学
に

つ
い

て
も

こ
う

し
た

多
様

な
大

学
間

連
携

に
よ

り
、

修
士

レ
ベ

ル

に
お

け
る

教
員

養
成

に
お

い
て

積
極

的
な

役
割

を
担

う
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

(
ⅰ

)
国

公
私

立
大

学
の

大
学

間
連

携
に

よ
る

修
士

課
程

の
設

置

(
ⅱ

)
教

職
大

学
院

を
中

心
と

し
た

他
の

国
公

私
立

大
学

の
修

士
課

程
と

の
連

携

(
ⅲ

)
国

立
教

員
養

成
系

の
教

職
大

学
院

、
修

士
課

程
間

の
連

携

(
ⅳ

)
総

合
大

学
内

に
お

け
る

教
職

大
学

院
と

他
学

部
の

修
士

課
程

と
の

連
携

(
３

)
教

職
課

程
担

当
教

員
の

養
成

の
在

り
方

○
教

員
養

成
系

大
学

・
学

部
の

教
育

研
究

の
充

実
及

び
教

職
課

程
の

質
の

向
上

を
図

る
た

め
に

は
、

こ
れ

を
担

う
大

学
教

員
の

養
成

シ
ス

テ
ム

を
整

備
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

○
国

立
教

員
養

成
系

の
博

士
課

程
は

、
現

在
４

大
学

設
置

さ
れ

て
い

る
。

今
後

、
全

国
の

教
員

養

成
系

の
大

学
院

の
リ

ソ
ー

ス
を

結
集

し
、

教
科

と
教

職
を

架
橋

す
る

新
た

な
領

域
や

学
習

科
学

の

分
野

な
ど

学
校

現
場

で
の

実
践

に
つ

な
が

る
研

究
を

深
め

、
必

要
と

さ
れ

る
大

学
教

員
を

養
成

す

る
体

制
整

備
の

推
進

方
策

に
つ

い
て

検
討

が
必

要
で

あ
る

。
そ

の
際

、
米

国
の

教
育

大
学

院
(
ス

ク
ー

ル
・

オ
ブ

・
エ

デ
ュ

ケ
ー

シ
ョ

ン
)
に

お
い

て
行

わ
れ

て
い

る
、

学
校

管
理

者
や

行
政

担
当

者
を

対
象

と
し

た
Ｅ

ｄ
．

Ｄ
(
博

士
レ

ベ
ル

)
を

授
与

す
る

コ
ー

ス
に

つ
い

て
も

参
考

と
し

つ
つ

、

実
務

家
教

員
志

望
者

の
学

修
の

場
と

し
て

の
役

割
も

含
め

、
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

○
教

育
学

系
大

学
院

の
博

士
課

程
を

修
了

し
た

後
、

教
職

課
程

担
当

教
員

に
な

る
者

に
つ

い
て

、

教
職

大
学

院
と

連
携

し
、

学
校

現
場

で
の

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

な
ど

実
践

的
な

教
育

研
究

を
経

験

で
き

る
取

組
を

推
進

す
る

。

(
４

)
初

任
者

研
修

の
改

善
(
採

用
直

後
の

「
一

般
免

許
状

(
仮

称
)
」

取
得

を
想

定
し

た
取

組
の

推
進

)

○
修

士
レ

ベ
ル

の
教

員
養

成
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

視
野

に
、

教
職

大
学

院
等

と
連

携
・

融
合

し
た

初

任
者

研
修

の
在

り
方

に
つ

い
て

、
教

育
委

員
会

と
大

学
と

の
連

携
・

協
働

の
取

組
を

進
め

、
初

任

段
階

の
研

修
の

高
度

化
を

図
る

。
そ

の
際

、
地

域
に

よ
っ

て
は

初
任

者
が

配
属

さ
れ

る
学

校
が

毎

年
異

な
る

た
め

、
学

校
に

初
任

者
研

修
の

ノ
ウ

ハ
ウ

が
蓄

積
さ

れ
ず

高
度

化
が

進
み

に
く

い
な

ど
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の
指

摘
が

あ
る

。
そ

の
た

め
、

初
任

者
研

修
の

高
度

化
の

中
核

と
な

る
学

校
を

教
育

委
員

会
が

指

定
し

、
初

任
者

研
修

を
重

点
的

に
行

う
こ

と
に

よ
り

研
修

の
ノ

ウ
ハ

ウ
の

蓄
積

や
体

制
の

整
備

な

ど
を

進
め

て
い

く
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
。

○
授

業
力

の
み

な
ら

ず
、

様
々

な
教

育
課

題
に

的
確

か
つ

柔
軟

に
対

応
で

き
る

力
量

を
確

実
に

育

成
す

る
た

め
、

初
任

者
研

修
に

加
え

、
採

用
前

研
修

、
２

年
目

、
３

年
目

の
教

員
に

対
す

る
研

修

を
行

っ
て

い
る

教
育

委
員

会
も

あ
る

。
こ

う
し

た
取

組
を

参
考

に
、

初
任

段
階

の
教

員
を

複
数

年

に
わ

た
り

支
援

す
る

仕
組

み
を

構
築

す
る

。

○
こ

れ
に

伴
い

、
「

目
標

・
内

容
例

」
に

つ
い

て
、

修
士

レ
ベ

ル
化

を
想

定
し

つ
つ

、
内

容
の

改

善
を

図
る

と
と

も
に

、
拠

点
校

指
導

教
員

や
校

内
指

導
教

員
の

在
り

方
、

い
わ

ゆ
る

「
団

塊
の

世

代
」

の
教

員
の

知
見

の
活

用
推

進
、

指
導

力
の

高
い

校
長

の
学

校
に

初
任

者
を

配
置

す
る

な
ど

指

導
体

制
の

充
実

方
策

に
つ

い
て

も
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
臨

時
的

任
用

教
員

や
非

常
勤

講

師
と

し
て

の
経

験
の

な
い

初
任

者
に

つ
い

て
は

、
精

神
的

な
ケ

ア
も

含
め

て
手

厚
い

支
援

や
研

修

が
必

要
で

あ
る

一
方

で
、

臨
時

的
任

用
教

員
等

の
経

験
者

に
つ

い
て

は
教

員
と

し
て

の
経

験
を

有

す
る

こ
と

か
ら

、
一

律
の

研
修

を
実

施
す

る
こ

と
は

実
態

に
合

っ
て

い
な

い
と

の
指

摘
も

あ
る

。

そ
の

た
め

、
個

々
の

初
任

者
の

経
験

に
応

じ
た

研
修

の
在

り
方

に
つ

い
て

、
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

○
ま

た
、

複
数

の
先

輩
教

員
が

複
数

の
初

任
者

や
経

験
の

浅
い

教
員

と
継

続
的

、
定

期
的

に
交

流

し
、

信
頼

関
係

を
築

き
な

が
ら

、
日

常
の

活
動

を
支

援
し

、
精

神
的

、
人

間
的

な
成

長
を

支
援

す

る
こ

と
に

よ
り

相
互

の
人

材
育

成
を

図
る

、
「

メ
ン

タ
ー

チ
ー

ム
」

と
呼

ば
れ

る
校

内
新

人
育

成

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

て
い

る
教

育
委

員
会

も
あ

る
。

こ
う

し
た

取
組

は
、

初
任

者
の

育
成

だ
け

で

な
く

、
校

内
組

織
の

活
性

化
に

も
有

効
で

あ
る

。
初

任
者

研
修

と
「

メ
ン

タ
ー

チ
ー

ム
」

の
取

組

を
有

機
的

に
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
初

任
者

の
よ

り
効

果
的

な
育

成
を

図
る

こ
と

も
考

え

ら
れ

る
。

(
５

)
教

員
採

用
の

在
り

方

○
任

命
権

者
に

お
い

て
は

、
教

員
と

し
て

の
適

格
性

を
有

し
、

個
性

豊
か

で
多

様
な

人
材

を
確

保

す
る

た
め

、
選

考
方

法
の

改
善

に
努

め
て

い
る

が
、

今
後

も
、

優
秀

で
意

欲
の

あ
る

人
材

を
教

員

と
し

て
確

保
す

る
た

め
更

な
る

選
考

方
法

の
改

善
に

努
め

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

○
そ

の
際

、
例

え
ば

、
受

験
者

の
身

に
付

け
た

資
質

能
力

を
採

用
側

が
適

切
に

評
価

す
る

た
め

の

手
法

の
開

発
や

、
大

学
で

の
学

習
状

況
や

教
育

実
習

の
状

況
に

つ
い

て
採

用
選

考
の

際
の

評
価

に

反
映

す
る

方
法

の
検

討
な

ど
が

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、
養

成
段

階
で

長
期

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を

経
験

し
た

学
生

に
つ

い
て

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
時

の
評

価
に

お
い

て
、

教
員

と
し

て
の

適
性

が

認
め

ら
れ

る
と

判
断

さ
れ

た
場

合
の

、
採

用
選

考
実

施
方

法
に

つ
い

て
研

究
す

る
こ

と
も

考
え

ら

れ
る

。
さ

ら
に

、
理

科
に

つ
い

て
高

い
指

導
力

を
有

す
る

小
学

校
教

員
の

確
保

な
ど

、
最

近
の

学

-
2
1

-

校
現

場
の

課
題

に
対

応
し

た
選

考
方

法
の

改
善

を
行

う
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
。

○
任

命
権

者
に

お
い

て
は

、
採

用
年

齢
の

上
限

を
撤

廃
す

る
な

ど
の

取
組

に
よ

り
、

あ
ら

ゆ
る

世

代
の

優
秀

な
人

材
を

確
保

す
る

工
夫

を
行

っ
て

い
る

が
、

特
に

、
年

齢
構

成
上

少
な

く
な

っ
て

い

る
３

０
代

、
４

０
代

を
積

極
的

に
採

用
す

る
方

策
に

つ
い

て
、

資
質

能
力

を
担

保
し

な
が

ら
、

更

に
進

め
、

教
員

の
年

齢
構

成
の

改
善

に
努

め
る

。

○
地

方
公

務
員

法
の

規
定

に
留

意
し

つ
つ

、
臨

時
的

任
用

教
員

や
非

常
勤

講
師

等
の

教
職

経
験

者

の
中

か
ら

も
優

秀
な

人
材

の
確

保
に

努
め

る
。

○
近

年
、

大
都

市
圏

の
教

育
委

員
会

に
お

い
て

、
優

秀
な

人
材

を
確

保
す

る
た

め
、

教
員

採
用

選

考
試

験
の

倍
率

の
高

い
教

育
委

員
会

と
連

携
し

た
り

、
複

数
回

選
考

試
験

を
実

施
す

る
な

ど
の

動

き
が

見
ら

れ
る

。
優

秀
な

人
材

を
全

国
レ

ベ
ル

で
教

員
と

し
て

迎
え

入
れ

る
た

め
、

採
用

選
考

の

共
同

実
施

、
複

数
回

実
施

を
推

進
す

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

そ
の

際
、

例
え

ば
、

共
同

実
施

す

る
教

育
委

員
会

や
一

次
試

験
の

実
施

時
期

が
同

一
の

地
域

単
位

で
、

筆
記

試
験

問
題

の
共

通
化

を

進
め

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
。

３
．

現
職

段
階

及
び

管
理

職
段

階
の

研
修

等
の

改
善

方
策

(
現

職
段

階
)

○
教

育
委

員
会

と
大

学
と

の
連

携
・

協
働

に
よ

る
現

職
研

修
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
化

・
単

位
化

や
、

講
習

の
質

向
上

な
ど

教
員

免
許

更
新

制
の

必
要

な
見

直
し

を
推

進
す

る
。

(
管

理
職

段
階

)

○
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
力

を
身

に
付

け
る

た
め

の
管

理
職

と
し

て
の

職
能

開
発

の
シ

ス
テ

ム
化

を

推
進

す
る

。

○
教

員
個

人
に

着
目

す
る

と
、

養
成

の
期

間
よ

り
も

、
そ

の
後

の
教

職
生

活
の

方
が

圧
倒

的
に

長

い
こ

と
か

ら
、

現
職

段
階

に
お

け
る

資
質

能
力

の
向

上
方

策
に

つ
い

て
、

ど
の

よ
う

に
制

度
設

計

し
て

い
く

か
は

極
め

て
重

要
で

あ
る

。

そ
の

た
め

、
教

育
委

員
会

と
大

学
と

の
連

携
・

協
働

を
推

進
し

、
養

成
段

階
で

獲
得

し
た

資
質

能
力

の
保

持
・

向
上

を
図

る
。

○
教

育
委

員
会

は
、
「

専
門

免
許

状
(
仮

称
)
」

を
想

定
し

つ
つ

、
教

職
生

活
全

体
を

通
じ

て
学

び

続
け

る
教

員
の

た
め

の
多

様
な

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
(
系

統
立

て
た

学
び

の
方

向
性

)
の

在
り

方
を

検

討
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
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(
１

)
現

職
研

修
等

(
教

員
免

許
更

新
制

、
１

０
年

経
験

者
研

修
を

含
む

)
の

改
善

①
国

や
任

命
権

者
が

行
う

様
々

な
研

修
の

在
り

方

○
任

命
権

者
が

行
う

研
修

に
つ

い
て

は
、

地
域

の
実

情
に

応
じ

、
様

々
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

提
供

さ

れ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、

指
導

伝
達

方
式

の
も

の
が

多
く

、
細

切
れ

に
な

っ
て

い
る

と
の

指

摘
も

あ
り

、
よ

り
一

層
教

員
の

質
の

向
上

に
つ

な
が

る
研

修
と

す
る

た
め

の
工

夫
改

善
が

求
め

ら

れ
る

。

○
そ

の
た

め
、

任
命

権
者

に
お

い
て

も
、

所
属

教
員

の
資

質
能

力
向

上
の

た
め

、
１

０
年

経
験

者

研
修

や
そ

の
他

の
任

命
権

者
が

実
施

す
る

研
修

等
に

つ
い

て
、

教
育

委
員

会
と

大
学

と
の

連
携

・

協
働

に
よ

り
、
現

職
研

修
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
化

・
単

位
化

を
推

進
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。
ま

た
、

将
来

の
「

専
門

免
許

状
(
仮

称
)
」

創
設

を
念

頭
に

、
こ

の
よ

う
な

研
修

を
免

許
法

認
定

講
習

と
し

て
も

開
設

を
進

め
、

よ
り

多
く

の
現

職
教

員
が

専
修

免
許

状
を

取
得

で
き

る
よ

う
工

夫
す

る
。

ま

た
、

教
員

が
自

ら
の

長
所

や
、

克
服

す
べ

き
課

題
を

認
識

し
つ

つ
、

資
質

能
力

を
向

上
す

る
こ

と

が
で

き
る

よ
う

、
教

員
一

人
一

人
の

能
力

や
実

績
等

が
適

正
に

評
価

さ
れ

、
処

遇
や

研
修

等
に

適

切
に

結
び

付
け

る
こ

と
も

必
要

で
あ

る
。

○
教

員
免

許
更

新
制

に
つ

い
て

は
、

適
切

な
規

模
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
必

修
領

域
の

内
容

充

実
、

受
講

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
内

容
設

定
等

講
習

の
質

を
向

上
す

る
な

ど
、

必
要

な
見

直
し

を

推
進

す
る

。
な

お
、

指
導

が
不

適
切

な
教

員
に

つ
い

て
は

、
指

導
改

善
研

修
の

実
施

等
が

行
わ

れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

引
き

続
き

、
各

教
育

委
員

会
に

お
い

て
適

切
に

運
用

さ
れ

る
こ

と
が

期

待
さ

れ
る

。

○
独

立
行

政
法

人
教

員
研

修
セ

ン
タ

ー
に

つ
い

て
は

、
各

県
の

ト
ッ

プ
リ

ー
ダ

ー
を

育
成

す
る

管

理
職

研
修

の
実

施
、

教
員

の
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

研
修

内
容

・
方

法
等

に
関

す
る

先
端

的

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

研
究

開
発

、
教

育
委

員
会

と
大

学
等

の
連

携
・

協
働

に
よ

る
研

修
の

組
織

化
・

体

系
化

を
実

現
す

る
方

策
の

検
討

等
教

員
の

資
質

能
力

向
上

の
ナ

シ
ョ

ナ
ル

セ
ン

タ
ー

と
し

て
機

能

強
化

を
推

進
す

る
。

都
道

府
県

等
の

教
育

セ
ン

タ
ー

に
つ

い
て

も
、

大
学

と
の

連
携

・
協

働
に

よ
り

、
地

域
に

お
け

る
教

員
の

資
質

能
力

向
上

の
中

核
機

関
と

し
て

の
機

能
を

充
実

さ
せ

る
。

○
現

職
教

員
が

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

し
や

す
い

環
境

を
整

備
す

る
た

め
、

研
修

等
定

数
の

活
用

や
休

業

制
度

の
活

用
促

進
、

長
期

履
修

制
度

や
ｅ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

充
実

等
現

職
教

員
が

学
び

や
す

い
環

境

整
備

を
進

め
る

。

○
将

来
の

「
専

門
免

許
状

(
仮

称
)
」

創
設

を
想

定
し

つ
つ

、
国

や
独

立
行

政
法

人
教

員
研

修
セ

ン

タ
ー

、
教

育
委

員
会

、
大

学
な

ど
が

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
一

定
の

ま
と

ま
り

の
あ

る
研

修
プ

ロ

グ
ラ

ム
の

研
究

開
発

を
進

め
る

と
と

も
に

、
こ

う
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
認

定
す

る
よ

う
な

仕
組

み

-
2
3

-

の
研

究
や

、
こ

れ
を

担
う

組
織

の
在

り
方

等
に

つ
い

て
調

査
研

究
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

②
校

内
研

修
や

自
主

研
修

の
活

性
化

○
教

員
は

、
日

々
の

教
育

実
践

や
授

業
研

究
等

の
校

内
研

修
、

近
隣

の
学

校
と

の
合

同
研

修
会

、

民
間

教
育

研
究

団
体

の
研

究
会

へ
の

参
加

、
自

発
的

な
研

修
に

よ
っ

て
、

学
び

合
い

、
高

め
合

い

な
が

ら
実

践
力

を
身

に
付

け
て

い
く

。
し

か
し

な
が

ら
近

年
で

は
学

校
の

小
規

模
化

や
年

齢
構

成

の
変

化
な

ど
に

よ
っ

て
こ

う
し

た
機

能
が

弱
ま

り
つ

つ
あ

る
と

の
指

摘
も

あ
る

。
教

育
委

員
会

に

お
い

て
は

、
こ

う
し

た
校

内
研

修
等

を
活

性
化

す
る

た
め

の
取

組
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
組

織

的
か

つ
効

果
的

な
指

導
主

事
に

よ
る

学
校

訪
問

の
在

り
方

の
研

究
な

ど
、

学
校

現
場

の
指

導
の

継

続
的

な
改

善
を

支
え

る
指

導
行

政
の

在
り

方
を

検
討

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

○
校

内
研

修
の

質
・

量
の

充
実

を
積

極
的

に
支

援
す

る
視

点
か

ら
、

教
育

委
員

会
や

教
育

セ
ン

タ

ー
は

、
指

導
体

制
の

確
立

、
組

織
的

・
計

画
的

な
学

校
へ

の
指

導
・

助
言

、
教

育
委

員
会

・
学

校

と
大

学
と

の
連

携
・

協
働

や
近

隣
の

学
校

と
の

合
同

研
修

な
ど

、
取

組
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

指

導
主

事
や

大
学

教
員

、
指

導
教

諭
、

教
職

大
学

院
を

修
了

し
た

教
員

な
ど

が
、

校
内

研
修

の
企

画

等
に

効
果

的
に

関
わ

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

こ
の

た
め

、
指

導
主

事
等

の
指

導
力

向
上

の
た

め

の
取

組
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
指

導
教

諭
の

育
成

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

○
将

来
的

に
は

、
校

内
研

修
等

に
つ

い
て

も
、

大
学

、
教

育
委

員
会

と
の

連
携

・
協

働
等

一
定

の

要
件

を
満

た
せ

ば
、
「

専
門

免
許

状
(
仮

称
)
」

の
取

得
単

位
の

一
部

と
し

て
認

定
を

可
能

と
す

る

な
ど

の
取

組
も

考
え

ら
れ

る
。

○
教

育
セ

ン
タ

ー
や

身
近

な
施

設
に

お
い

て
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
発

や
先

導
的

な
研

究
の

実
施

、

教
員

が
必

要
と

す
る

図
書

や
資

料
等

の
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
や

提
供

な
ど

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
教

員

の
教

材
研

究
や

授
業

研
究

、
自

主
的

研
修

の
支

援
な

ど
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
多

忙
化

の
解

消

な
ど

教
員

が
研

修
等

に
よ

り
自

己
研

鑽
に

努
め

る
た

め
の

環
境

整
備

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

今

後
は

実
績

の
あ

る
Ｎ

Ｐ
Ｏ

や
民

間
企

業
等

が
主

催
す

る
研

修
へ

の
参

加
も

期
待

さ
れ

る
。

(
２

)
管

理
職

の
資

質
能

力
の

向
上

(
「

専
門

免
許

状
(
仮

称
)
」

を
想

定
し

つ
つ

、
管

理
職

と
し

て
の

職
能

開
発

の
シ

ス
テ

ム
化

)

○
組

織
の

ト
ッ

プ
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

の
管

理
職

の
役

割
は

極
め

て
重

要
で

あ
る

。
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

に
長

け
た

管
理

職
を

幅
広

く
登

用
す

る
た

め
、

教
職

大
学

院
、

国
や

都
道

府
県

の
教

員
研

修
セ

ン

タ
ー

等
の

連
携

・
協

働
に

よ
る

管
理

職
、
教

育
行

政
職

員
の

育
成

シ
ス

テ
ム

の
構

築
を

推
進

す
る

。

こ
の

場
合

、
管

理
職

だ
け

で
な

く
、

管
理

職
候

補
者

で
あ

る
主

幹
教

諭
を

対
象

と
し

た
研

修
を

重

視
す

る
。

○
特

に
、

教
職

大
学

院
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

や
独

立
行

政
法

人
教

員
研

修
セ

ン
タ

ー
の

学
校

経
営

研

52
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修
等

を
活

用
し

つ
つ

、
管

理
職

、
教

育
行

政
職

員
に

求
め

ら
れ

る
資

質
能

力
を

も
と

に
、

マ
ネ

ジ

メ
ン

ト
力

を
身

に
付

け
る

た
め

の
管

理
職

、
教

育
行

政
職

員
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

発
す

る
。

そ

の
際

、
い

じ
め

・
暴

力
行

為
・

不
登

校
等

生
徒

指
導

上
の

諸
課

題
を

含
め

複
雑

か
つ

多
様

な
課

題

に
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

力
を

発
揮

で
き

る
よ

う
留

意
す

る
必

要
で

あ
る

。

○
ま

た
、

管
理

職
選

考
に

お
い

て
は

、
こ

の
よ

う
な

管
理

職
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
成

果
を

評
価

す

る
な

ど
、

選
考

方
法

の
一

層
の

改
善

を
図

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

○
な

お
、
教

育
長

を
は

じ
め

と
す

る
教

育
行

政
に

携
わ

る
職

員
の

資
質

能
力

向
上

も
重

要
で

あ
る

。

教
育

長
を

対
象

と
し

た
セ

ミ
ナ

ー
等

を
実

施
し

て
い

る
教

職
大

学
院

が
あ

る
が

、
今

後
、

関
係

機

関
に

お
い

て
、

こ
の

よ
う

な
研

修
機

会
を

充
実

す
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

。

４
．

教
育

委
員

会
、

大
学

等
の

関
係

機
関

の
連

携
・

協
働

○
こ

れ
ま

で
述

べ
て

き
た

取
組

を
実

効
あ

る
も

の
と

す
る

た
め

に
は

、
教

育
委

員
会

、
大

学
等

の

関
係

機
関

が
そ

れ
ぞ

れ
責

任
を

果
た

し
な

が
ら

そ
の

連
携

・
協

働
に

よ
り

、
教

員
の

養
成

、
継

続

的
な

学
習

に
対

す
る

支
援

を
行

う
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

そ
の

際
、

必
要

に
応

じ
、

首
長

部
局

、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
、

民
間

企
業

等
と

の
連

携
も

考
え

ら
れ

る
。

特
に

、
教

職
大

学
院

と
教

育
委

員
会

と
の

連

携
・

協
働

を
率

先
し

て
行

い
、

他
の

具
体

的
な

モ
デ

ル
と

な
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
主

な
役

割

と
し

て
は

以
下

の
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

・
管

理
職

や
教

員
に

求
め

ら
れ

る
資

質
能

力
を

協
働

で
明

ら
か

に
す

る
こ

と
。

・
実

践
的

指
導

力
を

育
成

す
る

教
員

養
成

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
協

働
で

開
発

す
る

こ
と

。

・
教

員
養

成
段

階
の

学
習

評
価

基
準

を
協

働
で

作
成

す
る

こ
と

。

・
教

育
実

習
や

学
校

現
場

体
験

の
効

果
的

な
実

施
方

法
を

検
討

す
る

こ
と

。

・
大

学
と

教
育

委
員

会
、

特
に

教
職

大
学

院
と

都
道

府
県

の
教

育
セ

ン
タ

ー
と

の
一

体
的

な
体

制
を

構
築

す
る

こ
と

。

・
現

職
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
協

働
で

開
発

す
る

こ
と

。

・
校

内
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
協

働
で

開
発

し
、

支
援

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
。

５
．

多
様

な
人

材
の

登
用

○
複

雑
・

多
様

化
す

る
教

育
課

題
に

対
応

す
る

た
め

に
は

、
教

職
に

関
す

る
高

度
な

専
門

性
と

実

践
的

指
導

力
を

有
す

る
教

員
に

加
え

、
様

々
な

社
会

経
験

と
、

特
定

分
野

に
対

す
る

高
度

な
知

識

・
技

能
を

有
す

る
多

様
な

人
材

を
教

員
と

し
て

迎
え

、
チ

ー
ム

で
対

応
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で

あ
る

。
今

後
、

社
会

の
中

の
多

様
な

ル
ー

ト
か

ら
教

職
を

志
す

こ
と

が
で

き
る

た
め

の
仕

組
み

を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

-
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○
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
活

用
や

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
対

応
し

た
教

育
な

ど
、

新
た

な
教

育
課

題
に

対
応

す
る

に

は
、

社
会

人
経

験
者

を
は

じ
め

当
該

分
野

に
関

す
る

知
見

を
有

す
る

外
部

人
材

を
幅

広
く

登
用

す

る
こ

と
も

必
要

で
あ

る
。

特
別

免
許

状
や

特
別

非
常

勤
講

師
制

度
の

活
用

等
に

よ
り

、
こ

う
し

た

取
組

を
一

層
推

進
す

る
。

○
理

数
系

の
人

材
や

英
語

力
の

あ
る

人
材

等
多

様
な

人
材

が
教

員
を

目
指

せ
る

仕
組

み
を

構
築

す

る
た

め
、

例
え

ば
、

博
士

課
程

修
了

者
等

高
度

の
専

門
的

知
識

を
有

す
る

人
材

に
つ

い
て

、
履

修

証
明

制
度

等
を

用
い

て
、

教
職

に
関

す
る

基
礎

的
素

養
の

修
得

や
、

学
校

現
場

の
体

験
等

に
よ

り

一
定

の
教

職
専

門
性

を
身

に
付

け
た

上
で

特
別

免
許

状
の

活
用

を
促

進
す

る
仕

組
み

の
構

築
や

、

理
科

支
援

員
等

と
し

て
の

勤
務

実
績

の
評

価
な

ど
今

後
更

な
る

検
討

が
求

め
ら

れ
る

。
ま

た
、

中

学
校

、
高

等
学

校
の

理
科

や
数

学
の

教
員

を
志

望
す

る
学

生
が

増
え

る
よ

う
、

情
報

提
供

等
支

援

の
充

実
が

求
め

ら
れ

る
。

そ
の

際
、

特
に

女
子

学
生

に
対

す
る

支
援

に
留

意
す

る
。

６
．

グ
ロ

ー
バ

ル
化

へ
の

対
応

○
グ

ロ
ー

バ
ル

化
に

対
応

し
た

人
材

育
成

が
求

め
ら

れ
る

中
、

教
員

自
身

も
グ

ロ
ー

バ
ル

な
も

の

の
見

方
や

考
え

方
な

ど
を

身
に

付
け

る
必

要
が

あ
る

。
こ

の
た

め
、

例
え

ば
教

職
課

程
を

置
く

大

学
に

お
い

て
、

教
職

課
程

の
質

の
維

持
・

向
上

を
図

り
つ

つ
、

要
件

を
満

た
せ

ば
学

生
が

海
外

に

留
学

し
た

際
に

取
得

し
た

単
位

を
教

職
課

程
に

係
る

単
位

と
し

て
認

め
て

い
く

こ
と

な
ど

に
よ

り
、

教
員

を
志

望
す

る
学

生
の

海
外

留
学

を
促

進
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

○
特

に
英

語
教

員
志

望
者

に
対

し
て

は
、

指
導

力
向

上
の

た
め

海
外

留
学

を
積

極
的

に
推

進
す

る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
ま

た
、

採
用

に
当

た
っ

て
は

、
こ

う
し

た
海

外
経

験
が

評
価

さ
れ

る
よ

う

選
考

方
法

の
更

な
る

工
夫

が
求

め
ら

れ
る

。

○
ま

た
、

現
在

、
現

職
教

員
を

対
象

と
し

て
、

日
本

人
学

校
等

へ
の

教
員

派
遣

な
ど

様
々

な
海

外

へ
の

派
遣

事
業

が
実

施
さ

れ
て

い
る

が
、

こ
う

し
た

事
業

を
積

極
的

に
活

用
し

、
現

職
教

員
の

国

際
性

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
帰

国
後

も
海

外
で

の
経

験
を

有
効

活
用

し
、

初
等

中
等

教
育

段

階
に

お
け

る
国

際
教

育
を

更
に

推
進

す
る

こ
と

な
ど

も
考

え
ら

れ
る

。

○
小

学
校

教
諭

の
教

職
課

程
に

お
い

て
も

、
学

習
指

導
要

領
に

対
応

し
た

外
国

語
教

育
に

関
す

る

内
容

に
つ

い
て

、
さ

ら
に

充
実

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

７
．

特
別

支
援

教
育

の
専

門
性

向
上

○
特

別
支

援
学

校
に

お
け

る
特

別
支

援
学

校
教

諭
免

許
状

(
当

該
障

害
種

又
は

自
立

教
科

の
免

許

状
)
取

得
率

は
約

７
割

で
あ

り
、

特
別

支
援

学
校

に
お

け
る

教
育

の
質

向
上

の
観

点
か

ら
、

取
得
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-
2
6

-

率
の

向
上

が
必

要
で

あ
る

。
こ

の
た

め
、

養
成

、
採

用
に

お
い

て
は

、
そ

の
取

得
に

つ
い

て
留

意

す
る

。
特

に
現

職
教

員
に

つ
い

て
は

、
免

許
法

認
定

講
習

の
受

講
促

進
等

の
取

組
を

進
め

る
。

○
特

別
支

援
学

級
、
通

級
に

よ
る

指
導

の
担

当
教

員
は

特
別

支
援

教
育

の
重

要
な

担
い

手
で

あ
り

、

そ
の

専
門

性
が

、
校

内
の

他
の

教
員

に
与

え
る

影
響

も
極

め
て

大
き

い
。

こ
の

た
め

、
専

門
的

な

研
修

の
受

講
等

に
よ

り
、

専
門

性
の

確
保

・
向

上
を

図
る

。

通
常

の
学

級
の

教
員

に
つ

い
て

も
、

特
別

支
援

教
育

に
関

す
る

一
定

の
知

識
・

技
能

を
有

し
て

い
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
こ

の
た

め
、

特
別

支
援

教
育

に
関

す
る

研
修

の
受

講
等

に
よ

り

基
礎

的
な

知
識

・
技

能
の

修
得

を
図

る
。

８
．

学
校

が
魅

力
あ

る
職

場
と

な
る

た
め

の
支

援

○
今

後
と

も
教

員
に

優
れ

た
人

材
が

得
ら

れ
る

よ
う

、
ま

た
、

一
人

一
人

の
教

員
が

教
職

へ
の

モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
持

ち
続

け
、

専
門

職
と

し
て

ふ
さ

わ
し

い
活

躍
が

で
き

る
よ

う
、

こ
れ

ま
で

述

べ
て

き
た

教
員

の
資

質
能

力
向

上
方

策
と

と
も

に
、

教
職

や
学

校
が

魅
力

あ
る

職
業

、
職

場
と

な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
そ

の
た

め
、

修
士

レ
ベ

ル
化

に
伴

う
教

員
の

給
与

等
の

処

遇
の

在
り

方
に

つ
い

て
検

討
す

る
と

と
も

に
、

教
職

員
配

置
、

学
校

の
施

設
、

設
備

等
引

き
続

き

教
育

条
件

の
整

備
を

進
め

る
。

あ
わ

せ
て

、
教

員
が

職
務

上
の

悩
み

な
ど

に
つ

い
て

相
談

で
き

る

よ
う

な
学

校
の

雰
囲

気
づ

く
り

や
教

員
の

サ
ポ

ー
ト

体
制

を
充

実
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

ま

た
、

新
た

な
教

育
理

念
を

実
現

す
る

た
め

、
校

舎
づ

く
り

の
段

階
か

ら
教

育
委

員
会

と
大

学
と

が

連
携

し
、

学
校

現
場

の
課

題
解

決
や

教
員

同
士

が
学

び
合

う
環

境
づ

く
り

に
成

果
を

上
げ

て
い

る

例
も

あ
り

、
こ

の
よ

う
な

工
夫

を
促

進
す

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

９
．

改
善

を
進

め
る

上
で

留
意

す
べ

き
事

項

○
こ

れ
ま

で
、

大
学

に
よ

っ
て

は
養

成
す

べ
き

教
員

像
を

具
体

的
に

明
示

し
た

り
、

教
育

委
員

会

に
お

い
て

も
、

教
員

採
用

選
考

の
際

、
求

め
る

教
員

像
を

示
し

て
い

る
が

、
関

係
者

が
合

意
で

き

る
、

専
門

性
向

上
の

た
め

の
基

準
が

十
分

に
整

備
さ

れ
て

こ
な

か
っ

た
。

今
後

、
教

員
養

成
関

係

の
団

体
に

お
い

て
は

、
教

職
生

活
の

各
段

階
で

求
め

ら
れ

る
資

質
能

力
に

つ
い

て
、
更

に
整

理
し

、

教
員

養
成

や
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

策
定

の
際

の
参

考
と

な
る

、
教

員
の

専
門

性
向

上
の

た
め

の
専

門

職
基

準
策

定
に

向
け

た
検

討
を

進
め

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

○
小

学
校

教
員

資
格

認
定

試
験

の
在

り
方

に
つ

い
て

は
、

教
員

養
成

の
修

士
レ

ベ
ル

化
、

実
践

的

指
導

力
重

視
の

方
向

性
を

踏
ま

え
、

再
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

○
ま

た
、

当
面

の
改

善
方

策
の

取
組

を
推

進
す

る
た

め
、

国
と

し
て

大
学

や
学

校
・

教
育

委
員

会

等
に

対
し

、
先

導
的

な
取

組
を

支
援

す
る

た
め

の
事

業
の

実
施

、
大

学
院

へ
の

派
遣

の
促

進
や

教

-
2
7

-

職
大

学
院

の
連

携
協

力
校

に
対

す
る

支
援

、
初

任
者

研
修

を
は

じ
め

と
し

た
教

員
研

修
の

よ
り

一

層
効

果
的

な
取

組
を

推
進

す
る

た
め

の
研

修
等

定
数

の
改

善
、

効
果

的
な

活
用

等
の

支
援

を
行

う

必
要

が
あ

る
。

○
こ

れ
ま

で
、

教
員

の
資

質
能

力
向

上
の

た
め

、
様

々
な

施
策

が
行

わ
れ

て
き

た
が

、
今

後
、

各

施
策

に
つ

い
て

不
断

に
検

証
を

行
い

、
検

証
結

果
に

基
づ

き
取

組
を

進
め

て
い

く
こ

と
が

必
要

で

あ
る

。
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大学改革タスクフォースについて

１．経緯

○ 昨年１１月２１日、政策提言仕分けで、「教育（大学）」が議論

○ 平成２４年度予算編成過程で、財務省と大学改革について取り組むことを合意

【文部科学大臣・財務大臣合意文書のポイント】
・今後の我が国の再生に向けて、大学改革を推進するため、「国立大学改革強化推進

事業」（１３８億円）を新設する。

・具体的な国立大学改革の方針については、文部科学省内に設置したタスクフォース

において検討を行い、協議の上、速やかに改革に着手する。

○ 昨年１２月、実効性のある大学改革をスピード感を持って推進するため、文部
科学省内に、森副大臣（当時）をトップとする「大学改革タスクフォース」を設置

・新たに議論が必要な課題等に関する改革の方向性の検討や、中教審などの議
論や進行中の施策等の整理や進捗状況の確認

２．検討内容（タスクフォースで検討してきた政策課題例）
①グローバル化人材を育成するための学生の学習密度の充実と学修成果を重視し

た教育システムの確立
②高等学校教育と大学教育の接続の改善
③１及び２を実現するために必要なシステム等の整備

・世界標準の質保証の仕組みの整備
・機能別分化の推進と大学ガバナンスの強化
・大学・社会の基盤となる独創的・先端的な知の持続的創出
・地域社会と大学の関係強化
・大学の量的規模及び質保証の在り方 等

３．検討状況

○ １２月１５日に第１回を開催。これまで１０回開催し、６月５日に「大学改革実行プ
ラン」を発表。

４．国家戦略会議における議論

○ ４月９日第３回国家戦略会議において、大学の統廃合、国立大学運営費交付金
や私学助成のメリハリある配分など、教育改革の必要性について指摘。総理より、
次回会議において、社会構造の変化を踏まえた教育システムの改革についての取
組方針を文部科学大臣が報告するよう指示。

○ ６月４日第５回国家戦略会議において、文部科学大臣より、激しく変化する社会
における大学の機能の再構築、大学の機能の再構築のための大学ガバナンスの
充実・強化、を柱とした具体的な教育改革のポイントを説明。
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